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21
日
(月
)
京大
紹
核
研
究
所
掌
術

購
演
会

午
後
一時
から
楽
友
会
館

21
日
(月
)
大管
法
改悪
反
対
、
日

韓
会
談
粉
砕
駁
大
集
会

主
催京
大院

生
協
凌
会

謂
演
細
野武
男
立
命大
教

授

正
午
か
ら
法
経
第
一

衡
羅

購

講
師
)
工
学
部
助
教
授
小
谷
寿
(同
助

手
)
併
任

京
大
付
属
病
院
長
近
藤
鋭

矢
(同
教
授
)
評
議
員
三
宅
儀
(医
学

部
教
授
)
採
用

薬
学
部
助
教
授
瀬
川

富
郎

認
証
官
、運
営
協
に
反
対

大
管
法
闘
争
の
焦
点
拡
が
る

去
る
十
八
日
の
記
者
会
見
で
、
池
田
首
相
は
「国
立
大学
協
会
が
自
主
管
理
を
行
な
う
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
大
管
法
の
国
会
提
出
はさ
ら
に検
討
し
た
い」

旨
の発
言
を
行
な
いこ
れ
ま
で
の
政
府
の
見
解
に
}部
修
正
を
加
え
た
形
に
な
っ
た
が
、大
管
法
国
会
提
出
阻
止
を
目
ざ
し
て
反
対
運
動
を
続け
て
き
た同

学
会
闘
争
委
員
会
で
は
「旧
七
帝
大
の
学
長
を
認
証
胃
と
し
、
そ
の
下
の国
立大
学
運
営
協
議
会
を
完
全
に
掌
握
し
よ
う
と
ず
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う立

場
を明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
教
養
部
を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
る
"試験
ボイ
コ
ソト
4
闘
争
は
「国
立
大
学
運
営
協議
会
粉
砕
、認
証
官
制
度
反

対
、大
管
法
国
会
上
程
阻
止
」
と
の
三
つ
の
ス
ロ
ーガ
ン
の下
で、
よ
り
一層
先
鋭
な
形
で
現
実
闘
題
化
し
つ
つ
あ
る
。

投
票

は
22
日
か
ら
26

日
ま
で

二
十
日
、約
四百
五
十
人の
代
議
員
を

集
め
て
開
か
れ
た教
養
部代
議
員
大
会

は
午
後
二
時
か
ら行
なわ
れ
、
①
二
十

一日
ス
ト
ライ
キ
②
二
十
二
日
か
ら

厚鼠
験
ポ
イ
コ
ット
ゴ
鴛
台投
票
③
特

別
自
治
会
費
百
円徴
収
、の
三点
を
三

百
三
十
六
対
五
九
(保留
・
三十
八
、

棄
極
一)
で
司
決
、
決
定し
た
。
こ
の

聞
一貫
し
て
大
学
当
局
は
告
示
三暑
・

四
号
な
ど
に
よ
り
「試
験
は規
定
ど
お

り
行
な
う
」
旨
発
表
し
た
が
、学
生
側

は
、
む
し
ろ
大
学
当
局
の
「戦
わ
な

い
」
姿
勢
を
非
難
、
二
十
二
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
の
教
獲
部
全
学
生
投
票
に

よ
って
二
十
八
日
か
ら
〃試
験
ボ
イ
コ

ッ♪

に
入
る
こ
と
に
な
った
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で教
養
部
闘
争
委
員
会
を
中

繋
陶輔
賑
鷲
騒
讃
践

生
理
掌
部
二
組
を
枚切
り
に
、十
九

日
ま
で
に
七
ク
ラ
ス
の
個
別
ボイ
コ

ッ
ト
を
行
な
い
、
大
管
法
粉砕
の
強

力
な
戦
い
を
組
ん
で
き
た
。
伺別
か

ら
全
体
へと
い
う
い
わ
ゆ
る
"山
猫

ス
ト
ラ
イ
キ
直
の
形
態
を
借
りた
こ

の
身試
験
ボ
イ
コ
ソ
ト
μ
闘
争
によ

うて
、
学
年
宋
試
験
完
全
ボ
イ
コ
ッ

ト
の
可
能
性
は
強
ま
っ
て
き
て
い

る
。

こ
の代
議
員
大
会
は
十
八
日
の
池
田
発

雷
によ
っ
てク
ロー
ズ
。ア
ソ
プ
さ
れ

た
「認
註
冨
、
国
立
大
学運
営
協
議
会
」

に
論
読
が集
中
し
た
。
こ
こ
で
、
大
瞥

法
そ
れ
圏体
が
二月
上
旬
に
国
会
に
提

出
さ
れ
る
と
い
う荒
木
文
相
発
言
な
ど

を
裏
ず
け
と
し
た
情
勢
判
断
を
一部
訂

し
大
管
法
は
①
認
証
冨
・国
立
大
学

運
嘗
協
敵会
間
題
②
大
管
法
国
凶藍
皿出

の
二
つの
側
圃
を
持
ち
①
に
関
し
て
、

(一)
認
記
官
制
度
は
旧
七
帝
大
の
学

長
を
内
閣
が
讐
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

機
力
支
配
を
翁易
に
貫
徹
さ
せ
る
も
の

であ
り
(二
)国
立
大
学
運
宮
協
議
会

を
そ
の下
で統
轄
す
る
(三
)
大
管
法

の実
体
化
であ
る
と
し
て
緊
急
に粉
砕

し
な
け
れ
は
なら
な
い、
と
いう
点
が

明
ら
か
にさ
れた
。し
か
も
、認
訊
冨

テ期
ス間
卜外

制度
に
関し
ては
す
で
に
三十
八
任
度

予
算
案
に組
み
こま
れ
てお
り、
国
立

大
学連
宮協
議
会
は
釆
た
る
二十
六
日

の
国
大
協
鵬時
総
会
にお
い
て検
討
さ

れ
、
二
月
二十
八
日
の総
会
で正
式
に

決
足
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
厚猷験
ポ

イ
コ
ソ
ト
訂
の
矛
先
は
政
府
と
国大
協

に
同
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
戦
術
上
の
転換
も
明
ら
か
にさ
れ
た

こ
の
た
め
、
二
十
一日
の
ス
ト
ラ
イ

キ
(九
ク
ラ
ス
に
お
け
る
猷
験
ボ
イ

コ
ソト
)
の
際
、
大
衆
的
な
規
模
で

.
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本社では、第四回の懸賞小説募集を行ないます。第一回以来・全国大学の
諸兄姉から、多数の御応募をいただき、前回は六十八篇を数えました・
現代は「文学」氾濫の時代であり、そして文学沈滞の時代でもあります・
こうした時代にあつて、既成の観念にとらわれず、新しい現代へのアプロ
ーチを志向する新人を登場させるという意図をもつてこの企画は設定され
ました.またヤ今圃からは、入選者に再度作品を発表していただき・選者
に講評をお願いする方針です.ふ るつて御応募下さい.
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藤

間

伊

野
者還

平
沢
総
長
に
団
交
を
迫
り
、
二
十
四

日
に
は
総
長
が
事
檀
を
全
学
に
説
明

す
る
た
め
の
公
聴
会
を
嬰
求
す
る
。

そ
し
て
、
団
交
お
よ
び
公
聴
会
に
お

い
て
は
(イ
)
認
証
冨
拒
否
(ロ
)

国
立
大
学
運
営
協
議
会
案
に
反
対
の

立
場
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
串
し
入

れ
る
こ
と
に
な
った
。

ま
た
、
二
十
二
日
か
ら
の
投
票
に
対
し

ては
、
こ
の代
議
員
大
会
で
明
ら
か
に

な
った
こと
を全
字生
に
訴
え
、
池
田

発
冨
の護
に
ひ
そ
むも
のを
暴
露
し
て

い
く
こ
と
が確
認
さ
れ
"試
験
ボ
イ
コ

ッ
ト
4闘
争
の意
義
を
訴
え
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

績

友
ボ
イ

コ
ッ
ト

大
管
法
粉
砕
の
た
め
に
厚試
験
ボ
イ
コ

焉

で起至
蓋

姦

専

三反
マ

漁
都
学

連
累丹
建
を
自旦
昔
口

　

東
大
教
養
試
験
ボ
イ

コ
ッ
ト
へ

藁
徹
都
学
連
の
再
建
大会
は
、
嶺
初
予

定
さ
れ
た
よ
り
も
四
日遅
れて
十
九
日

爽
京
都
港
区
芝
の
児
童福
祉
会
館
に
社

学
同
・社
青
同
・共
胃
の
三派
、
十
三

校
の
代
議
員
ら
約
二
百
人
を集
め
て行

な
わ
れ
た
。
こ
の
都
学
運
再
建大
会
は

安
保
闘
争
時
の
糠
谷
委
員
畏
ら
の
執
行

部
を
受
け
つ
い
だ
も
の
で
、
実
に
二
隼

半
ぶ
り
に
実
質
的
に
再
建
さ
れ
た
組
織

と
し
て活
動
す
る
こ
と
を
寧
習
し
た
。

こ
の
都
学
連
大
会
で
は
、
大
管
法
粉

砕
の
た
め
、
二
十
四
日
の
都
学
運
統

一行
動
、
二
十
六
日
の
国
大
協
臨
時

総
会
に
対
し
て
岡
協
議
会
が
出
し
て

いる
「国
立
大
学
運
営
協
議
会
」
構

想
を
取
り
止
め
さ
せ
る
た
め
の
大
カ

ンパ
ニア
、
二
月
十
五
日
か
ら
策
大

教
養学
部
にお
い
て
炉猷
験
ボ
イ
コ

ソ
ト
∬
を行
なう
こ
と
を
当
面
の
任

務
方針
と決
冠し
た
。
細
か
な
総
会

構
勢
分
析
な
どは
次
期
大
会
にお

い
て
討
論
す
る
こ
と
にし
、当
面
の

大
智
法
闘
争
の組
織
保
障
とし
て
の

役
割
を
璽
視
し
て
こ
の
よ
う
な
形
の

再
建
大
会
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
は
、
マ
ル
学同
、

一民
胃
な
ど
が
執
行
部
を
持
つ
自
治
会
は

て
き
た
教
獲
部
で
は
、
士
ハ日
三
、
四

時
限
目
、
岬
学
部
二
回
五
二
組
が大
浦

助
教
授
の
英
踏
の
猷
験
を
ポ
イ
コ
ソト

し
、
厚試
験
ボ
イ
コ
ソ
ト
`
闘
争
の端

緒
を
切
り
開
い
た
。

琿
学
部
二
回
生
二
組
で
は
、十
四
日

に
約
五
時
間
余
に
わ
た
る
討
論
の
末

三
十
四
対
九
で
ボ
イ
コ
ヅ
ト
を
決
識

こ
の
日
の
行
動
に
出
た
も
の
で
あ
る

こ
の
あ
と
、
引
き
続
い
て
行
な
わ
れ

た
工
学
部
二
回
生
九
組
で
は
、
約
三

十
分
ほ
ど
形
式
的
に
誠
験
が
強
行
さ

れ
た
が
、
全
く
通
常
の
試
験
と
は
異

な
って
大
学
側
が
体
裁
を
と
った
だ

け
の
も
の
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
って

成
績
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
危
ぶ
ま

れ
てい
る
。
一方
、
大
学
側
は
十
六

日
、こ
の学
生
め
行
動
に
対
抗
す
る

た
め
教
養
部
緊
急
教
授
会
を
開
い
た

が
、
学
生
側
が
、
昨
伍
宋
の
処
分
撤

回
闘
争
の
際
約
束
さ
れ
た
「重
要
な

問
題
を
決
定
す
る
時
に
は
事
前
に
学

生
の
慧
見
を
聞
く
」
こ
と
を
嬰
求
、

教
授
会
の
席
上
で
学
生
と
の
団
交
に

入
った
た
め
、
方
針
は
何
も
決
定
さ

,
●

定規募応

藤氏

 

伊

一一参
加
し
な
か
っ
た
が
、
学
生
運
動
の
統

一に
も
大
き
な
布
石
を
投
し
た
も
の
と

し
て
注
国
さ
れ
る
。

◇露那資格

◇緩 歓
◇締 切 日
◇賞 金

◇舜 表
〈〉送 り先

大学、夫学院在学中の人(学内外を問わ
ず)末発表作品にかぎる
ω0字詰原稿用紙30枚以内
38年3年末日
入選(1簾)1万 円
佳作(1篇)5千 円
38年5月中旬本紙上
京都市左京区吉田、京都大学構内京都大
学新聞社小説係(原稿には住所、所属大
学、学部、学年、氏名、年令を明記のこ
と)

阪権は本社に腐します.原稿はお返ししません。

京 都 大 学 新 聞 社 …
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れ
な
か
っ
た
.

十
七
日
に
は
工
学
部
二
回生
八組
、
経
一

済
学
部
二
圓
生
四
組
が
試験
を
拒
否
し

て
担
当
教
窩
と
の
父
渉
の結
果
、
レポ

ー
ト
提
出
で
試
験
に
代
行さ
せ
るご
と

に
成
功
し
、
十
九
日
に
は
法
学
部
二
回

生
四
組
が
完
全
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
運学
部

一回
生
四
組
、
文
学
部
一
回
生
一
組は

と
も
に
レ
ポ
ー
ト
を
自
治
委
員
に提
出

全
学
投
票
の
結
果
を
待
っ
て
去
就
を決

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二

十
日
の
代
議
員
大
会
で
決
定
さ
れ
た
二

十
一日
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
は
、

同
日
に
九
ク
ラ
ス
の
試
験
が
行
な
わ
れ

る
が
、
十
九
日
現
在
三
ク
ラ
ス
て
ボ
イ

コ
ソト
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な経
過
か
ら
、
闘
争
委
員
会
で
は

"訊験
ボイ
コ
ソト
貨
は
現
在
ま
で
ほ

ぼ
成
功
し
、
二十
二
日
か
ら
の
教
養
部

全
学
投票
が成
立
す
る
可
能
性
が
強
く

な
っ
た
と
し
て
いる
.

11
月
祭
の

昭
和
三
‡

年
度
の
承
大

決
算

出
る

士
月
祭
は

昨
年
十
一月
二
十
二
日
か
ら
五
日
岡
に

一わ
た
って
多
彩
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た

が、
そ
の
決
算
報
告
が
こ
の
ほ
ど
十
一

月
祭
準
備
委
員
の
手
に
よ
って
ま
と
め

ら
れ
た
.

▽十
一月
祭
決
算
～
」

〈収
入
〉

九

六
、
O
O
O
円

寄
付
。広
告

四
二
〇
、
○
○
○
円

プ
ログ
ラ
ム
発
上
三
八
二
、
○
○
○
円

一箪業
収
益

三
〇
、
○
○
○
円

カ
ンパ

ニ
一、
O
O
O
円

岡
学
会
援
助

一四
三
、
O
O
O
円

く
支
出
V

九
九
六
、
○
O
O
円

O

謹
錨
建
幾
㏄㏄㏄鯉

プ
ロ
グ
ラ
ム

活
動
費

前
・後
夜
祭

サ
し
ク
ル
援
助

剰
余
金

二
〇
一、
○
○
○
円

二
三
八
、
O
O
O
円

七
五
、
O
O
O
円

一五
〇
、
○
○
○
円

轍三
、
○
○
○
円

(注
)
①
サ
ーク
ル
に
は
十
五万
円相

当
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
涯
し
た
②
他
に
夙

都
大
学
よ
り
物
品
(七
十
万
円
相当
)

の
援
助
を
う
け
た
③
剰
余
金
は
委
員
長

が
関
係
省
と
協
詠
し
て
処
分
す
る
。

難
難
灘轟
灘

受

益
者
負

担

に
問
題
残

る

寮
自
治
解
決
や
や
遅
れ
る
か

"冒
僚
的
「寄
宿
舎
規
定
」
の改
正
4

を
要
求
し
て
学校
側
と
交
渉
を
行
な
っ

て
い
る
崇
連
合は
去
る七
日
の学
生
部

畏
宅
訪
問
を皮
切
り
と
し
て今
春
の交

渉
を
は
じ
め
た
。

こ
の
日
寮
生
働は
昨
年
末
ま
で
の学
生

部
委
員
会
に
よ
る規
定改
正
の検
討
状

況
を
打
診
し
、
合
わ
せ
て、
学
生
部
委

員
半
数
の
改
選
が
行
な
わ
れる
三月
は

じ
め
ま
で
に
評
議
員
会
に
ま
で改
正
規

定
を
持
ち
込
め
る
よ
う
に協
力
を要
請

し
た
の
に
対
し
、
学
生
部
長は
こ
れ
を

承
認
し
た
.

昨
圧
ま
で
の
交
渉
で
大
き
な
焦
点
と
さ

れ
て
いる
①
入
舎
、
退
會
構
②
受
益
者

負
担
(光
熱
水
道
料
負
担
Vと
も
双
方
の

食
い違
いが
大
き
く
二
月
段
階
ま
で
あ

る程
度
の意
見
潮

か
望
ま
れ
よ
う
.

なお
現
在
ま
で
のと
こ
ろ
、
学
生
部
長

学
生
部
蒼
員内
部
に
は
、
現
行
の
自
治

を認
め
る
線
で
は
一致
し
て
い
る
が
、

受
益
者
負
担
の点
で
ま
だ
内
部
調
整
が

進
んで
い
な
い模
様
.
学
生
部
長
は
三

月
ま
で
の解
決
に
努
力
す
る
と
い
って

一い
る
が
、受
験
ボ
イ
コ
ソト
な
ど
の
問

一

題討
議
に迫
わ
れ、
寮
規
定
閥
題
を
扱

う
の
は
相当
埋
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

松
岡
寮生
闘争
委
員
長
談

学
生
部
側

願
書
受
付
は
じ
ま
る

詔
年
度
入
試

21
日
か
ら
31
日
ま

で

京
大
入
学
願
盛
の受
付
け
が
、
今
年
は

昨
年
よ
り
十
日
聞
繰
り上
げ
ら
れ
[月

二
十
一日
か
ら
始
オ
っ
た
。
こ
こ数
年

募
集
人
員
の
増
加
が
続
い
て
い
る
が
、

今
年
も
総
計
二
千
百
六
十
五
人
で
昨
年

よ
り
七
十
五
人
増
で
あ
る
。
各
学
部
、

教
養
部
に
甜
求
さ
れ
た
願盟薗
部
数
は
昨

二
月
中
に
新
館
完
成

薬
学
再
建
の
プ
ラ
ン
出
る

薬
学
部
の再
建
に
関す
る教
授
と
学
生

に
よ
る
懇
談
会
が
十
八
日
午後
二時
か

ら
医
化
学
講
掌
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

懇
談
会
で
未
来
の
薬
学
部
の具
体
的プ

ラ
ン
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
ょ

る
と
現
在
、
畜
田
西
寮
の
北
側
に
建
築

・漁
㎜
園

㎜

學

㎜
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こ
こ数
日
釆
、
大
響
法
を
め
ぐ
る
政

府
の
勤き
が
か
な
り
目
立
って
き
て
い

る
。
す
で
に十
一日
の
閣
議
に
お
い
て

荒
木
文
相
の旱
期
提
出
論
と
池
田
首
柑

ら
の
慎
重
論
の対
立
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
が
、
首柑
は
十
八
日
の
記
者
会

見
に
お
い
て
、①
法
案
の
内
裕
は
ま
だ

見
て
い
な
い
②法
案
を
国
会
に
提
出
す

る
か
、
大
学
の
目主
的
な
運
営
に
ま
か

せ
る
か
は
も
うす
こし
検
討
す
る
③
各

大
学
が
目
発
的
に管
理
運
営
を
検
討
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
いる
が
こ
れ
は

一つ
の
進
歩
で
、改
善
の意
図
は
か
な

り
達
成
さ
れ
た
、
な
ど
の発
農を
行
な

った
。
一力
、
文相
は
同
日
①
今
国
会

に
法
案
提
出
の
力
針は
璽え
て
い
な
い

②
し
か
し
政
治的
判
断
も
必
要
な
の

で
、
数
日
中
に
政府
、
与
党
の薗
脳
部

と
話
し
合
う
、
と
謡
った
。

ま
た
法
案
の
形
態
に関
し
て
も
、
卑

独
立
法
に
す
る
か
、
ある
いは
国
シ
大

学
殺
置
法
、
教
曹
公務
員
特
例
法
な
ど

投
票
で
意
思
表
示
を

多
面
化
し
た
大
管
法
闘
争

関係
法
の改
正
に
と
ど
め
る
か
を
、
現

在
文
部省
と
法
制
局
の間
で
検
討
中
で

あ
り
、
近く
結
論
が
出
さ
れ
よ
う
.

こ
の
よ
う
に
、大
智
法
に
関
す
る
現

在
の
情勢
は
、政
府
内
鄙
で
、
国
会
提

出
の
時期
、法
案
の形
態
の
二
点
に
慧

見
調
整
の段
階
にあ
る
が
、
文
部
省
は

こ
の
通
常
国会
で単
独
立
法
化
す
る
こ

と
を
明確
に打
ち
出
し
て
いる
。
荒
木

文
相
は
、
上
の発
[濁に
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
時
期
的
に
は譲
歩
の
気
配
を
示
し

て
い
る
に
し
て
も
、
法制
局
の
法
改
正

案
に
は
激
し
く
反
発
し
てお
り
、
今
後

単
独
▽
法
化
の
線
で
強力
に
政
肘
囚
部

の
慧
見
統
一を
逼
求す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
こ
の
方
回
こ'て、
池
田
〃人

造
り
政
策
κ
の支
柱
をな
す
大
学
管
埋

に
望
ま
し
い
も
の
であ
り
、
国
会
の

状
況
と
反
対
運
動
の動
向
が
彼
等
に
と

って
好
転
す
れ
ば
、
か
なら
ず
単
独
立

法
の
形
で
國
会
に
登場
し
よ
う
。
む
ろ

ん
現
社
の
情
勢
では
、法
改
正
に
と
ど

め
ら
れ
る
こ
と
も
充分
予
想
で
き
る
が

大
留
法
の本
貿
を
篇
え
る
と
き
、
そ
の

形
式
い
か
ん
に
か
かわ
ら
ず
、
一切
の

法
制
化
反
対
の姿
勢
を
わ
れ
わ
れ
が
堅

持
し
て
お
く
必肇
があ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

国
大
協
は
十
七日
に
"大
学
管
理
運

営
制
度
の
目
主的
な改
歯
策
6
と
し
て

「大
学
運
営協
議会
(仮
称
)
」
設
置

の
穫
想
を
発表
、
これ
を
二
月
二
十
八

日
の
総
会
で
正式
に発
足
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れは
「わ
れ
わ
れ
は
こ

の
よ
う
に
管
理運
営
の自
主
的
改
善
の

方
策
を
着
々
と
進
め
て
いる
幽
一的
立

法
は
狩
に
慎
む
へ
き
であ
る
」と
いう

茅
協
会
長
談
話
に
も
ある
と
お
り
、
国

大
協
の
、
法
制
化
阻止
嘩
勤
の
一つ
で

あ
ろ
う
し
、
こ
の
影
響は
十
八
日
の
首

相
発
為
に
み
ら
れ
る
と
い
える
の
か
も

知
れ
な
い
。
池
出
首相
の
「改
善
の
慧

國
は
か
な
り
達
成さ
れ
た
。法
案
を
国

会
に
提
田
す
る
か
、
大学
の自
主
的
な

運
智
に
ま
か
せ
る
か
は
も
う少
し
検
罰

し
た
い
」
と
い
う
発
詰
の真
意
を
め
ぐ

って
現
在
か
な
り
微
妙
な波
紋
が
ひ
ろ

が
って
い
る
が
、
む
ろ
ん
、大
管
法
が

完
全
に
廃
案
に
な
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ

は
あ
ら
ゆ
る
楽
観
論
か
ら
無
縁
の
と
こ

ろ
で
粉
砕
を
め
ざ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
し

事
実
、
大
管
法
が
こ
れ
ま
で
の
教
育

反
勲
化
諸
政
策
と
は
異
質
に
、
大
学
の

自
由
の
統
括
的
破
壌
を
ね
ら
い
、
さ
ら

に
は
日
本
の
イ
ン
テ
リ
ケ
ン
チ
ャ
に
対

す
る
思
想
攻
撃
の
集
約
を
そ
の
本
質
と

す
る
か
ぎ
り
、
た
と
え
表
圓
ど
の
よ
う

な
発
琶
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
真
の
悪

図
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
点
を
明
確
に
把
握
す
る

な
ら
ば
国
大
協
の
蓮
営
協
、峨
会
は
、
そ

の
意
図
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
結

果
的
に
み
て
、
大
管
法
の
本
質
か
ら
眼

を
そ
ら
し
、
単
な
る
現
象
に
の
み
眼
を

奪
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
目
体

が
非
角
効
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

反
対
運
勤
全
体
に
対
す
る
大
き
な
反
作

用
を
し
か
も
た
ら
さ
な
い
の
で
あ
る
。

三

運
営
協
と
と
も
に
庄
目
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
の
は
、
昨
年
八
月
に
出
さ
れ

す
で
に
三
十
八
仕
度
予
算
案
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
「認証
官
制
度
」で
あ
る
。

こ
の
間
題
に
関
し
て
は
、
す
で
に
我
女

が述
べた
よ
う
に
、
①
国
立
旧
七
帝
大

学
畏
の
商級
冨
僚
化
②
国
立
各
大
学
間

の格
差
と
分
断
に
よ
る
大
学
の
自
治
の

内
部
崩
壊
、
を
そ
の
本
質
と
し
、
さ
ら

に現
在
では
、
文
相
の
拒
否
権
を
実
質

的
に備
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
であ
ろ
う
。

認
証
官
と
い
う
名
の
高
級
官
簾
に
よ

っ
て牛
耳
ら
れ
る
国
大
協
、
運
営
協

は
、国
家
権
力
に
と
って
は
好
ま
し
い

も
の
であ
り
、
こ
こ
に
い
た
って
国
大

協
は
彼
等
の
意
図
に
マ
ッチ
し
て
し
ま

った
。
"大
管
法
召
は
国
家
権
力
の
手

に
よ
って
着

と々
笑
質
化
さ
れ
、
そ
し

て国
大
協
が
ン反
対
β
を
唱
え
な
が
ら

も
動き
と
し
て
は
明
確
に
国
家
権
力
と

拶ア
ベ
ソク
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

穴
管
法
を
単
に
政
府
に
よ
る
大
学
営

理
法
の単
独
立
法
化
と
い
う
と
ら
え
か

た
で
なく
多
面
的
に
把
握
し
て
い
く
な

ら
ば
、以
上
のよ
う
に
情
勢
は
大
き
く

進
行
し
て
いる
。
そ
し
て
、反
対
遡
動

は
こ
れら
の
一
つ
一
つを
チ
ェ
ック
し

適確
に
対決
し
てい
く
こ
と
に
ょ
って

有
効
性
を
発揮
し
うる
。当
面
我
々
は

認
証
冨
制
度
、
運
営
協
の
問
題
に
注
目

し
て
い
か
ね
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
.

…
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二
十
日
の
教
養
代
議
員
大会
は
、
試

験
ボ
イ
コ
ソ
ト
に
関
し
て賛
否
投
票
を

行
な
う
こ
と
を
決
足
し
た
。

再
び
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
大管
法

が
イ
ン
テ
リ
ゲ
ンチ
ャ
に
かけ
ら
れ
て

き
た
国
家
極
力
に
よ
る挑
戦
であ
る
か

き
り
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ンチ
ャ
の側
では

そ
の
主
体
性
を
間
わ
れ
る璽
要
な課
題

で
あ
る
。
す
で
に
本
社
が行
な
った
世

論
調
査
に
お
い
て
も
、
大
半
の学
生
諸

君
が
反
対
の
意
思
を持
っ
て
いる
こ
と

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の意
思

は
、
員
体
的
に
提
示
さ
れ
た問
題
に対

し
て
決
定
的
な
表
示
を
す
る
こと
にょ

って
は
じ
め
て
有
効
な
実質
を備
える

も
の
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て我
々

は
、
投
票
拒
査
は
許
せ
な
い
も
の
と
思

う
。
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
一人
一人

と
し
て
、
大
管
法
粉
砕
の
決
短
的
な
意

思
表
小を
行
な
う
こ
と
ぜ、
教
養
部
全

学
生
諸
君
に
再
び
要
謂
す
る
。

中
の
新
館
(約
五
百
坪
)
が
突
貫
工
事

で
二
月
中
に
は
完
成
さ
れ
、
さ
ら
に
明

年
中
に
は
増
築
さ
れ
て
千
坪
に
な
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の渤
館
に
は
各
研
究

獲
、
実
習
室、
講
義
室
は
も
と
よ
り
、

学
生
控
室
、全
員
の
ロ
ソカ
i
、
自
潰

会
室
、
女
子
更
衣室
を
は
し
め
、
厚
生

施
設
も
備
え
ら
れ
て
いる
。
し
か
し
、

暖
慶
用
のス
チ
ー
ム
は
予
算
の
闘
係
な

ど
か
ら見
て、
阜
急
に
は
困
難
な
様
で

あ
る
。

五
年
後
に
は、
薬学
部
は
全
て
、
吉
田

西
祭
の
北
側
に移
転し
、
現
在
以
上
の

学
部
に
成
畏
す
る
こ
と
に
な
っ
てい

る
。

ま
た
、
今
度
の
火
串
で焼
け
た
図
喬
類

な
ど
は
、
各
大
学
の
寄付
お
よ
び世
界

の
古
本
屋
に
問
い
合
わせ
て再
購
入す

る
も
よ
う
で
、
再
び
全
部集
め
ら
れ
る

可
能
性
は
非
常
に
う
す
い
が、
最
大限

の
努
力
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

年
と
大
差
な
い
が
、
十
二
月
中
旬
か
ら

渡
し
始
め
て
い
た
.

増
員
し
た
学
科
の
輯
つは
、
土
木
工
学

科
で、
こ
れは
昭
和
三十
八
圧
度
に
新

設予
定
の交
通
土
木
工
学
科
の
収
容
人

員
四
丈

茄

え
たも
の
であ
る
.
主

た
瑚
学
部
が
三十
五人
増
員
し
て
い

る
.

そ
の
他
、
工
学
部
で
は
三
+
八年
度
か

ら
、
一部
の
似
か
よ
っ
た
学
科
を系
と

し
て
一括
募
集
の
う
え
合
格
を
決
定

し
、
入
学
後
、
系
内
専
門
学科
に
分厨

さ
せ
る
こ
と
に
な
った
.

な
お
、
受
理
期
聞
は
、
一月
三
十
一日

(木
)
午
後
五
時
ま
で
。

語
学
研
修
セ

京
姦
畢
研

ン
タ
ー
絡
る

修
セ
ン
タ
ー

(世
話
人
岩
村
忍
人
文
科
研
教
授
)
が

昨
年
十
二
月
三
日
か
ら
京
都
国
際
ホ
テ

ル
に
十
四
人
の
テ
ス
ト
生
を
"カ
ン
詰

め
σ
に
し
て
開
講
し
て
い
た
英
語
教
育

は
一月
十
二
日
六
週
間
の
教
脅
期
聞
を

終
え平
沢
総
長
ら
関
係
者
が
集
ま
っ
て

終
業
式
を
行
った
。
今
度
の
試
み
は
テ

と
二月
ま
で
に解
決
さ
せ
る
と
い
う
点

で合
意
に達
し
て
いる
のに
、
主
観
的

な
意
図は
別
と
し
て交
渉
を
引
き
延
し

て
い
る
のは
残念
だ
。
七
日
の会
見
で

京
大
て
ま
た
失
火

十
八
日
午
後
五
時
四十
分
ごろ
、
京
大

付
属
病
院
ボ
イ
ラ
ー室
わき
の廃
物
処

理
場
付
近
か
ら
出
火
、物
置
の
一部
を

焼
い
た
が
、
た
だ
ち
に
西
寮
生等
の消

火
作
業
で
大
串
に
至
ら
ず
二
十分
聞
で

消
し
と
め
た
。
廃
物
焼
却
場
の
煙突
か

ら
の
火
の
粉
が
原
因
.

脇麟
r℃覇 脚 にノ
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久
し
ぶ
り
の
大
雪
で
、
子
供
た
ち
と
つ
く
り
あ

げ
た
兎
に
、
リ
ン
ゴ
の
赤
い
目
を
つ
け
た
ら
、
ま

さ
に
目
標
冠
め
て
、
飛
び
だ
そ
う
と
か
ま
え
た
兎

が
で
き
あ
が
った
。
月
並
み
な
年
頭
の
所
感
で
あ

る
が
、
こ
と
し
の
日
本
は
、
万
亭
、
ζ

の兎
のよ
う
な
姿
勢
で
あ
って
ほ
し
い

㎜

も難

野

舞

テレど瓢

「胎
勤
す
る
ア
ジ
ア
」
を
楽
し
ん
で
み
た
。
そ
れ

は
東
南
ア
ジ
ア
譜
国
の
表
橘
を
鋭
く
と
ら
え
る
も

の
であ
った
し
、
ま
た
報
道
班
の
隊
長
が
高
校
時

代
か
ら
の
友人
と
いう
個
人
的
関
係
も
あ
った
か

ら
であ
る
。
そ
こで
、
画
か
れ
も
し
、
語
ら
れ
も

し
た
こ
とは
、
ア
ジ
ア
の貧
困
と
、
緊
張
す
る
粟

西
対
抗
の谷
聞
で
の
中
立
主
義
の
き
び
し
さ
で
あ

った
。
アジ
ア
諸
国
の
史
ユ主
義
も
、
よ
ほ
ど
、

確
た
るも
の
が
な
いか
き
り
、
東
西
旋
風
に
吹
き

わ
が
國
は
、自
由
主
義
国
の
一員
と
し
て
、
国

の
成
長
ぶ
り
を
訴歌
し
て
いる
か
の
よ
う
に
も
思

え
る
が
、
確
た
る
定見
の必
要
な
こと
、
聚
用
ア

ジ
ア
諸
国
に
決
し
て
劣
ら
な
い。
む
し
ろ
、
自
由

主
義諸
国
の
一員
であ
る
が
た
め
に
、
よ
ら
ば
大

樹
の蔭
か、
安
易
な立
場
に
た
って
い
る
と
も
い

え
る
。
「自
ら反
省
し
、
自
ら
を
つ
く
る
こ
と
が

年

頭

雑

感

前

川

嘉

一

必
要
」
と
は
、
成
人
祝
賀
式
で
の総
理
の祝
辞
で

あ
る
が
こ
れ
は
何
も
成
人
に
な
っ
た若
人
に
た
い

す
る
こ
と
の
み
で
は
な
く
、日
本
全
体
、各界
、
各

層
の
問
題
で
あ
る
。
も
と
よ
り
総
理
自
身
を
ふ
く

め
て
。
国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
ど
ジ
ヨ
ン
づ
く

り
、
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
な
み
の
質
金
づ
く
り
等
々
、
甚

だ
結
構
な
こ
と
だ
が
、
定
見
も
って
臨
ん
で
も
ら

い
た
い
。
貿
易
の
自
由
化
を
す
す
め
る
か
と
思
う

と
、
ソ
連
向
け
鉄
管
の
輸
出
は
と
ど
め
ら
れ
る
。

繕

脇

に
困
・て
い
る
。
人
と
い
え
ぱ
反
共
的
人
聞
燈

泌

し
か
票

れ
て
い
な
い
.
ま
た
日
本
の
覇

理
蕊

は
中
ソ
論
争
に
手
を
撲
ね
く
。
ヨ
占

ソ
釜

み
鵬

質
金
の
轟

も
、
そ
れ
は
憧
の
上
で
の
話
だ
菰

で
、
質
男

は
華

の
警

弩

て
い
る
。

鵬

灘
磯
駒購繋
灘
辮

鱗
黙
轄
難

誰醐難
彗
螺

え
な
い
。
右
コ
左
ベ
ン
、
蚕
追
随
嚢

に
は
訣
～

騰
灘難

淵
は
運
く
と
も
十
六
日
ま
で
に
学
生
部
委

員
会
と
交
渉
さ
せ
る
と
の
約
束
も
破
ら

れ
た
。
寮
生
内
部
も
大
き
く
盛
り
あ
が

り
を
見
せ
て
い
る
の
で
、
三
月
ま
で
に

は
単
な
る
意
見
調
整
で
な
く
一応
の
解
,

決
を
見
た
い
と
思
う
。

「
ア

フ
リ

カ

研

究

会

」か
発

足

今
西
教
授
ら
を
中
心
に

アフ
リ
カ
大
陸
を
学
問
的
見
地
か
ら
研

究
し
ょ
う
と
す
る
「ア
フ
リ
カ
研
究
会

(ス
¢
〉
"
〉
)
」が
こ
の
ほ
ど
発

足し
た
。

偏見
や
先
入観
を
持
って
見
ら
れ
や
す

い
こ
の
地域
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
、従
来
の
類
人
猿
研
究
を

の

中
心
と
し
た自
然
人
類
学
か
ら
民
族
、

人
種
を
対
象
にし
た
文
化
人
類
学
ま
で

研
究
対
象
を
広げ
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
会
は人
文
研
の
今
西
錦

司
、
上
山
春
平教
授
、
教
獲
の
伊
谷
助

教
授
ら
を
中
心
に約
四
十
五
人
か
ら
な

って
お
り
、
学
生が
十
人
参
加
し
て
い

る
が
若
手
文
化
人
類学
者
で占
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が庄
目さ
れる
.

な
お
現
在
の
と
こ
ろ
調
査
図
の派
遺
を

検
討
中
で
、
医
療
設
備
、
実
業教
育所

の
設
置
も
翫
園
し
て
い
る
。
国
囚活
勤

と
し
て
は
ア
フ
リ
カ
認
識
を
広
め
る
た

め
機
関
紙
「ア
フ
リ
ヵ
研
究
」
の
発
行

「ア
フ
リ
ヵ
講
座
」
の
開
調
を
す
る
.

京
大
で
開
催
か

27
日
に
全
国
工
教
学
友
会

昨年
の工
教
改
曹
運
動
が
不
調
に
終
っ

て
い
ら
い低
調
で
あ
った
全
国
工
教
学

友
会
が
、
こ
の
ほど
久
し
ぶ
り
に
開
か

れ
る
こ
と
に
な
った
.
予
定
は
一月
二

十
七
日
で
ほ
ぼ全
校
に
運
絡
済
み
で
あ

る
が
、
場所
が現
在
のと
こ
ろ
参
加
者

の
宿
泊
場
所
が確
保
さ
れ
な
い
た
め
、

京
都
か
名
古屋
か
まだ
決
ま
って
い
な

い
。
し
か
し
、
各校
から
寮
都
で
開
か

れ
る
こ
と
の
希
望
が多
いた
め
、
ほ
ぼ

京
都
で
開
か
れ
る見
込
み.
今
回
は
緊

急
な
議
題
は
な
い
が
、
昨年
の運
動
後

の
各
校
の
状
勢
交
換
と
、今
後
の改
普

運
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る予
定。

な
お
、
ほ
と
ん
ど
の
掌
校
が
運
動後
執

行
部
を
入
れ
か
え
て
い
る
た
め
、先
の

学
反
会
以
上
の
強
力
な
も
の
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

京
大
で
執

京
大
工
教
で
は
自

行
部
改
選

塗
窺
約
に
従
っ

て、
後
期
執
行
部
の
改
選
を
昨
年
十
二

月
に
行
な
った
。
委
員
長
に
は
樫
福
保

雄
君
(竃
気
二
年
)
副
委
員
長
に
は
小

南
智
誠
君
(土
木
一年
)
が
立
候
補
し

た
が
、対
立
候
補
が
な
く
、
絶
対
多
数

で
偽
任さ
れた
。
新
執
行
部
の
顔
ぶ
れ

は次
のと
お
り
.

委
員
長

樫
福
保
雄
(電
気
2
年
)

副委
員
長

小
繭
智
誠
(土木
-
年
)

総務
部
長

紙
谷
透
(工
化
2
年
)

会
計
部長

湯
浅
省
吾
(工
化
2
年)

犀
生
部長

塚
田
哲
朗
(工
化
2
年)

文
化
部長

堀
田

体
育
部長

菅
井

㎜逝
延
比
お
励
μ
㎜

愈
気
2
年)

(工
化
1
年)

七
日
号
一面
の

「生
協
脅
籍
部

再
開
」
の記
事
、
最
初
の
一行
は
、
す

ぐ
上段
左
の
「京大
生
活
協
同
組
合
で

は
十
日
欝
籍
対
」
が
入
り
ま
す
。
ま

た
「法
。経
・教
の
三
学
部
畏
か
わ
る
」

の
記
事
、
最
後
の
「二十
八
年
一

月
」
の
続
きは
、
す
ぐ創
の
「教
育
学

部
新
設
と
同
時
に
教
育
学
部教
授
と
な

り
現
症
に
至
る
。
五
十
八歳
。
」
が入

り
ま
す
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

顯
A
24
番教
室
の前

に
約
四
十
人
の学
生

が
一か
た
ま
り
に
な

つ
て
い
る
。
教
官
が

数
人
、
そ
の
人
だ
か

り
の
中
で
顔
を
鐡
く
ち
ゃ
に
し
な
が
ら

悲
憶
に
訴
え
て
娠
る
。
「と
に
か
く
猷

験
を
受
け
な
さ
い
.
話
し
合
い
は
そめ

後
で
…
」
。
し
か
し
、
学
生
は
す
で
に

始
業
の
カ
ネ
が
嶋
っ
て
三
十
分
も
経
遺

し
て
い
る
の
に
教
室
に
入
ろ
う
と
も
し

な
い
.
薄
暗
い
郎
下
に
は
緊
張
し
た
空

気
が
流
れ
て
い
た
▼
去
る
十
六
日
午
前

十
時
四
十
分
.
理
学
部
二
回
生
四
組
が

五
時
蘭
余
に
わ
た
る
激
論
の
末
試
験
ボ

イ
コ
ット
を
決
議
し
た
の
が
二
日
前
の

十
四
日
.
今
、
"山
猫
試
験
ボ
イ
コ
ッ

ト
4
の
幕
を
自
ら
開
い
た
の
だ
っ
た
.

ボ
イ
コ
ット
さ
れ
た
大
涌
助
教
授
(英

語
)
は
全
く
な
す
術
が
な
く
た
だ
オ
ロ

オ
ロす
る
だ
け
で
あ
る
▼
同
じ
日
、
第

五
・六
時
限
目
は
A
舩
番
教
整
で
工
学

部
二
回生
九
組
の試
験
が
予
定
さ
れ
て

い
た
.
こ
のク
ラ
ス
は
試
験
前
の
昼
休

み
の
討
論
で
も緒
諭
が
出
ず
、
ク
ラ
ス

討
論
続
行
の
まま
始
業
時
限
を
む
か
え

た
.
そ
こ
へ
試験
用
紙
を
か
か
え
た
大

浦
助
教
授
が
入
ろ
うと
す
る
と
掌
生
が

阻
止
。
し
かし
強
引
に入
室
す
る
と
ド

ア
を
固
く閉
し
てし
ま
った
。
「な
ぜ

入
れ
た
ん
だ
/
出
せ/
訊験
を
や
ら
せ

る
な
/
」
「ク
ラ
ス討
論
が終
る
ま
で

待
って
く
だ
さ
い
よ
、先
生
/
」
⊥
闘

争
委
の
学
生
と
先
に
ボ
イ
コ
ット
し
た

ク
ラ
ス
の
学
生
の
声
が混
る
。
呈
四
の

動
向
が
全
く
判
ら
な
い
ま
ま
静
か
に
な

った
。
飛
び
上
って
窓
か
ら
中
を
の
ぞ

い
た
学
生
が
叫
ん
だ
、
「あ
っ、
始
っ

ち
ゃ
った
」▼和
局
、こ
の
ク
ラ
ス
は
午

後
一時
二
十
分
頃
か
ら
五
十
分
頃
ま
で

約
三十
分
、
猷
験
は
形
式
的
に
は
規
足

通
り
行
な
わ
れ
た
。
以
後
、
十
九
日
に

は法
学
部
二
回
生
四
組
も
試
験
ボ
イ
コ

ット
に成
功
そ
の
他
の
四
ク
ラ
ス
が
試

験
を
レポ
ー
ト
提
出
に
代
行
さ
せ
る
な

ど
し
て
、七
ク
ラ
ス
中
六
ク
ラ
ス
が
、訊

験
を受
け
なか
った
。
そ
し
て
、
二
十

一日
以
後
行
なわ
れ
る
ク
ラ
ス
を
含
め

貫
要
問
題
を
例
証
的
に
解
説
す
る
新
便
覧
発
売
中
/

顯
法
学

日

末川嬉先生推鳶

★
重
要
問
題
を
集
申
的
に
解
説

★
多
く
の
例
を
挿
入
し
た
例
解

式
説
明

★
答
案
形
式
の
簡
開
な
叙
述

★
思
考
を
発
展
さ
せ
る
応
用
設

例
を
収
録

★
出
題
傾
向
を
示
す
類
題
多
数

鼎
1713!28651

破 強手 会債 民 刑法

制髪 権法法学
産執小社法
行望 総総鋸

法法法法論則論法
全17巻

230頁平均 各230円

撃魑

 

社評
棄京神風彿保町二

電

波

応

用
響

繍
羅

電
気
工
学
基
礎
実
験
灘
盤
著魎

直

流

機
難

薯
難
篠
難

原

子

炉

入

門
懸
大撃
額
肝難

M
・ラ
イ
ナ
ー
原
著
山
田
籍
久
・柳
沢
延
房
共
訳

 改
訂
レ
オ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
理
論

A
5
三
〇
Q
頁

価

囚
七
〇
円

A
5
二
四
Q
頁

㎝遜
A
5
二
四
八
島

ヨ
ヨ
　
　

ぷ盒

香

細

価
繭五
〇
〇
円
〒

原
署
の
改割
版
に
よ
る
全
面
的
改
訳
、
初版
の疑
聞
点
を
理
験
と
異
験
の
面
から
解
明
し
た
名
著

H
・ル
ン
ド
グ
レ
ン原
著

加
藤

渉
・寺
崎
恒
正
共訳

円

筒

形

シ

ェ
ル

の
設

計

塾
騒

搬

 

社ナ口コ躍

て
、
教
養
部は
完
全
に
ρ試
験
ボ
イ
コ
[

ッ
ト
4
闘
嶺
の渦
の
中
に
入
り、
大
管
一

法
の
動
き
に
注目
し
て
いる
。
だ
が
告

示
第
三
号
に
イ
ワ
ク
、
「学
年
天試
験

は
規
定
通
り
こ
れ
を
行
な
う
」

図

鍵 ウ゚孟粥 瑛鳳磁気学全2葛雛 噂 窪

鰭 野、讃 ン螢力q睡 ㎜

ま輩7尚冨シ嶺場 の 古 典 論 靭50

釜乗ポ麟 練 貯 鯛 学全3巻囎 各翻

醜窟 善冨頭竃子回路と振動論 鞠80

熊 歯 謝 長自動制嫉 の磐 男欄

垂銘 髭看嚴 材 料 力 学 素欝 翻

蓉黒術 ン浸コニ業 振 勘 孕 琴8⑳

書欝篇蕩ソ横力学演習 全2雷8孟瑠

葬i云㌘孟茜ツ羨射影幾何学 全2巷幸華§§8

葡 ミ毎作質昌長該職 計学聾 蠣 編¥600

謬饗 ル鵠 張現代代騨 講 鍮8翔8

藁話纂先ツ㌔藁線型代数学全2巻離 端

召箱 ㌫ シ韻 論全2嘗3翔8

29
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昨
年
の
日
本
経
済
は
「貿
易
自
由
化
」
で
明
暮
れ
た
.

そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
企
禦栂
造
の
近
代
化
が
叫
は

れ
、
通
産
胃
僚
の
「新
産
業
体
制
論
」
が
流
行
請
と
な
っ

た
.
し
か
し
、
そ
れ
は
「部
に
お
い
て
し
か
実
施
さ
れ

ず
、
日
本
の
巨
大
企
業は
「自
由
化
」
に
伴
う
影
醗
愚
、

政
府
権
力
を
媒
介
と
し
て他
に転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
って

一
、
貿
易
自
由
化
と
構
造

改
革
の
必
要

日
本
資
本
主
義
経
済
の
第
二
次
大戦

後
の
発
展
に
は
幾
つ
か
の
支
柱
が
あ
っ

た
.
政
府
の
産
業
復
興
金
融
もそ
の
嘲

つ
で
あ
る
。
田
銀
の
通
貨
創
出
政策
も

そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
策は
もち

ろ
ん
日
本
独
自
の
も
の
で
は
な
い
。米

国
始
め
多
く
の
国
家
独
占
資
本主
義経

済
国
に
見
ら
れ
る
経
済
成
長
の
支柱
ご

あ
,た
.
然
し
日
本
資
本
主義
経済
に

は
そ
れ
ら
の
諸
国
に
は
始
め
か
ら
なか

,た
か
、
或
は
早
く
解
消
し
た
今
一つ

の
童
要
な
る
支
柱
が
あ
っ
た
.
それ
は

為
替
管
理
に
よ
る
輪
入
統
制
に
よ
っ
て

大
企
業
の
国
内
市
場
を
外
園
商
贔
と
の

競
争
か
ら
防
衛
確
保
し
た
。

こ
の
支
柱
は
確
が
に
日
本
の大
企
菜

の
生
産
力
を
増
大
し
た
。
然し
そ
の支

柱
が
先
進
国
家
独
占
資
本
主義
経
涛
国

の
日
本
に
対
す
る
貿
易
自
由化
を日
本

が
受
諾
せ
ざ
る
を
得
な
い
内的
機
縁
を

作
った
こ
と
も
宥
過
す
る
こ
と
は出
釆

な
い
.
即
ち
こ
の
支
柱
に
よ
っ
て従
来

の
巨
大
企
業
の
支
配
圏
を
荒
らす
新
興

大
企
渠
が
興
り
、
従
来
の
巨大
企業
は

貿
易
自
由
化
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
新興

大
企
業
の
進
出
を
制
圧
す
る
必
要
があ

つた
か
ら
で
あ
る
。

然
し
貿
易
自
由
化
政
策
を
開
幕
し
て

見
る
と
巨
大
企
粟
自
身
が
φ薬
構造
を

改
革
せ
ね
は
、
外
国
産
業
と
の
競
争
に

つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ

北
.
そ
の
構
遣
改
革
策
と
し
て
と
っ洗

方
沫
が
巨
大
な
る
設
備
投
資
-
勿
齢
外

国
資
本
導
入
を
伴
う
技
術
輸
入
に
立
脚

す
る
ー
で
あ
った
.
而
も
日
本
の
巨
大

歪
渠
は
相
競
争
す
る
巨
大
銀
行
の
系
列

下
に
あ
り
、
そ
の
軸
を
な
す
巨
大
銀行

重硝

二
岡

豊

稔

切
り
抜
け
よ
う
と
し
て
いる
。
これ
は
今
佳
度
の
予
算
案

に
も
如
実
に表
れ
て
いる
。
こ
の状
態
は
、
今
後
ど
こ
ま

で
統
く
舞

ろ
う
か・
ま
た
・
棄

気
は
底
を
つ
い
た

と
習
わ
れる
が
、
そ
の後
には
何
が
来
る
の
か
。
こ
う
い

うた
間
題
を
含
め
て
、
日
本
質
'A
王義
経
済
の
当
面
す
る

問
題
を
分
析
し
て
も
ら
った
。

(編
集
部
)

はそ
の系
列
下
で
そ
れ
ぞ
れ
再
聖
産
が

成
り
立
つよ
う
に関
連
産
漿
を
青
成
し

た
。そ
れ
は必
然
に
国
民
経
済
的
再
生

産
行
程
か
ら
計
算
し
て
過
剰
投
資
の
徴

候
を示
し
て
来
た
訳
で
あ
る
。
そ
し
て

ζ
の過
剰
投
蟹
は
日
本
の
場
合
直
ち
に

国際
収
支
の坊
字
と
な
り
、
従
って
過

剰投
資
の進
行
を
お
さ
え
ね
は
、
単
純

再
生
産
も
出
来
な
く
な
る
か
ら
、
当
然

に日
銀
の公
定
歩
合
の
引
き
上
げ
、
輸

「新産業体制論」の破綻

矛盾を転嫁する大企業

 

入
担
保
を
増
徴
し
て
過
剰
投
資
を
チ
ェ

ック
せ
ざ
る
を
得
な
か
りた
。
そ
れ
は

必
然
に
景
気
後
退
を
惹
起
し
た
。

こ
の景
気
後
渥
を
日
本
資
本
主
義
経

済
は
利
用
し
て
も
う
一つ
の
構
造
改
革

を
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
た
の

が、
通
産
冒
僚
の
「新
産
業
体
制
論
」

で
あ
った
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
種
の
議
験

は部
分
的
に
経
済
同
友
会
の
中
山
素
平

氏
等
か
ら
過
剰
投
資
が
行
な
は
れ
始
め

一た
頃
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
た
。

二
、
構
造
改

革
の

面
、
新
産
業
体
制
論

通
産
冒
僚
の
「新
産
業
体
制
論
」
は

最早
こ
こ
で解
説
す
る
必
要
は
な
い
。

官
僚的
色
彩
が
全
然
な
い
訳
で
は
な
い

だろ
う
が
所閑
総
自
大
資
本
の立
場
に

立
っ
て
資
本
主義
経
済
に
あ
る
程
度
秩

序
を与
え
、貿
易
自
由
化
に
対
処
す
る

企
業
体制
を組
織
の耐
を
強
化
し
よ
う

とす
る考
え方
で
あ
る
。
然
し
そ
の
意

図
す
る
体
制
を
樹
立
す
る
た
め
に
必
要

な理
論的
分
析
が
欠
如
し
て
い
た
。
そ

の第
一は
景
気
の見
通
し
に
就
て
で
あ

る
。
そ
の第
二は
現
代
資
衣
主
義
に
お

け
る巨
大
企
業
の構
造
に
就
て
で
あ

る.
そ
の第
三は
現
代
資
本
主
義
に
お

け
る国
家
の経
済
的
役
劃
に
就
て
で
あ

箱私
は
「新
産
業
体
制
論
」
に
就
て
最

初
か
ら当
分
は
実
行
し
得
な
い
し
、
今

権
力的
に強
行
す
る
こ
と
は
日
本
資
本

主
縦経
済
の移
有過
程
に
非
常
に
困
難

な
社会
問
題
を
惹
起
す
る
と
見
た
。
そ

し
て
今
は議
論
だ
け
で
よ
い
、
そ
の
議

論
が巨
大企
渠
の経
営
者
の
血
肉
に
な

る
聞
に
、総
資
不的
立
燭
に
立
つ
通
産

官僚
は
一方
で大
蔵
省
、
日
不
銀
行
言

僚
に
議論
を
脱
得
す
る
と
共
に
、
日
本

産
築
の
安
定せ
る
外
国
市
場
の
磯
保
策

を
実
施す
る
時
期
だ
と
考
へて
い
た
。

で
な
けれ
ば日
本
の巨
大
企
業
は
完
全

に外
国
の下
甜
資
本
に
な
って
仕
舞
う

し
、
そ
の下
甜
産
糞
の
統
含
が
行
わ
れ

る
と
新
し
い
殴
備
投
資
が
鈍
化
す
る

し
、拡
張
投
資
が
微
弱
に
な
り
、
従
っ

て労
働
者
階
級
(ホ
ワ
イ
・カ
ラ
i
・

ク
ラ
スを
含
め
て
)
の
就
職
章
が
低
下

す
る
のみ
な
ら
ず
、
失
業
者
が
増
加

し
、中
小
企
業
が
い
よ
い
よ
圧
迫
さ
れ

る恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「新
産
業
体
制
論
」
は
果
際
今
次
の

景
気
後
退
下
で
一部
分
で
は
異
施
さ
れ

た
。し
か
し
、
そ
れ
は
む
し
ろ
景
気
後

退
期
の普
通
め
現
象
で
あ
り
、
通
産
臼

僚
が
企
図
す
る
貿
易
自
由
化
に
対
処
す

る
に足
る
も
ので
は
な
い
.
し
か
し

「議
齢
」
と
し
て
は
総
妻
冷の
立
場
か

では
考
える
こと
ので
き
な
い
不
明

ロ
ス
発
生
を
防ぐ
ため
に
は
糞
務
態

勢
(多
く
の)
の立
て
な
お
し
以
外

に
方法
が
な
い
、
と
い
う
見
解
か
ら

休
糞
中
の調
査
も
そ
の
よ
う
な
禦
務

の不
備
か
ら
出
た
①
問
屋
と
の
聞
に

お
け
る
返
品
作
業
過
程
で
の
食
い
違

い
②
在
鵬
撒
の
燗
査
確
認
③
不
艮
在

臨
の綴
理
④
売
掛
未
放
金
の
同
収
、

な
ど
の
作
叢
に
主
力
を
お
い
た
。

調
査
現
場
で
の
棚
下
し
と
計
理
士

に
委
託
し
て
の
全
体
的
な
消
算
の
二

本
立
て
で
異
施
し
た
。
ζ
の
な
か
で

明
ら
か
に
な
った
こ
と
は
、
①
必
要

し

聖

ら
は
警
恒
的
意
義
を持
った
こと
は
確

か
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
ても
「新
産
業

体
制
論
」
に
対
し総
評

社
会
党
あ
た

り
か
ら
公
式
の
批判
論
と
し
て
紀
憶
に

残
る
よ
う
な
も
の
が出
て
いな
いの
は

だ
ら
し
が
な
い
。

三
、
新
産
業
体
制
の
基
盤

的
条
件
の
欠
如

新産
業
体
制
論
が
現
仕
の諸
条
件
で

実
施
さ
れ
るた
め
には
大
規
模
の
不
景

気
が
起
る
こと
が必
要
で
あ
ろ
う
.
そ

う
な
れ
ばを
大
銀
灯と
雌
も
系
列
下
に

関連
産
業
稲門
の大
企
菜
を
官
成
す
る

こ
と
を断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
銀行
間
の協
調
結
合
が
起
る
で
あ
ろ

う
し
、
また
巨
大
企
巣
を
管
理
す
る
経

営
者
も自
ら
退
り
ぞ
いて
資
本
の
緋
持

を
は
か
る
ため
に競
争
す
る
巨
大
企
案

聞
の
統含
を
は
か
ら
ね
ぱ
な
ら
な
く
な

る
だ
ろ
う
。

し
かし
現
代
資
本
主
義
経
済
に
お
い

て
巨
大企
菜
が
長
く
而
も
激
烈
な
不
況

状
態
に
放置
さ
れ
得
る
だ
ろ
う
か
。
私

は
そ
の確
率は
少
な
いと
考
え
て
い

る
。
勿
諭私
は資
本
圭
義
経
済
が
今
後

も
高
い成
長
躍
を
持
つ等
と
は
考
え
て

い
な
い
し
、
労働
者
階
級
全
体
を
通
じ

て
見
る
時綿
密
な経
済
計
算
を
す
れ
ぱ

相
対
的
に
のみ
な
ら
ず
、
絶
対
的
に
も

窮
乏
化す
る
と
考
え
て
いる
。
だ
が
現

代
資
本
主義
経
済
にお
いて
支
配
力
を

持
つ
小
数
の巨
大
企
業
の
持
つ生
産

力
、
そ
れ
に乗
る
政
治
力
を
考
え
る

と
、
循
環
的
過
剃
生
麗
恐
銑
を
防
丑
す

る
こ
と
は
絶
対
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ

の
恐
慌
が
巨
大
企
擬
に
与
え
る
影
響
を

他
に
転
嫁
す
る
力
を
持
って
い
る
と
判

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
.

こ
の
こ
と
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
資
小
王

義
経
済
の
変
動
史
が
明
ホ
し
て
い
る
し

日
本
の
今
次
の
景
気
後
退
博
に
も
い
ち

早
く
巨
大
企
菓
、
政
府
日
銀
が
滞
貨
融

資
を
し
た
し
、
三
十
八
銭
の
予
算
案
は

も
ち
論
で
あ
る
が
、
三
十
七
隼
度
の第

二
次
補
正
予
算
案
が
景
気
(巨
大
企
業

の
)
を
あ
お
る
囚
寄
も
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
必

然
的
機
構
を
理
論
的
に
細
留
に
述
べ
る

余
裕
は
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た

こ
と
が
矛
婆

く
馨

し
得
る
き

辺

四
、
新
し
い
設
備
投
資

川

の
進
行

わ
が
国
では
景
気
後
越
は
既
に
底
を

つ
い
た
と
見
る
こ
と
が
掛米
る
。
そ
し

て
国
外
市
場
の
景
気は
概
ね
禾
良
で
あ

㎜

る
と
見
て
よ
い
が
、
先
に述
べ
た
政
府

の
経
済
政
策
で再
び
巨
大伶
蘂
の取
り

残
さ
れ
た
殴
備
投
資
が
始
まる
と
私
は

見
て
い
る
。
狩
に
そ
う見
る
のは
わ
が

国
の
巨
大
企
業
が
相競
争
す
る
鍛
行の

系
列
下
に
あ
る
こ
と
、
巨大
企
築
の経

営
看
が
将
釆
闘係
企策
の統
合
の際
に

有
利
な
条
件
を
確保
し
よう
と
す
る
蕗

え
方
、
貿
易
自
由
化
に対
処
す
る
た
め

新
設
備
投
資
が
必
蝶
であ
る
こと
等
が

目
不
資
小
主義
経
済
の基
盤
に
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る
。

【

も
ち
ろ
ん
現
在
日
本税
噺
が持
つ
巾
一

場
構
造
か
ら
象
え
ば
、
そう
し
た
款
規

の
殼
備
投
資
計
幽
が実
行
に移
さ
れ
、

フ
ル
に
稼
動
す
る
に
主れ
ば必
ず
過
剰

生
産
に
墜
る
であ
ろ
う
。然
し
巨
大
企

。

築
の
経
讐
者
とし
て
は
一方
巾場
支
配

`

を
ひ
ろ
げ
る
と
共
に
、他
方
優
秀
の
生

"ー-

産
能
力
を持
っ
て
いる
こと
が
不
況
に

な
っ
て
も
優
先
的地
位
を
碓
保
し
得
る

と
悟
じ
てお
り
、
そ
れ
だ
け
の
巨
大
企

榮
は政
肘
も
銀
打も
つぶ
す
筈
は
な
い

、

と
考
えて
いる
ので
あ
る
。
資
ムに
法

則的
に
(傾
同的
に
)
支
配
さ
れ
僖
ら

ー●

も
一個
独
立
の
経
窩
者
、
そ
し
て
政
樫

川

と結
び
付
く
こ
の
経
菖
者
の
憲
識
を
允

。"

分
に潟
察
し
な
か
った
と
こ
ろ
に
通
勘

冒
僚
の若
干
の
認
識
不
足
が
あ
った
こ

と
は
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
経
呂者
意
識
は
企
業

経
済
の上
層
建
築
物
で
し
か
な
い
。
こ

う
し
た
藝

を
持
つ
経
菖
者
も
そ
の
智

"

理
す
る
巨
大
企
莱
の
経
呂
が
失
敗
す
れ

は、
基
礎
建
築
た
る
資
み
の
鉄
則
に
よ

って
追
放
さ
れ
る
。
そ
の
最
近
の
串
捌

は
丸
篭
石
油
に
見
る
こ
と
が
出
釆
る
。

然
し
景
気
後
退
が
巨
大
企
築
に
と
っ
て

そ
の影
婬
を
他
に
肱嫁
し
易
く
、
次
の

つ

の
で
は
な
い
。
現
代
資
本
主
義
に
お
い

て
巨
大
企
葉
の
経
営
者
は
政
府
と
い
う

権
力
糠
構
を
利
用
し
て
、
矛
盾
を
他
に

転
嫁
し
な
が
ら
、
巨
大
企
叢
の
力
を
維

持
発
展
し
得
て
い
る
が
、
他
に
転
嫁
し

た
矛
盾
の
累
積
に
よ
っ
て
自
ら
含理
化

し
っ
つ
新
し
い
社
会
形
態
へ
移
打
し
つ

つ
あ
る
の
で
あ
る
。

、し

(
一)処
分
に
は
抗
口
で
お
な
い
の

か先
月
未
、
冬
期
休
暇
に
入
って
我

々
が
各
郷々
里
へ引
き
あ
げ
た
頃
、

大管
伝聞
箏
に
対
す
る
一連
の
処
分

が
発
表
さ
れ
た
.
周
知
の
よ
う
に
法

学
部自
治
会
に
は
一ケ
月
の
活
働
停

止
が
出
た
のだ
が
、
こ
れ
は
我
々
を

充
分
納
得
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。だ
か
ら
、
新
年
早
々
の
七
日
、

ゼ
ミナ
ー
ル
の
あ
った
時
に
、
こ
の

事が
我
女の
聞
で
問
題
に
な
った
の

は
当
然
だ
と
宮
え
る
。

こ
の日
の
ゼ
ミが
終
って
か
ら
、

我

は々
この
処
分
問
題
を
討
議
し
、

ゼ
ミ
学
生
と
し
で
抗
議
声
明
を
出
す

こと
にし
、
翌
日
単
速
学
内
の
ニ
ケ

所
程
に掲
不す
る
こ
と
も
申
し
含
せ

た
。と

ころ
が
こ
の
声
萌
沓
の
掲
ホ
が

学
部
亭
務
堅
で
許
さ
れ
ず
、
指
導
教

授
の認
印
を
も
ら
って
こ
い
と
の
要

求
で
あ
る
.
そ
し
て
、
指
導
教
授
で

あ
る
H
教
授
の
も
と
へ
行
く
と
、
学

部
耀
と
も
相
談
が
あ
っ
た
ら
し
い
の

だ
が
、
結
局
、
声
明
文
の
発
表
は
認

め
ら
れ
な
か
った
。

勿
論
、
H
教
授
は
我
女
を
集
め
ら

"

.
鴨

ρ

.
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る
が
、
今
は
そ
こま
で触
れ
得
な
い.

し
か
し
日
不
の場
台
さ
き
に
い
った
現

代
資
本
王義
に
おけ
る
循
環恐
慌
の微

弱
化
傾
向
に
は多
く
の限
界
が
あ
る
こ

と
を
指
揃
せね
ば
な
らな
い.
そ
の
一

一囎.

れ
て
、
声
明
の
内
容
に
炎
当
で
な
い

点
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
瑚
由
を
詳
し

く
説
明
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
も
そ
れ

に
応
え
て
、
そ
の
後
三
晒
聞
余
も
討

議
し
、
教
授
の
「を
入
れ
て
大
巾
に

肉
明
文
を
改
訂
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
継
果
両
明
文
は
処
分
に
対
す
る

単
な
る
輿
議
の
衷
明
と
い
っ
た
も
の

に
な
った
。
そ
れ
で
も
、
教
授
を
囲

ん
だ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
組
織
で

あ
る
ゼ
ミ
に
、
教
彊
耶
吟
代
の
ク
ラ

ス
と
同
じ
役
割
を
果
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の

一〇■齢■
一
一●一

の●

一

⇔

(二
)
われ
われ
の
ス
ト
は
正
当
で

あ
っ
た
,

わ
れ
わ
れ
の最
初
の
声明
案
の
畷

旨
は
次
の
よ
う
なも
のだ
った
.

イ
、ス
ト
は
常
に
不
当
と
は
.コえ

な
い
。
むし
ろ
天学
の自
治
を
ザ
る

た
め
には
歴
更
的実
在
で
す
ら
あ
る

ロ
、少
く
と
も
、
大
留
法
と
い
う

形
で
大学
の自
治
が
危
機
に
ひ
ん
し

て
い
たあ
の時
点
で
は
、
ス
ト
は
正

当
で
有
効
で
あ
っ
た
。

ハ
、
そ
の後
も
ま
す
ま
す
大
管
法

闘
争
の璽
饗性
と
緊
急
性
は
増
大
し

コの
の　ロのののの
ロ　
の
り　ロコ　のサ　コの
　
のロ　

　　ロ
のコサコ

ののコの

.

.
}

.

ス
ト
を

一
概
に
正
当
と
論
じ
る
の
は

問
題
が
あ
る
.
告
示
九
居
に
も
反
対

だ
が
そ
の
存
在
は
否
冠
で
き
な
い
.

だ
が
、
六
法
全
欝
で
は
創
遺
す
る
ζ

と
も
、
抹
殺
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

橿
利
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
争肖
わ
ね

ば
な
ら
な
い
.

ス
ト
は

「
学
問
の
目
田
を
侵
肖
す

る
」
と
い
う
人
も
あ
る
.
形
式
論
は

細
か
い
現
象
的
な
事
に
は
雌

用
し
や

す
い
も
の
だ
。
だ
が
、
問
題
は
も

っ

と
本
質
的
に
捕
え
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
。
学
問
の
員
由
は

一
体
な
に
か
ら

で
は
、
調
査
し
よ
う
に
も
力法
が
な

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ

い
」
と
計
理
士
が
さ
し
を
な
げ
か
け

う
に
し
て
商
葉
管
潤
の
態
勢
が整
い

た
の
も
無
興
の
な
い
と
こ
ろ
。
そ
の

次
第
し
ょ
し
ょ
に

瞭
を増
や
し
て

上
"轡
籍
界
は
特
糟
な
と
こ
ろ
で
細

部
に
わ
た
る
伝
票
は
交
換
し
な
い
こ

と
に
な
って
い
る
"
と
い
う
獺
由
か

ら
大
ま
か
な
伝
票
し
か
切
って
い
な

か
った
こ
と
も
、
原
閃
追
求
を
不
可

能
に
し
た
一因
に
も
な
って
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら
理

箪
会
で
臓
再
開
に
あ
た
って
つ
ぎ
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
。
そ
れ

"商
品
管
理

"が
理
想

以
上
の欝
物
を
仕
入
れ
て
い
る
②
こ

れ
に
関
遡し
て
金体
に
仕
入
れ
が
無

謝
画
③商
品
讐
理
が
不
完
全
な
ど
が

指
摘さ
れ
た。

仕
入
れ
の点
に
っい
て
は
、
全
般

的
に問
屋
の言
い
な
り
に
な
って
い

た
と
の
こ
と
であ
る
。
と
く
に
業
者

自
身
「京
大
さ
ん
に
は
な
ん
で
も
よ

ほ
し
い
積
極
的
な
姿
勢

か
え
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

つ
き
に
、
商
品
管
理
が溺
足
に
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
たが

喬
籍
の
販
売
で
は
ム
に
入
っ
て
いる

カ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
の
動き

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

京
大
生
協
の
場
合
は
、
そ
の
カ
ード

を
破
って
い
た
と
い
う
か
ら
「こ
れ

`
によ
る
と
、
当
㎜は
弼
上
増
大
や
利

用
者
へ
のサ
ー
ヒ
ス
と
し
て
の
譜
籍

数
の増
加
な
ど
に
璽
叉を
お
か
ず
、

商
品
管
理
の允
実
に
力
を
そ
そ
く
こ

と
に
し
て
いる
。
具
体
的
な
万法
と

し
ては
、
着
囲
を
百
万
円
で
開
始

し
、
ま
た営
業
時
間
を
三十
分
短
縮

し
三時
半
ま
で
に
し
毎
日
π
圃
調
査

考
え
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
他
のゼ
ミ
で
二、
三
の

ゼ
ミ
が
抗
議
の
慧
志表
明
を
す
る
勤

き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
った
。
だ
が

こ
れ
ら
の
勤
き
も
、
わ
れ
わ
れ
の
黄

心
の
妥
協
の
作
品も
紬
周
躍
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
憲
志
衰
小す
る事
自
身

が
で
き
な
か
っ
た
ので
あ
る.
聞
も

な
く
、
活
働
停
止期
聞
は徒
過
し
ょ

う
と
し
て
い
る
.
し
かし
、わ
れわ

れ
は
単
に
活
働
停
止が
す
め
はそ
れ

で
艮
い
問
題
と
は思
え
な
い
ので
あ

る
。

が
、
こ
れ
が
今
の
政
治
状
勢
で
ど
こ
迄

拡
延
し
得
る
か
に
間
題
が
あ
る
。
そ
こ

に
多
く
の
期
待
が
か
け
得
な
い
と
す
れ

は
、
新
し
い
生
産
力
の
多
く
は
愈
々
遊

休
設
儒
に
な
る
他
は
な
い
.
勿
輪
こ
の

た
景
気
後
退

『し
か
し
昂
揚
も

一
時
的

景
気昂
揚
を
短
期
聞
で政
府
が
引
き
起

し
得
る限
り
、
先
に述
べ
た
経
薦
者
意

識
は
独
目
の運
動
を
す
る
と
見
ね
ば
な

ら
な
い。

五
、
新

「新

産
業

体
制

論
」
の
必
然
性

そ
こ
で
ま
た
労
働
者
階
級
・中
小
企

つ
は
市
場
構
造
の
巨
大
企
桑
の
生
産
力

と
の
関
係
で
あ
り
、
そ
の
二
つ
は
所
縛

分
配
関
係
と
政
府
財
政
と
の
関係
であ

る
。
日
不
の
場
合
経
済
的
に
愈
々
ア
メ

リ
カ
依
存
を
深く
し
つ
つあ
る
ため
、

政
治
経
済
的
に
国
外
市場
の拡
延
力
に

限
界
が
出
て
来
つ
つ
ある
。
勿
論
日
本

の
巨
大
企
藁
の経
営
者は
昨
年
釆
ソ
連

中
共
市
揚
に
触手
を
のぱ
し
つ
つあ
る

遊
休生
産力
を
持
つ巨
大
企
葉
の
利
潤

損
失
を
政
府は
あ
る
程
度
資
金
的
に
援

助
し
た
り、
不
況
価
格
で
相
殺
す
る
こ

と
が出
来
る
。

つ
つあ
り
、
こ
の時
期
の
こ
の
処
分

は
闘
争
を
分
解
し
、
阻
嵜
す
る
も
の

であ
って
反
動
的
で
あ
る
。

二、
仮
に
百
歩
を
ゆ
ず
って
、
処

分
を
認
め
る
と
し
て
も
、
経
済
学
部

など
と
比
べて
、
菅
し
く
均
衡
を
失

し
て
いる
.

ホ
、
だ
か
ら
、
処
分
の
撤
回
を
竪

求
す
る
。

問
題
に
な
った
の
は
こ
の
声
明
が

学
生
ス
ト
の正
当
を
主
張
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
「言
論
は
目
由
し
ゃ
な

いか
」と
いう
のは
さ
て
お
い
て
、

の

・
一
脚3,■,軍,
曽

然
し
そ
の財
政
資金
を
賄
い、
ま
た

物
価
高
を
相
殺す
る
た
め
に
は労
働
省

の
貨
弊
所
得
が
そ
れ
以
上
に増
大
せ
ね

は
、
労
働
者
階
級
も
だま
っ
てお
れ
な

く
な
る
だ
ろ
う
.
中小
企
藁
省、
労
働

省
が
納
税
の
使
途
を
考
え
て
くる
よ
う

に
な
る
と
、
な
か
な
か
不
景
気
期
に景

気
昂
揚
の
た
め
に
面
接
巨
大
企策
を
政

府
が
助
け
る
こ
と
は
む
つ
か
し
く
なる

し
、
ま
た
余
り
に
も
巨
大
な
る
遊休
設

備
を
持
って
い
る
と
新
規
の
拡張
投資

は
出
釆
な
く
な
る
。
従
って
景
気昂
揚

も
微
弱
で
一時
的
に
と
ど
ま
る
こ
と
に

な
る
の
は
、
六
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
が
示

す
如
く
で
あ
る
。

こ
こ
に
初
め
て
「新
産
簾
体
制
」

が
現
笑
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
と慰

守
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
か
.
学
生

の
目
治
力
か
ら
か
?

し
か
し
、
こ
こ
で
は
学
生
スト
一

般
も
、
政
治
も
問
題
に
す
る
のは
ひ

と
ま
ず
置
こ
う
。
こ
れ
に
つ
い
ては

我
々
に
も
召
い
た
い
こ
とは
山
ほ
ど

あ
る
し
、
反
論
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
閥題
は
、
我

々
が
正
当
と
信
じ
て
と
っ
た行
動
に

対
す
る
処
分
に
対
し
て、
一喬抗
誠

す
る
こ
と
が
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
か

で
あ
る
。

(三
)
意
志
表
示
は
級
少
限
の
権
利

.
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働で
あ
る
.

我
々
の
再明
が
問
題
に
な
った
第

二
点は
、
「ゼ
ミと
し
て
の声
明
」

が自
治
芸活
鋤
の畔
止
処
分
の
脱
法

行
為
と
なる
ので
は
な
いか
と
い
う

こ
と
に
あ
っ
たよ
う
だ
.
ゼ
ミ
は
目

治
会
が活
動
し
て
いる
時
に
は
、
そ

の歯
位
組
織
と
し
て
の役
割
を
果
し

て
い
る
から
だ
。

し
かし
、
明
ら
か
に
自
治
会
と
ゼ

ミは
別
のも
のだ
.
人
が
固
有
に
意

志表
小の
目由
を
持
つと
同
様
に
、

集
って
一の集
団的
な
意
志
蓑
がを

す
る
権
利
を持
つ.
と
り
わ
け
ゼ
ミ

の
よ
つ
に
共
同体
の性
格
の強
い
も

の
は
不来
的
にそ
の櫃
利
を
持
って

い
る
の
で
あ
る
。

我

は々
「別
個
の
団治
会
活
動
を

組
織
し
て
処
分
を無
益
化
し
よ
う
と

企
ん
だ
」
わ
け
では
な
か
った
.
批

判
の権
利
を
全く
「さ
さ
や
か
に
」

行
使
しよ
う
とし
た
に
す
ぎ
な
い
.

し
か
し
、
そ
の
こと
が
実
現
し
な
か

っ
た
と
い
う
こと
は
、
決
し
て
さ
さ

や
か
な
こ
と
とは
警
えな
い。

これ
以
上
で
き
な
か
った
の
は
ゼ

ミ
の性
格
と
し
て
や
む
を
え
な
い
と

し
て
も
、
これ
は
「奪
わ
れ
る
前

に失
った
」
我
々
の責
任
ご
も
あ
ろ

う
.
し
か
し
、
な
に
よ
り
も
、
学
部

の不
当な
表
現
の自
由
への
制
限
に

抗
謡
し
、
ゼ
ミ
は
衰
翫
の
自
由
と
い

った
拳
傘的
な
楢
利
は
、
欝
に
有
す

る
のだ
と
いう
こと
を
保
留
し
、
改

め
ご、
先
の処
分
に
抗
議
し
て
お
か

ね
ば
なら
な
いと
思
う
。
(京
大
法

学
蚤
二回生
)

▼

9
一

う
。
然
し
そ
の
㎜峯
bな
資
金
瀞
を
財
政

資
金
と
日
銀
資
金
に
負
う
日
本
の
巨
大

企
業
が
こ
う
し
た
時
点
に
と
る
べ
き
麗

莱
体
制
は
組
織
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
・英

国
の
国
有
化
の
嶺
例
に
学
ぶ
必
要
が
あ

る
と
思
う
.
そ
れ
と
共
に
中
小
¢
集
と

の
紬
付
き
、
労
働
響
階
級
と
の
対
抗
関

係
に
就
て
新
し
い考
慮
を
す
る
の
で
な

け
れ
は
、
日
本
資
本
主
義
経
済
は
民
族

の
多
く
の
人

を々
物
理
的
に
犠
牲
に
す

る
に至
る
と
話
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
.

こ
こ
に巨
大
企
業
の
経
宮
責
の
今
年
の

課
題
が
あ
る
と
共
に
、
労
働
組
合
の
指

導
省
、
中
小
企
築
の
折
導
者
こ
そ
こ
の

こと
を
激し
く
考
え
ね
は
な
ら
な
い
閻

題
が
あ
る
ので
あ
る
。

(京
大
経
済
学
部
教
授

経
済
政
策
)

…
…
…
3
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大
学
法
に
対
す
る

5
l

l
じ

藩

新
し
・
現
袋
奎
義
の
本
馨

見
な
お
し
て
対
処
す
べ
き
問
題
県が
あ

の
餐
望
す
る
不
の傾
向
を調
べ
〃売

れ
る
路本
を仕
入れ
る
よ
う
態
勢
を

礁
マす
る
。

(巣

晶

整

理

を

す

る

従
業

員

)

もい
く
こ
と
と
し
、
最
高
六
百
万
円
ま

で
に
す
る
訓
画
に
な
って
い
る
。

ま
た
仕
入
れ
の
面
で
は
、
利
用
省

こ
の
よ
う
に
し
て
欝
籍
部が
再
閉

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、今
後
め

轡
籍
部
の
も
つ
課題
とし
ては
、
や

量

は
り
正
常
な営
業
を
続
け
る
た
め
に

も
、
碑
固
と
し
た
営
業
態
勢
と
商
品

胃
理
の
充
実
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
従
業
員
一人

}人
が
生
協
趨
営
の
に
な
い
手
と
な

って
い
る
と
い
う
積
極
的
な
と
り
組

み
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一般

糞
者
の
話
識
で
は
と
う
て
い
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
こ
と
も
"生
協
だ
か

ら
紹
現
実
の
問題
と
な
っ
て
いる
よ

う
な
状
態
が
これ
以上
あ
って
は
な

ら
な
い
。
。

ま
た
、生
協
組
台
員
と
し
て
は
先

の効
果
を
期
待
す
る
の
で
は
な
く

長
い目
で
今
後
の運
営
を
見
つ
め
て

い
く
ζ
と
が必
要
と
な
って
く
る
。

手
術
を
し
た
病
人
が
粥
か
ら
食
串
を

は
じ
め
る
よ
う
なも
のだ
け
に
当
分

は
不
便
も
我
ま
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

と
に
か
ら
、
再
出
発
を
は
し
め
た

需
籍
部
(の
み
な
ら
ず
生
協
全
体
)

が
、
今
度
の
経
験
を
生
か
し
て
正
幅

な
生
協
活
勤
を
発
展
し
て
い
って
も

ら
い
た
い
も
のだ
。

(荻
)

,
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戦
後
ま
も
な
く
、
G
I
E
の
㎞
視
下
で
作
ら
れ
た
「大学
目
治法
乗
」に
対
し
ご
、
反
対
毘動
の
甲
核
と
な
った
生
¥

連
は
、
独
自
の
案
を
作
成
し
た
。
(編
集
部
)

第

一

大
学
の
目
的

大
学
は
輿
の
目由
な
る探
究
に
よ
り毘

主
的
民
族文
化
を
こう
揚
し
人
民
の
利

益
と
幸
福
の
増進
に質
献
す
る
こと
を

目
的
と
する
。従
っ
て基
礎
的
研
究

と
そ
の
応用
技
術
と
を
問
わ
ず
一切
の

研
究
、発
表
並
びに
教
育
の
完
全
な
自

由
が
保
証
さ
れ
て
いな
け
れ
は
な
ら
な

い
。

第
二

大
学
の
組
織

①

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
に
足
り

る
も
の
で
あ
れ
は
大
学
は
単
科
と
総
合

と
を
間
わ
ず
ま
た
所
在
地
及
び
教
科
内

容
の
如
何
に
拘
ら
ず
目
由
に
設
立
さ
れ

ね
は
な
ら
な
い
。

②

各
総
台
大
学
は
基
礎
的
諸
科
学
お

よ
び
そ
の
応
用
技
術
の
研
究
、
教
育
の

た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
学
部
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
よ

う
な
単
科
大
学
も
目
由
に
存
在
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
三

大
学
に
関
す
る

中
央
機
関

}、
名
称

中
央
大
学
委
員
会

二
、構
成

A、
各
委
鍛会
は
全
国
一区
で
公
選
さ

れ
た
三十
名
の委
域
にょ
り
構
成
す

る
。

B
、
委
員
の
任
期
は
三年
と
す
る
。

C
、
委
員
会
に
事
務
局
を
付
置
す
る
。

D
、
委
員
に
は
適
当
な
俸
給
を
与
え
ね

ぱ
な
ら
な
い
。

E
、
委
員
は
全
国
の
有
権
者
の
三
分
の

一以
上
の
要
求
が
あ
れ
は
リ
コ
ー
ル

さ
れ
る
。

三
、
擢
限

A

全
国
大
掌
の
運
再
に
関
し
一般

方
針
を
決
足
す
る
。

B

大
学
に
関
係
あ
る
法
律
の
制
足

改
廃
に
つ
い
て
そ
の
原
案
を
作
成
す

る
。G

大
学
の
設
旗
、
廃
止
に
つ
い
て

最
終
決
足
権
を
も
つ
。

D

大
掌
に
お
け
る
学
鄙
、
大
学
喧

研
究
膚
そ
の
他
の
瓜
畏
な
施
殴
の
設
立

廃
刀
に
つ
い
て
当
該
大
学
で
申
謂
し
κ

亀■ o

 

.る

も
の
を
議

決
定
す
る
。

E

各
大
学
ご申
請
し
た当
該
大
掌

の
総
長
(ま
た
は
掌
長
)
、教
授
、
助

教
鼓
、
謂
師
の
任
免
を
承
認す
る
。

F

各
大
学
で申
甜
し
た
予
算
案
並

び
に
騒
箕
を
審醸
決
定し
、国
会
に提

出
す
O.

第
四

各
大
学
機
関

(注

大
学
法
試
案要
綱
な
ら
び
に東

大
修
止
案
に
見
ら
れ
る
管
理
委員
会
な

ら
び
に
當
議
会
ま
た
は
こ
れ
に類
す
る

機
関
は
一切
設
け
な
い
)

}0

大
学
自
治
解
議
会

一
大
学
運
冨
の
最
繭
決
冠
機関
とし

て
各
大
学
に
大
帯自
治
計議
会
を
趾

く
。

二

構
成

A

教
職
員
代
表
、
学
竺
代
表
各同

数
よ
り
な
る
五
十
名
な
い
し
白
名
の
代

瀕
員
に
よ
って
構
成
す
る
。

B

教
職
員
を
代
衰
す
る
代
議
員
は

左
の
吾
会
蝕
か
ら
直
接
選
挙
に
よ
り
選

出
れ
る
。

①

各
教
授
会
議
(党
部
お
よ
び
研
究

所
の
教
授
、
助
教
授
、
講
帥
)

②

各
研
究
蚕
、
教
屋
、
研
究所
会
議

(助
『、
副
子
、
特
別
生
守の
他
の
職

員
)

③

各
職
員
会
議
(串
務
職
員
、
守
働

小
使
、
穆
護
婦
守)

C

学
生
代表
は巻
学部
字生
、
大

学
院
学
生
寺
か
ら
闘接
選
李
に
よ
り
選

出
さ
れ
る
。

D

各
代
議
域
は
選
挙
母
体
で
あ
る

△議
の
決
定
に
よ
リ
リ
コー
ルさ
れ

る
。E

代
醸
艮
の任
期
は
一年
とし
、

四
月
改
選
を
打
な
う。

F

大
学
自
治評
謡
会
には
執
行
委

員
会
を
お
き常
務
の執
行
に当
る
.

な
お
執
行委
員
会
蕊
は
事
務
局
を
置

く
。
委
員
の
梼
成
は
総
長
教
職
員
代

議
員
より
十
、
学
生
代
議
員
よ
り
十

とす
る
。

三
、栖
限
と
貴
任

評議
会
は
大
学
の
組
織
、
行
政
お
よ
び

財政
に関
す
る
一股
方
針
を
決
め
る

特
に
次
のよ
う
な
権
限
を
持
つ
。

A
当
該
大
学
の
総
畏
(ま
た
は
掌

長
)学
鄙畏
、
教
授
「
助
教
授
、
講

師
の推
薦
ま
た
は
解
任
を
決
議
し
中

央
大学
委
員
会
に
申
謂
す
る
。

B
当
該
大
学
の
学
部
、
大
学
院
、

研究
所
そ
の他
の
璽
要
な
施
設
の
設

置
、廃
止
を
器
議
決
竃
し
中
央
大
学

委
員会
に申
翻
す
る
。

σ
学
部
にお
け
る
学
科
の
設
齪
、

廃
止す
る。

D
当
該
大
学
に
お
け
る
規
則
の
制

定
、改
廃
の
番
蹟、
決
定
。

E
そ
の他
大
学
全
般
に
わ
た
る
坦

要事
項
の
審
識決
足
。

F
予
算
案
を
作
成
し
甲
央
大
学
委

員会
に申
謂
す
る
。

O
総長
(ま
た
は
学
長
)

一
、任
期
は
三伍
と
す
る

二
、権
限
お
よ
び
蜜
任

A
大
学
自
治
評
麟
会
で
決
定
し
た

事項
を執
行
す
る
賞
任
を
負
う
.

B
蚤
務
の
執
行
に
際
し
て
は
執
行

鱈レ
甚
り決
疋
に
従
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い。

C
大
学
を
代
表
し
中
央
大
学
委
員

会
そ
の他
外
部
と
の
父渉
、
連
絡
に

当
る。

●
学部
目
描評
戯
会
(総
含
八学
の
場

合
)一、

各
学部
に最
商
決
足
扱
関
と
し
て

学部
目治
評
議
会
を
置
く
。

一「
構
成

教
職
員
代
表
、
学
生
代
表

各間
数
よ
り
な
る
三
十
名
な
い
し
六
十

名
の代
戯
員
に
よ
り
構
成
す
る
。
選
出

およ
び
リ
コー
ル
の
規
短
は
大
学
目
治

評謡
会
に
準
す
る

三
榴
限

A
当
該
学
部
の
学
部
長
、
教
授
、
助

教
授
、
調
師
の
候
桶
者
を
決
足
し
大

学
臼
治
評
議
会
に
推
薦
つ
る
。

B
講
座
の
殴
鰍
、
廃
止
を
罠

決
定

す
る
。

G
学
部
に
お
け
る
規
則
の
制
疋
、
改

廃
を
審
誠決
足
す
る
。

D
学
部
に
お
け
る
予
算
案
を
作
成
し

大
学
自
治
評
議
会
を
提
出
す
る
。

E
そ
の他
学
都
全
般
に
わ
た
る
璽
要

亭項
を
審誠
状足
す
る
。

第
五

財
政

一
大
学
に
製
す
る
一切
の
経
費
は
原

則
とし
て全
額
国
圃
負
担
と
す
る

二
授
桑
料
は
これ
を
徴
収
し
な
い。

第
六

付
則

一
教
閣冨〔お
よ
び
字勺
は感
法
の定

め
た
所
に従
い研
冤
、
発
表
、
政
治
的

活
勤
、集
宏、
紬
社
、
研
冤
ム
組
峨
、

悟
教
、恋
愛
、
結
婚
炉
一切
の
同由
が

保
融さ
れ
る。

二
、教
職
員
は
労働
瓶
含
を
組
織
し
そ

れ
に
伴
う
一切
の権
利
を
も
つ。

三
学
生
は
目
治会
を組
織
し
そ
れ
に

伴
う
一切
の権
利
を
も
つ。

四

教
職録
は
一切
の
身
分的
宕
別
を

.う
け
な
い
。

五
教
職員
お
よ
び
学生
は
公
膿
に
立

候
補
す
る
目由
が保
計さ
れ
る
。

(以
⊥
)

教
官
に

一
言

野

中

次

郎

教
墾
部
の
数
度
の
ス
ト
ラ
イ
ヰ
に
ヒ
ク

隊
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
度

に
い
つ
も
毒
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
教

ビ
の
我
女
に
対
す
る
態
度
で
す
。
二
話

目
に
は
「オ
レ
は
教
師
だ
」
と
大
声
を

あ
げ
て
、
我
々
を
ビ
ノ
ク
リ
さ
せ
る
頭

の
毛
の
薄
い
先
生
か
ら
「お
れ
は
教
帥

だ
せ
」
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
な
が
ら
側
を

通
り
抜
け
て
行
く
教
匿
ま
で
稼
女
様
女

な
の
で
す
が
、
話
を
大
管
法
ま
で
も
っ

て
い
って
、
「先
生
は
ど
う
考
え
ら
れ

ま
す
が
」
と
質
問
す
る
と
「私
は
学
問

一本
ヤ
リ
で
す
か
ら
分
り
ま
せ
ん
」
と

か
「通
って
も
、
我
女
が
辞
表
を
出
せ
一

ぱ
艮
い
の
だ
」
と
か
「本
当
に
そ
う
思

一っ
て
い
る
の
か
ど
つか
聞
き
正
し
て
み

た
い気
持
がし
てき
ま
つ
。
も
し
A当

一に
そ
う
思
っ
て
い
る
とし
た
ら
、彼
等

は
大
体
大
学人
とし
て
の資
格
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
輿剣
に
大
管
の
目
浴

を
ん
え
た
こ
と
が
ある
の
でし
ょ
う

か
。
そ
の
緊
張
し
て
・き
つ
っ
た
顔
を

一耳

い
る
と
し
み
し
み
あ
わ
れ
に
な
.

一て
嚢

す
.

大
学
の
目
撫
に
対
し
て
つ
い
に
明
確
な

熊
度
を
がさ
な
か
,
た
教
授
会
に
つ
い

て
も
一,口。
明
催
な
態
度
を
と
っ
た
と

い
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
国
大

協
な
ど
の
蹟
線
に
ト
駄
乞あ
ず
け
る
こ

と
にょ
って
亭
足
れ
り
と
し
ご
い
る
の

で
は
状
し
て
て
つは
丙
λ
な
い
と思
い

ま
す
。
「文
鄙
大
臣
が
又
教
以
録
の
最

高
責任
者
だ
か
ら
ワ31
常
學
態̀

に際

し
て
は
当
然
捏
出催
を持
つ
」
と
いう

茅
発
自は
、
駅
大
半
件
の
「非
鴇
事

態
の
時
こ
そ大
学
と
又都
権
力
が
対
又

す
る
の
で
、
そ
の
時
始
め
て
大学
の
目

治
が
間
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
賞

颪
な
教
訓
か
b
冗
全
に
後
退
し
て
い
ま

す
。

(理
学
部
二
回
生
)

『内容見本』進量

「
比
較
参
照
各
国
・
新
旧
法
令
」
を

付
し
て
、
生
き
た
法
知
識
の
立
体

的
把
握
を
は
か
っ
た
新
機
軸
の
六

法
。
本
年
版
て
は
商
法
・
民
法
等

の
改
正
、
行
政
不
服
審
査
法
・
行

政
事
件
訴
訟
法
等
重
要
新
法
を
兜

全
に
収
録
し
.
さ
ら
に
税
法
部
門

を
新
設
し
て
学
習
上
の
利
用
度
を

増
大
し
た
。

■
総
編
集

末

暉
編

集

大
森

忠
夫

滝
川

春
雄

宮
内

裕

山
口
友
窃

小
林

魔
樹

川

博
窪
田
隼
人

田
畑
茂
二
郎

山
木
芦
寛
己

鵜
飼

信
成

芦
部
償
喜

東京李
攣
駿
授
団
藤
重
光

吉
いか
ら
を
破
った
六
法
盆
密
法
と
い
う
も

の
を批
判
的
な
目
で
み
る
こ
と
を教
え
る
六
法
余

嘘
であ
る
。
一方
で
は
、
過
去
の法
制
、
こ
と
に

旧
慰
法時
代
の
治
蟹
立
法
を収
録
し
て
わ
れ
われ

に
反省
の
資
料
を
提
供
ず
る
とと
も
に
、
他
方
で

は、
比
較
多
照
各
国
新
旧
法
令
を掲
げ
る
な
ど
」

世界
の法
制
に
視
野
を
ひ
ろ
げて
わ
れ
わ
れ
の
進

む
べき
方
向
を
示
陵
す
る
。し
か
も
国
の
法
律
以

外
に
公
安
粂
例
な
ど
を
も
収
録す
る
身
近
な
六
法

全
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
論的
な
方
面
で
憲

欲的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、税
法
部
門
の
薪
設

をは
じ
め
と
し
て
、
鍵
務
に狸
立
つよ
う
に
と
い

う
配
慮
も
お
こ
た
っ
て
い
な
い。
理
噺
性
と
実用

牲
を兼
ね
そ
な
え
た
六
法全
讐
で
あ
る
。

藁
癸

学
蒙

嚢
授

高

野
雄

繭

こ
の
頃
の
社
会
の
生活
そ
のも
の
が
教
え
るよ

う
に
、
国
際
法
と
国
内
法
は切
り
離
せ
な
い
関係

に
あ
る
。
第
一に
日
本
の
法律
が
、
さ
ら
に
は
比

較
法的
に
主
要
国
の
法
律
が要
求
さ
れ
る
。刑
法

の
国外
犯
の
規
定
は
国際
法
上
の
管
轄
糧
を考
察

す
る
のに
恰
好
の
緊
材で
あ
り、
条
約
の
締
積
h

は
日本
を
含
む
主
要
堺
の憲
法
規
定
を
ぜ
ひ
参照

し
允い
。
国
際
法
の勉
強
や
講
義
に
、
ど
う
して

も
六
法
の
助
け
が
必
要で
あ
る
。
こ
の
六
法
は、

そ
のよ
う
な
要
求
をよ
く
み
た
し
て
く
れ
る
。
そ

れ
に、
国
際
法
部門
そ
のも
の
が
、
資
料な
どを

加え
て
、
よ
く
充家
し
て
い
る
か
ら
、
条
約
集に

代用
す
る
こ
と
も
で
きる
。
国
際
法
を
き
く
学生

賭君
も
、
国
際
法
を
とく
に
や
る
人
を
別
に
して

こ
のよ
つな
六
法
が
あ
れば
充
分
と
思
う
。
外
麦

関係
条約
と
主
嬰
条
約
の
当
峯国
表
を
今
俊
の
工

夫
に
期待
し
た
い
。

■
収
録塗
咽ニ
ニ
七
件
/
B6
判
上
製
函
入
。一

宍

四頁

鳳
儲

晟
轟

奮
塞
藁
』
を

咋
年
版
同様
、
ご
希
盟
の
方
に
お送
りし
ま
す
。

岩波書店/蘇 細 ・一ツ橋 振甑 劔㈱

昭
和
憲
法
史

昭
和
の
初
め
か
ら
新
安保
成
立
に
い
た
る
ま
で
、政
治
.

長
谷
川
正
由買
著

経
済
・社
会
の
歴
史
的発
展
を
跡
づ
け
つ
つ
、新
旧
二
つ

三
八
〇
円

の慰
法
が
い
か
に
運
用
され
て
き
た
か
を
追
求
す
る。
ほ

法
問
題
の
核
心
を
鋭
く
衝
い
た轡
と
し
て
好
評
で
あ
る

ブ
ラ
ぞ
バ
シ
B
の

プ
ライ
バ
シー
の
榴
利
と
は
何
かl
l本
謄
は
、
そ
の
成

伊
藤

正
己
著

立
、
理諭
的
基
礎
、内
容
、隈
界
に
つ
いて
、
ア
メ
リ
カ
の

四
五
〇
円

寮
件
や判
例
を
多
数
紹
介
し
つ
つ
平
易に
説
く
。
プ
ラ
イ

バ
ソ
書
の橿
利
に
つ
い
て
体
系
的
に
轡
下し
た
最
初
の
昏

国
近
刊
/
待

下
旬発
売

゜

憲
法
と現
代
法
学

渡コ龍

30
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紫

愈っ

 

善ダ
イ

　

ぷ

ノ難
考
馨

牌
隊

饗
窪
毒曝
い
三瑞読

轡
朗

典
轡
ぎ

.

を

ら

、゚'転

へ昏
罵'

蟹

糊

-

護

・聴

"
泌魚

申
教
審
最
終
答
串
案
の
内
容

高
等
教
育
機関
の管

理
運
営
と
大
学
の自
治

高
等
教
育
機
関
の規
模

が
拡
大
し
、
社会
制
度

と
し
て
の
性
格
が強
く

打
出
さ
れ
てく
る
に従

っ
て
、
そ
の
管理
運
富

も
新
ら
し
い
亭
態
に
適
応
しう
る
も
の

で
な
け
れ
は
な
ら
な
く
な
った
。岡
機

関
の
管
理
運
営
の
改
菖
が
要璽
さ
れ
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。

馨

.鞍

箋

.

肇

鷲

藷
蒲
毒

騨

㎜゚欝

∴覆
㍉

・

い
ま
だ
法
案
と
し
て
の大
管
法
は
姿
を
見
せ
て
いな
いが
、
こ
の
中
教審
畏
終
答
申
は
六
質
は
常
いて
大

管
法
そ
の
も
の
と
い
って
よ
か
ろ
う
.
(朝
日
新
聞
か
ら
転
載
)

同
機
関
は
多
数
の
食

と
、
各
種
の
毒

べ
き
であ
⇔
.
そ
の際
、
いわ
ゆ

施
設
と
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
多
額
の
経
一る
大
学
の
自
治
、つ
なわ
ち
学
韻水
準

費
を
も
つ
機
関
で
あ
る
か
ら
・
そ
の
管
一以
上
の
教
育
機関
にお
け
る
管
理
運
営

理
還
営
は
総
合
的
、
合
理
的
、
か
つ
効

果
的
に
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

馨

雛

難

鍵

露

籍

紬馨

釜

重要な
颪
である粧
民.{的人間
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ノ槽、

上
の自
主
性
に
つい
て
と
く
に
留
意
す

る
必
要
があ
ろ
う
。

=

大
学
の
目治
は
研
蓄

由
桑

う
て高
等
教
宵
機
関
に
お
い
て
、
学
問

耕究
の機
能
が
制
度
的
に
占
め
る
程
度

に
よ
りお
のず
か
ら
そ
の
あ
り
力
を
異

にす
る
も
の
で
あ
る
。

大
学
の
自
治
は
、
実
際
剛
に
は
(イ
)

れ
て
き
た
も
で
あ
る
が
、
戦
後
は
制
度

的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
す

べ
て
の
国
立
の
大
学
に
お
よ
ぼ
さ
れ

た
。(ロ

)
学
内
施
設
の
管
理
と
学
生
の
指

導
に
お
け
る
自
主
性
も
、
大
学
自
治
の

　

贅

の
全

(。
)
学
囚
施
設
の
タ

星

謹

に
つ
い
て
の叢

の
際
に
検

埋、
学
生
の
指
導
(ハ
)
財
政
の
一に

場わ
れ
る
。

(イ
)
教
貴
人
事
に
お
け
る
目
率
性

憾、
い
わ
ゆ
る
大
学
の
目
治
の
基
本
的

[形
成
の
方
法
の
一環
と
し
て
、
学
生
の

葬

節

し
て
認
め
ら
れ
る
笙

の自

治
活
動
な
ら
び
に
学
生
の
政治
運
動
の

一つ
と
し
て
の
、
い
わゆ
る
目治
活
動

は
、
大
掌
の
目治
と
混
同
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
の点
に
つ
い
ては
学
生
の

討
す
る
。

(ハ
)財
政
に
つ
いて
は
、
教
甫研
究

の
目
王性
を
保
ち
十
分
そ
の
使
命
を
果

丁
う
るよ
・
な努

性
の
あ
鏡

な

嚢
素
で
あ
る
を

も
に
、
当
凹
の
課
一あ
り
方
螢

ま
し
い。
この
点
に
つ
い

馨
あ
る
学
部
水
準
以
上
の
教
穰

関
一ては
大
学
財
政
に
つ
いて
の
毒

の
際

匹あ
る
。
大
嘗

治
の
こ
の
躍

、
戦
モ
欝

す
る
.
高
等
教
墓

関
が
社
会

別に
お
い
て
も
主
な
大
学
で
憤行
と
さ
制
度
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
か

ん
がけ
、
特
に学
部水
準
以
上
の
教
青

機
関
は
国
家
、
社
会
と
運
携
を
深
め
る

こと
に
よ
って
、
そ
の
閉
鎖
性
は
廃
降

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
.
ま
た
、
こ
の

こと
に
よ
って
高
等
教
育
機
関
は
地
域

社
会
を
は
し
め
、
関
係
す
る
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
機

能
を
果
す
た
め
に
適
当
な
機
関
を
学
内

に
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ

の
際
も
大
学
の
自
治
は尊
貫
さ
れね
ば

な
ら
な
い
。

現
在大
学
の多
く
は
、す
で
に相
当

の
糎度
に規
模
は
大
き
く
なり
、
構
放

は複
雑
と
な
って
お
り
今
後
と
も
この

傾
向
は
持
続
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に拡
大
し
て
複
雑
化
し
て
ゆ
く
機
関

にお
いて
、
も
し
そ
の
留
理
運
営
が
適

切
に
行
わ
れ
な
か
った
と
す
れ
ぱ
、
本

来
の
使
命
の
達
成
に
支
障
を
生
じ
る
ば

か
り
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
大
学
の
自
治

の
異
体
を
保
持
す
る
こ
と
す
ら
困
難
と

な
ろ
う
。
か
よ
う
な
状
勢
の
も
と
に
あ

って
、
そ
の
瞥
埋
運
冨
に
関
す
る
諸
制

度
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
学
内
関
係

者
は
そ
れ
に
つ
い
て
認
識
を
漂
め
、
持

に
管
好
機
関
の
ヱ
場
に
あ
る
も
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
制
度
上
の
費
任
者
と
し
て
自

覚
を
高
め
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
農
で

あ
る
。

以
上
の
趣
旨
に
よ
,
て
、
大
学
に
お

け
る
掌
内
管
理
機
関、
教
員
の身
分
取

扱
い
な
ど
に
つ
い
て
は、
以
下
の方
法

が
調
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

一
大
藁

学
に
つ
いて
は
・
そ
の
目

一一的
,性
格
に即
し
、
以
下
に
述
べ
る
大

学
の蟹
埋
運
営
に
つ
い
て
の
方
途
の
趣

旨
に
そ
うて
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き

で
あ
る
。

大
学
の
管
坦
運
営
が
円
滑
に
行
な
わ

れ
、
そ
の
突
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
ま

ず
大
学
の
字
内
管
埋
機
関
の
お
の
お
の

の
職
務
催
限
を
明
確
に
し
、
学
内
讐
輝

体
制
を
碓
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

隔

現
在
の
堂内
智

竃
…

理
体
制は
、
か
な

ら
ずし
も
分明
で

は
な
い
。
よ
っ
て
大
学
の学
内
留
運
機

関
の
基
本
体系
とし
ては
、
全
学
の総

括
的
な
最
高
の責
任
者
を
学
長
、
学
部

の
賞
任
者
を
掌
部長
と
し
、
評
議
会
は

全
学
の
、
教授
会
は学
部
の重
要
事
項

を
そ
れ
ぞ
れ
糞
す
る
機
闘
と
し
、
そ

れ
ら
の職
務権
限
に
つ
いて
学
長
、
学

部畏
と
の
関係
を
明
ら
か
に
す
べき
で

あ
る
。
ま
た
、以
上
のほ
か大
学
の管

理
運営
の
ため
に
必
要
に
応
じ
て
学
長

の補
佐
機関
を
設
け
る
こと
と
す
べ
き

で
あ
る
。

次
に大
学
の学
囚
智
理
磯
関
の
お
の

お
の
に
つ
いて
のあ
り
力
を
述
べ
る
＼

国
立大
学
協
会
(会
良
茅
誠
司
架
大

学
長
)は
、大
学
の
管
埋
運
営
の
自
主

的
な
改
黄
祖織
と
し
て
同
協
会
内
に

(大学
連
宮
改
薔
協
磯会
(仮
称
)
を

設
け
る
こ
と
を模
dし
て
き
た
が
、
十

七
日
、そ
の具
体
的
囚
岱
の
骨
子
を
発

表
し
た
。
これ
は
大
学
の
管
理
運
営
に

つ
い
て画
一的
か
つ
早
急
な
法
制
化
は

つ
つし
む
へき
だ
と
す
る
同
協
会
の
意

思
に
も
と
ず
い
て
ワ大
曹
法
"
へ
の
対

案
と
し
て
表
明
さ
れ
た
も
の
。
昨
秋
十

一月
十
五
・十
バ
両
日
の
日
大
協
総
会

で
協
望
四設
蔵
が
決
め
ら
れ
て
以
釆
、

茅
会
畏
を
準
備
委
員
畏
と
し
て
、
康

大
、
京
大
の
教
授
五
人
か
ら
な
る
噂
門

委
員
会
を
設
け
て
検
討
を
つ
づ
け
て
き

た
。
ま
と
め
ら
れ
た
こ
の
草
案
は
、
今

月
二
十
一ハ日
に
予
冠
さ
れ
て
い
る
臨
時

総
会
に
提
粂
、
検
訂
さ
れ
、
そ
の
後
、

各
大
掌
に
持
ち
庸
っ
て
討
議
を
盤
ね
た

上
で
、
二
月
二
十
八
日
醐
か
れ
る
総
会

の
席
上
コ
式
に
発
足
さ
せ
る
ナは
ず
に

な
って
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
発
表
の
押
日
行
な
わ

必
要
と
す
る
。
よ
って
字
長
の
仕
期
は

四
年
を
基
準
と
し
、
再
任
を
効
げ
絃
い

こ
と
と
定
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

④
学
長
補
佐
機
関
蝿
大
学
の
規模
の

拡
大
と
構
成
の
複
雑
化
に
対
応
し、
そ

れ
た
池
田
首
相
の
記
省
会見
の
結
果

(別
記
)
か
ら
も
推
貴
で
き
る
よ
う
に

、
七
学
長
の
認
証
冒
制度
化
な
ど
と
か

ら
み
合
せ
て
大
き
な
視
野
か
ら
す
な
わ

ち
本
釆
的
な
大
学
自
治
の
観
点
か
ら問

題
全
体
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
み
る

な
ら
は
、
大
智
法
闘
争
の
中
心
が
〃法

一、
趣
旨

国
立
犬
学
の
管
埋
運
宮
は

本
来
、
大
学
自
治
の
原
則
に
基
き
、
大

掌
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
る
べ
き

も
の
であ
る
.
し
か
し
大
学
が
複
維
な

社
会
の中
で
多
様
な
問
題
に
当
圓
し
て

いる
時
、
大
学
の
管
雇
運
冨
を
適
切
に

し
、
そ
の柱
会
的
使
命
を
達
成
す
る
た

の
自
主
的
な
協
力
を
基
礎
と
し
、
各大

学
の
自
治
を
十
分
尊
重
し
て塵
営
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
協
議
会
の
任
務

①
国
M
天学
の

管
運
運
営
の
改
歯
を
は
か
る
こ
と。

②
内
都
で
は
解
決
す
る
こ
と
が困
難
な

問
題
が
生
し
た
場
台
に
そ
の
大
学
の
目

国
大
協
に
内
部
機
関

…
…
・…
…大
学

運
営

改
善
協

議

会

==
曹二=ニ
ニ一=一

支
配
化
の
多
面
性
見
落
す
な

制
化
か
、
大
学
運
冨協
誠
会
かπ
に
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
教
脅支
配

の
多
面
性
を
考慮
に
入
れ
て
こ
の国
大

協
の
「大
学
運
営協
議
会
」
構想
も
検

討
し
な
く
て
は
な
るま
い
。

以
下
は
そ
れ
の骨
子
を
一月
十
八日

付
毎
日新
聞
朝
刊
か
ら抜
き轡
き
し
た

も
の
で
あ
る
。

・の
瞥
埋
運営
上
、
全学
的
な
教
角
研
究

刮
圃
の樹
立
鮭進
等
の重
要
な
分
野
に

お
い
て学
長
を
楠
佐
す
る
た
め
、
必

墾
な大
学
に
は
、
た
と
え
は
副
学
長
の

【よ
う
な補
佐
機
関
を
毅
け
る
べ
き
で
あ

る
。
なお
副
学長
は
、
学
長
が
教
授
の

うち
から
選
話
す
る
も
の
と
す
へき
で

あ
る
。【庄

】
大
学
院
大
学
の
学
長
を
認
証

冒と
す
る
こと
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る。▽評
議
会

①
職
務
樒
限
ー1
評
議
会

は
、
学
則
、
学
郎
規
則
な
ど
の
制
定
改

め
にす
べ
て
の
国
立
大
学
が
相
互
に
協

力
す
る
こ
と
は
極
め
て
豊
農
で
あ
り
、

大
学
の
自
治
を
貴
に
生
か
す
道
で
あ

る
。
こ
の
趣
旨
か
ら
国
立
大
学
相
盈
の

連
絡
と
協
力
を
一層
促
進
し
大
学
の
営

押
運
冨に
つ
い
て
有
効
適
切
な
力
策
を

謂
ず
る
た
め
の
組
織
と
し
て
設
置
す

る
。
大
学
運
冨
協
議
会
は
金
国
M
大
学

廃
、
学
囚
ヤ
算の
刀針
、
学
生
の
県
生

補
導
の
力策
寺、
大
学
運
毬
上
の
風
要

事
項
を
詣
畝す
る
機
関
と
す
へ
き
で
あ

る
。
な
お
教
貝
の
小利
益
処
分
に
関
す

る
争
前
喬
宜
ぜ行
な
つほ
か
、
従
来
協

議
会
の
城
務
紅
阪
と
さ
れ
て
い
た
学
長

の
選
為
、
学
長
の
小利
益
処
分
に
関す

る
事
剛蚤
盆
を
台
せ
行
な
う
も
の
とす

べ
き
で
あ
る
。

【庄
】
現
仏
励
戯会
は
そ
の構
成
員

が
評
議
会
と
ほ
と
ん
ど
同
様
であ
る
の

で
、
評
讃
会
の
ほ
か
に、
別
に協
議
会

を
畿
け
る
慧
.醐に
乏し
い.
よ
って
こ

主
的
な
解
決
に
助
力
す
る
こと

三
、
管
理
連
営
の改
善
に関
す
る
任
務

①
国
並
大
学
が
自
圭的
に
営
理
運
営
を

改
商
す
る
疹
考
に
す
るた
め
資
料
の
収

集
と
犠
鯉
、
管理
連営
の改
茜
の
た
め

の
力
策
の研
究
。

②
必
要
が
あ
る時
は
国
立
大
掌
の
管
理

運営
に
関し
各力
面
の慧
見
を
聞
き
慧

れ
を
廃
止
し
、従
米協
愛
試の職
務
構

限
と
さ
れ
て
い
た事
項
は
原
則
と
し
て

辞
、識
会
の
職務
稚限
に移
す
へき
で
あ

る
。②

構
威
鍾評
譲員
は
原
則
と
し
て
字

長
、
各
掌
部長
、
各
学
部
教
授
者
干
名

お
よ
び
そ
の他
の
曳嬰
な
部
局
の
長
を

も
っ
て構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

学
部
長

①
職
務
権
限
11
学
部
は
大

字
の教
鳶研
究
の
う
え
か
ら
も
、
そ
の

組
織
のう
え
か
ら
も
基
本
的
な
構
成
要

素
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
瞥
理
磯
関
の

機
能
と
寅
任
を
明
惟
に
す
る
必
要
が
あ

見
を
述ぺ
る
こ
と
が
でき
る
.

四
、
各大
学
に
関
す
る
協
畿
会
の
努
力

①国
又大
学
に
そ
の
囚
部
で
は
解
決
す

る
こ
と
の困
難
な
問
題
が
生
し
た
と
き

は
そ
の
目
土的
な解
決
を
促
進
す
る
た

め
に
角効
過切
な助
舜ての
他
の
力
法

に
よ
っ
て
助
力す
る
。

②
寒
情
をあ
き
ら
かに
す
る
た
め
必
要

あ
る
と
き
は
関係
百か
ら
拳
情
を
聞
き

ま
た
は
報告
を
氷め
る
こ
と
が
で
き
る

③
助
力は
当
該大
字
の
字
畏
に
よ
る
正

規
の申
し
出
に
も
と
ず
い
て
行
な
う

が
、
それ
がな
い
場
合
で
も
亭
態
を
懐

璽
に
考
慮
し
た
う
λで
助
力
す
る
こ
と

が
でき
る
。

五
、構
成

国
V大
字
協
会
の
会
長
、

副
会
長
三
、
各
富
置
委
員
畏
七
、
各地

〆
の
代
表
者
七
、
計
十
七
人
で
構
成

し
、
必
要
に
よ
って
臨
時
委
員
ま
た
は

鄭
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
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一る
.
よ
。て
講

長
が
塞

の
楼

省

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
十
分
そ

の
職
務
を
果
し
う
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。
学
部
畏
に
つ
い
て
は
、
学
部
の

執
行
買
任
省
、
教
授
会
の
主
催
者
であ

る
と
と
も
に
、
評
議
員
と
し
て
大
字
の

重
要
事
項
に
参
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
大
学
の
管
理
連
宮
に
つ
い
て
宇

長
と
緊
密
に
協
力
す
る
も
の
であ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
必
妥
が
あ
る。

②
選
語
、任
期
11
学
鄙
長
に
つ
い
て

は
、
教
授
会
に
お
い
て
適
格
者
を選
び

学
鄙
長
は
こ
れ
を
学
長
に
捲
薦す
る
。

学
浸
は
そ
れ
に
つ
いて
憐
璽
に
選
考
し

そ
の
粕
果
を文
部
大
臣
に
申
出
る
。
文

部
大臣
は
そ
れ
に
よ
って
任
命
す
る
も

の
と
す
る
。
学部
長
の
任
期
は
そ
の
職

責
に
か
ん
が
み、
あ
る
程
度
の
期
間
を

必
畏と
す
る
が、
他
方
学
部
長
は
教
授

併
任
の
職で
あ
る
こと
を
考
庫
し
、
そ

の任
期
は
お
お
む
ね
二
年
以
上
と
し
、

か
つ
再任
を
妨
げ
な
い
と
定
め
る
の
が

適
当
で
あ
る
。

▽
教
授
会

教
授
会
は
学
部
の
瞥
理

運
営
上
の罠
要
な
機
関
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
行
の
制
度
に
お
い
て
は

そ
の
職
務
権
限
、
構
成
、
設鰍
、
学
認

長
と
の
関
係
尊
が
明曜
で
な
い.
し
た

が
って
教
授
会
が
十分
にそ
の機
能
を

ゲ　
づ

果
し
う
る
よ
う
次
の
よ
うに
す
べき
で

あ
る
。

①
職
崩
椎
限
11現
在
教
授
会
の審
議

學
項
に
関
す
る規
足
は必
ず
し
も
明
ら

か
で
な
く
、
大学
に
よ
って
は
、
本
釆

教
技
会
の
番
戯事
項と
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
事
項
を
も審
識し
て
いる
場

台
も
あ
る
。教
授
会
は
、
教
育
研
究
の

計
圓
、
学生
の教
宵
、
指
導
お
よ
び
学

業
許
仙、
学
部
長
・教
員
の
候
補
者
の

選
届、
学
位
、
称
号
に
関
す
る
畢
項
等

に
つ
いて
籍
義に
あ
た
る
も
の
と
す
べ

き
であ
る
。

②
構
成
陥
教
授
会
の
構
成
員
の
範
囲

は
現
位
各
大
学
に
よ
って
区
々
で
あ

る
。
よ
って
、
こ
れ
を
改
め
教
授
会
は

教
授
の
み
を
も
って
樹
成
さ
る
べ篭
も

の
と
し
、
狩
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
限

り
、
学
都
長
、
教
員
の
候
補
者
の
選
出

に
つ
い
て
答
識す
る
佃の
範
囲
を
ひ
ろ

げ
得
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
授

の
候
捕
省
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
教
授

の
み
が
器
説す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ

る
。③

設
置
1ー
教
授
会
は
学
部
に
設置
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だし
、
学
耶
の規

模
が
大
き
く
構
成
が
複魅
な
ため
、
ま

た
は
学
部
が
地
域
的
に分
散
し
て
いる

た
め
教
授
会
が
十
分
な
機能
を発
揮
で

き
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
会議
を
も
つ

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、代
議
員
会

を
置
く
ご
と
が
で
き
る
よ
う
にす
る
な

ど
、
教
授
会
の
組
織
運
宮
に関
す
る
特

例
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。▽教

員
の
身

分
取振
①
選

考
、任
命
睡

文
部
大
臣
は
学
長
、教
員
の任
命
権
の

行
使
に
あ
た
っ
て
は
、
大学
自
治
⑰尊

▽
十
二
月
二
十
七日
、
有
沢
前
法
政
大

総
長
、
東
畑
東
大
名誉
教
授
、
中
山
一

橋
名
誉
教
浸
ら
2人
づ
く
り
審
議
会
刷

の
面
々
が
池
田
首相
を
9友
人
`
と
し

で
訪
れ
、
大
学
の
管理
制
度
の改
革
を

大
学
側
に任
せ
よと
お
よ
そ
次
の
よ
う

に
進
言
し
た
。

現
在
の
大
学、
学
生
側
の
空
気
で
は

ど
ん
な
よ
い
革
改案
でも
葉
直
に
受
い

れ
ら
れ
る
状
態
では
な
い。
管
理
制
度

の
改
革
が
問
題
に
な
って
か
ら
、
大
学

側
も
翼
剣
に従
来
の管
運
制
の
不
備
を

反
省し
、自
ら改
善
を
行
お
う
と
し
て

い
る
の
で
、
政
府
もし
ば
ら
く
大
学
側

の
自
主
制
に任
せ
、
そ
れ
で
も
改
善
さ

れ
な
け
れ
ばは
じ
め
て
法
後
改
正
を
考

え
る
の
が
適当
であ
る
。

こ
れ
に
対U
池
田首
箱
ほ
、
お
話
し
は

う
か
が
って
お
き
ま
し
ょ
う
、
と
答
え

た
のに
終
った
と
い
わ
れ
る
。
(朝
日

・京
都
各
新
聞
)

へ

▽
一月
五
日
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
文

部
省
は
大
管
法
国
会
上
提
案
出
を
急
い

で
いる
が
、
社
会
党
な
ど
か
ら
の
強
い

反
対
が
起
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
政
府
白
民
党
と
し
て
は
国
会
対策

上
、
提
出
時
期
を
慎
重
に
考
慮す
る
ζ

と
と
な
ろ
う
。
と
概
略
次
の
よ
う
に
い

って
い
る
。

噌、
法
案
内
谷
は
中
教
審
と
ほ
ぼ
一致

す
る
。
現
行
法
上
不
明確
な点
の多
い

学
長
、
学
部
畏
、
評議
会
、
教
授
会
な

ど
学
内
管
埋
機
開
の権
限
、
構
成
や
相

互
関
係
を
明
ら
か
にす
る
た
め
の
法
制

化
で
あ
る
。

一、
国
大協
、
社
会
党
な
ど
か
ら
の
抵

抗
が
予想
さ
れ
、
と
く
に
国
会
で
は
、

野
党
側
を
刺激
す
る
た
め
提
出
時
期
は

成
案
次第
直
ち
に
提
出
す
る
、
日
韓
会

談
、予
算
案
審
議
の
進
み
ぐ
あ
い
に
に

ら
みあ
わ
せ
て
提
出
す
る
の
意
向
よ
う

で
あ
る
.

一、
休
開
会
け
国
会
の
一月
来
か遅
く

と
も
二
月
は
じ
め
には
上
提
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

▽
一月
十
日
の
朝日
新
蘭
で
は
大
響
法

の
提
出
に
関
し
て
"政府
内
に異
論
躍

と
し
て
次
の
よ
う
に雷
い
て
いる
。

十
一日
閣
議
で
大管
法
を文
部
省
の方

針
通
り
提
出す
る
かあ
る
いは
同
法
案

の
か
わ
り
に
学校
教
宵
法
な
ど
既
存
の

法
律
の
改
正
で
いく
かで
内
閣
法
制
局

と
の
間
に
意
見
の
く
い
ち
が
い
が
あ

る
.

▽
一方
十
二
日付
毎
日
新
聞
は
荒
木
談

話
と
し
て
覆法
制局
と文
部
省
と
の
見

解
に
は
本質
的
に
な
ん
の
途
い
は
な

い
。
今
国
会
に上
提
す
る
。
内
容
は
中

教
審
案
通り
置
と
雷
いて
い
る
.

、

単
長

①
職務
擢
限
H学
長
の職

学
畏
の
選
考
に
当
っ
て
、
現
.往
は
投

務
に
つ
い
て
評轟
会
等
の学
内
管
地
機

票
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
投
票

関
と
の
関
係を
明
ら
か
にす
る
。

の
力
法
に
よ
っ
て
劉
ま
し
い
紬
異
が
衙

②
選考
、
任
命
11
大
掌
が
そ
の
使
命

ら
れ
る
た
め
に
は
、
投
票
者
の
魎
囲
や

を
達
成す
る
には
、
学
長
の
選
考
、
任

投
票
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て適
正
を

命
が
適切
に行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

期
す
る
必
要
があ
る
。

な
い
の
は当
然
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
適

評
、議
会
(評議
会
に
っ
い
て
はあ
と

任
者
を
得
る
た
め
の適
切
な
力
途
を
碓

で
迩
べ
る
)
で
複
数
の
学
長
適格
省
を

立す
る
とと
も
に、
選
詰
、
任
命
に
あ

学
校
の
内
外
か
ら選
び、
そ
れ
に
つ
い

難

切権馨
明らか。する必
義

簸

欝

概
難

る
)一、

学
長
、
学
部
の職
務擢
限
を
明
ら

か
に
す
る
。任
期
を学
長
四年
、
学
部

と
し
て
盛
り
込
む
。

▽
十
五
日
付
毎
日
新
聞
は
、
十
四
目
の

黒
金
巨
房
長
冒
、
内
藤
六
郎
事
務
次

学
長
が
こ
れ
を
文
部
大
臣
に
申
出
る
こ

とす
る
。
文
部
大
臣
は
そ
れ
に
よ
って

任
命
す
る
も
のと
す
る
。
投
票
者
は
教

授
と
し
、
持
別
の
必
畏が
あ
る
場
合
に

限
り
、
助
教
授
、
專
任
調
師
ま
で
範
囲

を
仏げ
う
るも
の
と
す
る
。
学
長
適
格

壱
の選
出
、
投
票
等
に
関
す
る
手
続
は

制
度
化す
る
こ
と
と
す
る
。

③
仕
期
11
学
畏
が
蟹
理
浬
冨
の
笑
を

あ
げ
る
こ
と
を
期
侍す
る
に
は
、
そ
の

任
期
が
適
切
に
延
め
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な

な
っ
て
い
る
。
し
かし
な
が
ら
、
荒

木
文
相
ら
の
強硬
力向
にス
ト
ップ
を

か
け
、
国
大
協
の
目主
規
制
に庄
目
す

政
府
部
内
に
意
見
の
差

総馨
溜
艦
鱗γ職
.愈
動
愚
憲
笹
強
前

文
省
は
単
独
立
法
を
主
張

朝
日
新
聞
の
同
日
付
に
は文
部
省
の
単

独
立
法
の
見
解
は
「国公
私
コ
を
蓮
し

た
原
則
規
定
の
学校
教
育
法
に、
国
立

大
学
の
響
理遵
営
規
定
を
錘
り
こ
め
な

い
」
と
し
て
いる
。
ま
た
内
谷
の骨
子

も
次
の
よ
う
に轡
いて
あ
る
。
名
祢
は

「国
立
大
学運
営
法
案
」
、
全
文
二
十

ヵ
条
程度
のも
の
で
、

一、文
相
の職
資
を
明
示
す
る
(学
長

人
畢
など
に対
す
る
文
相
の
拒
杏
権
、

さ
し
戻し
椎
の
字
句
は
用
い
な
い
も
の

の
当
然含
ま
れ
る
と
い
う
見
解
を
と

長
二
隼
以
上
と
す
る
。
副
学
長も
お
き

う
る
。

一、
評
、融
会
は
、
こ
れ
ま
で暫
定
的
な

省
令
で
学
畏
の
諮
問機
関
と
し
て
の
職

務
櫃
限
な
どが
定め
られ
て
いた
が
、

こ
れ
を
改
め
全学
の重
要
事
項
を
蓬
滅

す
る
機
関
とす
る
。協
議
会
は
廃
止
。

教
授
会
の
あ
り方
を
規
定
し
学
部
の
重

要
畢
項
を審
議
す
る
機
関
と
す
る
。
構

成
は教
授
のみ
と
す
る
。

また
学
長
、
学
部
長
の
選
考
手
続
き

な
どは
教
奮
公
務
員
特
例
法
に
改
正
案

官
、
高
止
囚
閣
法
制
局
次
畏
ら
の
大
管

注
の
取
扱
い
に
関
す
る
意
見
調
整
で
も

文
部
首
と
法
制
局
の
対
立
は
解
け
な
か

った
と
し
て
い
る
.

こ
れ
ら
の
縫
過
を
経
て
十
八
日
池
田

首
相
の
記
菅
会
見
に
よ
っ
て
今
後
の
力

向
を
打
ち
出
し
た
訳
だ
が
、
こ
の
記者

会
見
で
の
発
言
「大
留
法
国会
提
出
は

慎
重
を
期
し
た
い
」
は
、今
国
会
に対

す
る
粕
論
と
は
な
っ
て
おら
ず
、
現
在

進
行
中
の
文
部
省
と
法制
局
と
の畢
務

的
な
打
ち
台
わ
せ
の結
諭
を
待
つ形
に

る
よ
う
な
発
書
で
あ
っ
た
こ
と
を考
え

れ
ば
、
幾
分
"首柑
裁
断
4
と
いう
ニ

ュ
ア
ン
ス
を持
った
も
のと
いえ
る
か

も知
れ
な
い
。も
っ
とも
、
こ
の
池
田

発
白は
、政
雁
の
}歩
後
退
と
い
う
も

の
で
なく
、す
でに
米
仕
度
文
部
省
予

算
(政
府
案
)
の
中
に
紺
み
こ
ん
で
い

る
、
旧
七
帝
大
学
長
を
認
証
冨
11
文
部

監
と
し
こ
こ
に
お
い
て
国
立
大
学
側
の

笑
力
者
を
完
全
に
冨
僚
化
し
、
内
閣
が

天
皇
に
推
挙
す
る
過
程
で
内
閣
の
総
畏

に
対
す
る
拒
合
権
を
行
使
で
き
る
と
す

ら
な
い
。
学
長
が
大
学
行
政
に
習
熟
す

る
に
は
帽
一の
期
圖を
嬰
す
る
の
で
、

仕
期
は
あ
る
柱
度
長
期
で
あ
る
ζ
と
を

る
、
いわ
ゆ
る
認
証
白
制
度
の
問
題
が

ほ
ぼ
達
成
し
っ
つ
あ
る
と
い
う
判
断
に

寸
う
、
か
な
り
巧
妙
な
布
石
を
し
い
た

上
で
の
発
6
で
あ
る
。
従
って
、
こ
の

認
証
冒
と
な
る
旧
七
帝
大
学
長
を
中
心

と
す
る
国
大
協
が
来
る
二
十
ハ日
に

「国
y
大
学
還
営
協
議
会
」
を
発
足
さ

せ
、
自
主
管
理
を
行
な
う
と
な
れ
ば
、

国
大
協
自
ら
が
権
力
に
支
配
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、

「慎
璽
を
期
す
」
と
い
う
こ
と
は
むし

ろ
「国
大協
に期
待
す
る
」
と
い
った

内
寄
を持
った
も
のと
い
え
る
だ
ろ

う
。そ

し
て
一力
で
は
、
大
瞥
法
そ
の
も

のを
、
反
対
運
動
の
勤
き
に
応
し
て
時

を
選
ん
で
国
会
に
上
程
さ
せ
る
司
能
性

は
依
然
と
し
て
強
く
、
特
に
二
月
上
旬

に
中
教
審
が
残
り
の
二
つ
の
答
申
「学

生
自
治
会
活
動
、
財
政
に
つ
い
て
」
を

行
な
う
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
も
含
ん
だ
形
で
の
法
制
化
の
可

能
性
も
あ
り
、
問
題
は
後
退
し
た
の
で

は
な
く
、
よ
り
一層
大
き
く
ふ
く
れ
上

っ
た
と見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

O

更
を
基本
と
し
、国
立
大学
の
設
置
.菅

およ
び文
教
の最
高
資
任
者
と
し
て
、

国
民
に対
す
る
責
任
を
考
え
、
十
分
慎

重
を期
さ
なけ
れ
ば
な
ら
な
い。

大
学
が
教
育
研
究
の
成
果
を
お
●め
},

る
には
、
な
によ
り
も
教
員
が
魑
任
首

で
ある
こと
が璽
甜
さ
れる
。

し
た
が
って
、
教
員
の
選
考
仕
命
は

十
分
慎
量
に
行
な
わ
な
け
れ
は
な
ら
な

い。
し
か
る
に
現
在
}部
の大
学
に
あ

って
は
、
教
員
の
選
考
の
範
囲
は
、
や

や
も
す
れ
は
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
で
あ

り
、
そ
の
昇
任
も
安
易
に
'∬わ
れ
て
い

⇔羅
額
糖
麹
ぺ翫

鍵
簾
難
鰹
欝
並

う
にす
る
のが
適
当
で
あ
る
.

学
部
長
は
教
員
の
資
格
基
準
に
従

い、
教
員
選
考
餐
員
を
設
け
る
等
の
方

法
によ
って
教
員
適
格
者
を
選
び
、
教

授
会
に
は
か
って
候
補
者
を
学
長
に
推

薦
す
る
。
学
長
は
そ
れ
に
つ
い
て
慎
重

に
選
考
し
、
そ
の
紹
果
を
文
部
大
臣
に

申
出
る
。
文
部
大
臣
は
そ
れ
に
よ
っ
て

任
命
す
る
も
の
と
す
る
。

守
部
長
が
適
格
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ

て
は
、
た
と
え
ば
公
募
に
よ
る
な
ど
、

広
く
人
材
を
求
め
る
と
と
も
に
、
学
内

外
の
曽
門
家
の
意
見
を
聞
く
な
ど
の方

法
を
用
い
て
慎
蜜
を
期
す
る
も
の
と
す

る
。な

お
、
大
学
の
教
員
は
、
そ
の
専
門

の
分
野
に
お
い
て
す
ぐ
れ
た
能
力
を脊

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
適
格
者
を
常
に
大
学
に碓
保

す
る
た
め
に
、
教
員
に
つ
い
て任
期制

展
、
ま
た
は
再
審
制度
を
殴
ける
こ
と

を
検
討
す
る
必
要
があ
ろ
う
。

②
不
利
益
処
分
の
事前
調査
11現
在

の
嶺
前
籍
査
制度
は
、発
議
着
が不
明

'闘剛lOl魂 驚嘗「1騨 艶・・齢"藍,e…開墨rohrり・.

一 池田首相は去る18日、本年初の記者'

会見を行ない、大学管理制度問題に ≡

っいて、「大学管理制度を単独法と 璽

して今国会に碇案するっもりか」と

の記者孟の 問に答えて次のように

語つた。(朝 日新聞3ε・1・】8朝III辱

)「私は、さきごろ国づくり人づく

りのひとっとして大学管理を改善す

る必要があるといつた。しかし法律 ≡

●

,

確
で
あ
り
、
ま
た
同
様
な
不
利
益
処分

の
問
題
に
対
し
大
学
に
よ
っ
て
不
均衡

な
結
果
が
生
じ
得
る
。
よ
っ
て、
評議

一会
に
お
け
る
爵

璽

の
発薯

は
学

畏
で
あ
る
こ
と
を
明
確
にす
る
と
とも

一に
、
学
長
が
発
議
を
し
な
か
っ
た場
合

ロ一、
ま
た
は
計
議
会
の措
置
が
いち
じ
る

し
く
不
魍
当
な
働合
には
、
文
部
大
臣

は
の
ち
に
の
へ
る
甲央
機
関
に
は
か
り

、
学
長
の
発
畿ま
たは
評
、誠会
の再
審

査
を
求
め
うよ
つ
にす
へき
で
あ
る
。

なお
、
火
災
、
盗
難
等
の貞
任
に
か

か
る
摯
条は
事
購蓄
董
の対
象
か
ら
除

外し
、統
一的
な基
準
に
よ
って
処
理

す
べ
き
で
あ
る。
ま
た
学
長
、
学
部
長

の不
利
益処
分
に
つ
いて
は
、
同
じ
よ

う
な
趣旨
によ
って
取
扱
つ
へき
で
あ

る
。▽

瓢員
伺遇

大
学
の
教
員
に
対

し
、
教
角
嬉究
に
尋念
し
て
、
そ
の
成

果
を
あ
げ
る
こと
を
期
待
し
、
ま
た
他

の職
域
に
お
け
る
人
材
備
安
に
対
し
て

教
貞
に
適
桶
壱を
碓
保
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
何
癌を
十
分
厚
く
し
な
け
れ

ぱ
なら
な
い。
大
学
の
教
員
の
給
与
に

つ
い
ては
同
程
度
の
資
格
能
力
を
必
要

とす
る
他
の職
樫
の
給
与
の
実
態
、
諸

外
国
に
お
け
る
働鞠
教
脅
機
闘
の
教
員

の待
遇
、
戦
前
の
わ
が
国
の
状
況
等
を

考
慮
し
て
相
当
の
水
準
に
引
上
げ
る
と

と
も
に
、
給
与
体
系
を
そ
の
職
務
に
即

す
る
よ
う
に
い
っそ
う
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
ほ
か
大
字
の
す
ぐ
れ
た
教
貝

を
優
遇
す
る
力
迩
に
つ
い
て
検
討
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

【注
】
大
学
院
を
担
当
す
る
教
員
あ

る
い
は
大
学
院
大
学
の
教
員
に
つ
い
て

は
さ
ら
に
特
別
の
措
置
を
講
ず
へ
き
で

あ
る
。

【備
考
】
大
学
の
教
餓
の
給
与
の
改
脅

と
関
連
し
て
研
究
賞
の
増
額
が
必
畏
で

あ
る
。
な
お
、
狩
定
の
研究
を推
進す

る
た
め
の
研
究
費
を
碓
保
す
る
た
め
国

と
民
間
と
の
協
力
に
よ
る
財
山
を
戒け

る
こ
と
が
垢
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
大
学
の
財
政
に
つ
い
て
の

醤
歳に
検
討
す
る
。

ー

▲

・

国
大
協
抱

いう私の気持が達成したと考え

へ ている・ま繍 内容は見ていないし法案を出すかどう
かは

転
十分検討したい」この発言で注

目すべきことは荒木文相の今国

換
会提出説を自相裁断という形で
一応後方にしりぞけ、かわりに
旧七帝大学長を認証官とし、こ

わ
:bの 場合内紬が天皇に推挙する際

拒否権を持っ)こ れらを中心と

でゆくか、大学の自主的運営に
任せるかは、政治する私として
はよほど考えねばならぬ。各大

学が自発的に管理運営しようと
する動きがでているので効果が

込 雛驚撫鰹

する「国立大学運営協議会」
(国大協の中に設けるもので、

池田発言「各大学が自発的に管
理運営しようとする動き」の犬

機をなしている)が大学の管理

▽学
外
者を
加
え

爵

る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
け
る
教
脅
機

た
機
関
さ
き
に
肉
に
関
す
る
塾
本
的
方
策
に
つ
い
て
審

の
へ
た
学内
管
埋
樵
関
はす
へ
て学
内

議
す
る
も
の
と
す
る
。

者
に
よ
っ
て構
成
さ
れ
て
い
る。
し
か

な
お
こ
の
機
関
は
、
さ
き
に
の
べ
た

し
な
が
ら
民主
社
会
に
お
け
る
大
学
は
「
8う
に
文
部
大
臣
の
要
請
に
応
じ
て
学

社
会
に対
し
て閉
鎖
的
で
あ
る
ば
か
り

長
、
学
部
長
ま
た
は
教
員
の
不
利
益
処

で
な
く
積極
的
にそ
の関
運す
る
柱
会

分
に
関
し
、
大
覚
に
対
し
て
措
置
を
求

と
の
連携
を深
め
、
と
く
に
地
加
社
芸
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
審
査
を
射
う
も

の
た
め
に寄
与
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

の
と
す
る
。

。
よ
っ
て必
要
に
応
し
て大
学
に
学
外

こ
の
機
関
に
つ
い
て
は
、
大
掌
の
財

者
を加
えた
機
関
を
設
け
る
べき
で
あ

政
に
つ
い
て
の
審
議
の
際
さ
ら
に
検討

る
。
こ
の機
関
は
公
開
講
座
寺の
大
学

す
へき
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で

の払
張
・
産
葉
経
済
界
尋
と
の
連
携
・

そ
の
際
こ
の
機
関
に
期
待
さ
れ
る
機
能

の
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に、

地
域
の教
育
の向
上
お
よ
び
文
化
の
発

そ
の
機
能
に
即
し
て
委
員
の
構成
・任

展等
の畢
項

に
関
し
、
大
掌
と
地
域
社

期
等
に
つ
き
慎
重
に
配
慮
す
る
必要
が

会
と
がそ
の
協
力
関
係
を
す
す
め
る
た

あ
る
。

め
柑
互
に
慧
見
を
父
換
す
る
機
関
と
す

▽
学
内
管
理
に
閲
す
る
その
他
の
機

る
。

閲

さ
き
に
の
べ
た
大
学
管理
機
関
以

▽
中
央
の
機
関

新
た
に
中
央
の
機

外
に
大
掌
が
学
内
瞥
理
に
関す
る機
関

関
を
猷け
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
機
関

を
設
け
る
場
合
に
は
・
文
部
大臣
の事

は
「蘭等
教
會
機
関
の
設
置
お
よ
び
組

創
の
承
認
ま
た
は
認
可
を
必要
と
す
る

載
編
成
に
つ
い
て
」
の
報
告
に
の
へ
ら

よ
う
適
切
な
措
雌
を
講ず
へ
き
であ
る

れ
て
いる
向縛
教
再研
冤
機
園
の
計
國

的
設
雌に
つ
い
て
鴇
疏す
る
機
関
と
す

子 管 理 ・運 ≡

営 を 紙 轄す れ ば 、上 か ら下 へ の一 本

の 筋 が 通 う とい う こ とを 踏 ま えた も 三

の で 、 その こ と が 「私 の 気 持が 達 成 ≡

した 」 とい う発 言 とな つた と い う こ:

とで あ ろ う。 こ の 発言 に よ り 、か な.

り国 大 協 に対 して 反対 運 動 の焦 点 が 曇

移 つて き た とい え よ う。 二

,,ε■■lI巳防1,巳IIl8鎚■5川1■lIII,ll畠1川5圏川1,卜11川μlo■1

【庄
】
①
単科
の大
学
な
ら
び
に
教

員
養
成
を
目
的
とす
る
大
学
お
よ
び
学

部
に
関す
る持
例
的
濱
項
に
つ
い
て
は

以
上
に
の
べ
た趣
旨
に従
って
、
適
切

な
描鑑
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

②
大
学
匠
大
学
の
質
理
運
営
に
つ
い

て
は
、大
学
銑
が
相
当
の
程
度
の
專
任

の教
員
と專
用
の施
設
を
も
ち
、
そ
の

自
一エ性
を確
立
す
る
こ
と
と
相
ま
って

改
め
て検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
.

③
付
蹟
研
究
所
、
共
同
利
用
研
究

所
、
図
書
館
、
付
属
病
院
等
の
蟹
理
遇

宮
に
つ
い
ては
、
そ
れ
ら
の
設
置
組
繊

等
に関
す
る
問
題
と
あ
わ
せ
て
検
討
す

べき
で
あ
る
。

④
教
養
部
の
管
理
運
営
に
つ
い
℃

は
、
学
部
の
讐
理
運
醤
に
準
じ
て
考
憲

ンべ
き
で
あ
る
。

⑤
短
期
大
学
の
管
理
還
営
に
つ
い
て

は
、
別
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
.

⑥
芸
術
大
学
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
そ
の目
的
.性
格
に
即
し
ズ
顎当

な
指
置
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
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ロ
ロ資料

こ
の
資
料
は
国
立
大学
協
会が
初
仕
事
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
十
七
日
に
出
し
た
「掌
生自
治
会
運
勘
に
つ
い

て
」
と
い
う
報
告
で
ある
。
当
時
は
、
周
知
の
よ
づ
に
蒙
保
髄
摯
の最
甲で
め
り
(こ
の
貝
、
学
生
は
安
保
此
准
を
前

に
し
て
国
会
を
包
囲
して
いた
)
松
田
文
相
が
「大
学
蟹
理
」
に
つ
い
て
甲敦
審に
語
間
し
た
後
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
背
景
を
誘
え
る
陶
、
い
わ
ゆる
七
穴前
閨
征共
同
1
誉
(
「左
.仁
鵠
刀
」
¢廃
す
ζい
う
も
ω
)
と
閾
じ
よ
つ
な
役

割
を
果
し
た
。
し
か
も
現
在
、
中
教
響が
同
じ
ょ
つに
「学
生
目
冶
活
勘
」
に
つ
い
て
勧
甲
桀を
伶成
申
で
あ
り
、
二

月
上
旬に
文
椙
に
提
出
さ
れ
る
と
予
想
さ
れる
耕
か
ら
、
何
ら
か
の
形
で
今
後
論
騰
さ
れ
る
重
要
な
資
料
で
あろ
つ。

本
委員
会
は
去
る
六
月
十
七
日
に
学

生
自
治会
の問
題
に
つ
い
て
、
一現
状

の
問
題
点
に
つ
い
て
二
自
治
会
活
動

の
あ
り
方
に
っ
いて

三
改
茜
の
た
め

の
方
策
に
つ
い
て討
論
し
報
告
を
行
っ

た
が
、
こ
の
た
び
、同
報
出甲甲の
三
の

う
ち
(三
)
自
治
会
活
動
の規
範
の
確

立
に
つ
い
て

審議
を
行
う
必
要
を
認

め
、
騨
門
委
員
会
に
調査
研
究
を
委
嘱

し
、
次
の
よ
う
な
試
案
を得
た
。

自
治
会
は
学
生
の総
意
にも
と
ず
い

て
臼
主
的
に
課
外
活
動
の発
展
と学
生

生
活
の
向
上
を
は
か
り
、
学
園
の民
主

的
発
展
に
質
献
し
よ
う
と
す
る学
生
の

自
発
的
な
欲
求
に
対
し
、
民
主的
な社

会
性
の
育
成
と
い
う
教
育
上
の
目的
に

基
き
、
大
学
の
慣
頼
と
承
認
を
与
える

こ
と
に
よ
って
成
立
す
る
全
学
生
の自

治
組
織
で
あ
る
。

(1
)
目
冶
会
と
大
掌
と
の
閥
係

1

大
学
は
自
治
会
の
自
主
性
と
そ
れ
を

通
じ
て
表
明
さ
れ
る
学
生
の
総
慧
を

尊
璽
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
の
民

主
的
な
発
展
に
つ
い
て
援
助
と
助
書

を
与
え
る
。

2自
治
会
は
大
学
の
敦
育
方
針
に
従
い

大
掌
の社
会
的
使
命
の
虚
成
に
寄
与

す
る
。

3自
治会
は
学
園
の
政
治
的
申
立
を
お

び
や
か
し
、
ま
た
は
学
園
の
秩
序

乱
す活
動を
行
わ
な
い
。

(2
)
自
治
会と
会
員
個
人
と
の
関
係

-
自
治
会
は会
員
の総
意
に
も
と
つ
い

て
な
さ
れ
る
。

2
会
員
は
深
い
関心
とそ
の活
動
に
積

極
的
に
参
加す
る
。

ー

3
自
治
会
は
そ
の
目的
、使
命
の馳
囲

を
こ
え
た
主
題
に
つ
い
て決
議
に
よ

り
、
会
員
の
悉
志
、
ま
たは
行勤
の

統
一を
要
求
し
な
い
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
場
合
に
も
、
個
人
の
思想
、

良
心
等
に
関
す
る
基
太
謁自
由
を侵

さ
な
い
。

(3
)
自
治
会
と
学
外
社
会
と
の
関係

-
目
治
会
は
、
そ
の
目
的
、
使
命
の
範

囲
内
に
お
い
て
、
大
学
の
指
導
と
濠

認
の
も
と
に
、
自
治
会
の
学
外
活
勤

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

自
治
会
の
そ
の
全
員
加
盟
制
の
性
格

上
、
な
ら
び
に
①
の
3
お
よ
び
②
の

3
の
原
則
を
逸
脱
す
る
政
治
活
動
を

行
う
こ
毒

で
き
な
い
。

2
自
治
会
は
、
そ
の
目
的
、
使
命
の
違

成
必
要
上
で
あ
り
、
か
つ
、
自
治
会

の
目
主性
が阻
嵜
さ
れ
な
い
場
合
に

か
ぎ
り
、
大
学
の承
認
を
得
て学
外

団
体
に
加
盟す
る
こと
が
で
き
る
。

な
お
、
前
述
の
試案
にて
ら
し
て
、
大

学
自
治
会
の
指
導
助
言
を与
える
場
合

に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に留
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

(1
)
自
治
会
規
約
に
つ
いて

-
目
的
、
事
業

自
治
会
規
約
に
規
定さ
れ
る目
的
、

事
策
は
で
き
る
だ
け
員
体
的
に表
明

さ
れ
、
解
釈
上
疑
義
を
生
じ
な
い
も

、『学生 自治会活動 につし

て』の国大協中間報告
一 国大協第三常置委員会

 

ので
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
た
、

そ
の目
的
の
う
ち
に
、
全
員
加
盟
制

の
学
生
団
体
と
し
て
の
性
格
に
矛
酒

す
る
内
響
や
、
特
定
の
政
治
理
念
を

箪
薬
と
す
る
表
現
、
ま
た
は
、
自
治

会
を
社
会
運
動
の
た
め
の
大
衆
組
紘

であ
る
と
誤
解
す
る
よ
う
な
表
現
を

含
める
こと
は
不
適
当
で
あ
る
。

2
組織

(イ
)会
員

自
治会
は
全
員
加
入
制
で
あ
る
か

ら
、全
学
生
の加
入
を
要
求
し
う
る

一般的
な目
的
を
有
せ
ず
、
ま
た
任

意
加
入
制
を
と
る
学
生
団
体
は
目
治

会
と
は
認
め
な
い
。

(ロ
)
機
関

自
治
会
の
運
営
を
会
員
の
総
意
に
も

と
ず
く
も
の
と
し
、
執
行
の
責
任
体

制
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

執
行
の
正
当
性
を
目
律
的
に
保
障
す

る
た
め
決
議
、
執
行
、
監
査
の
機
関

に
つい
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
権
限

と
そ
の
桐
亘
関
係
を
明
碓
に
規
定
す

る
必
嬰
が
あ
る
。

(ハ)
学
内
蹟
団
体
と
の
関
係

自
治
会
は
学
内
の
学
術
、
文
化
、
宗

教
、
レ
ク
リ
エー
シ
ョン
、
体
食

厚
生
描
祉
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
学
生
団

体
と
一体
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、組
織
上
の関
係
に
つ
い
て
は
、

各
大学
の伝
統
慣
習
を
考
慮
し
て
決

定す
へき
も
の
で
ある
。

3
運
嘗

(イ
)
決議
機
関の
定
足
数

総
会
の
定
足数
は
原
則
と
し
て
、
÷

以
上
が
望
ま
し
い
が
、
い
か
なる
場

合
も
を
未
満と
し
ては
なら
な
い。

代
議
員
数
の
定
足
数
は
÷以
上
が
望

ま
し
い
が
、
十
と
す
る
こ
と
は認
め

ら
れ
な
い

ハ
公
聴
制

一冠
の
力
法
に
よ
って
リ
コ
ー
ル
で

き
る
道
を
ひ
ら
き
、
あ
る
い
は
、
会

員
の
目
由
と
機
利
を
守
る
た
め
訴願

審
査
の
直
を
ひ
ら
く
こ
と

(2
)
大
学
の
指
導
方
針
に
つ
い
て

1

指
導
体
制

(略
ー日
當
的
接
触
を
行
な
う
よ
う

に
する
こと
)
ま
た
、
全
学
的
に
、

そ
れら
の義
務
の
執
行
を
総
合
調
査

す
る必
要
が
あ
る

2

年次
報
告
の
提
出
(略
)

3

指
導制
の
育
成

大
学自
治会
の自
治
能
力
を
脅
成
す

る
た
め
、自
治
会
役
員
そ
の
他
に
対

し
、民
主
的
な集
団
運
営
す
る
術
と

自
治会
活
動
のあ
り
方
に
つ
い
て
、

研
修さ
せ
る行
事
計
画
を
立
案
し
、

定
期的
に
こ
れ
を実
施
す
る

4

政治
討臓

大
学
は
、
学生
の政
治
的
教
養
を
員

め
、
時
事
問題
そ
の他
に
つ
い
て
、

正
碓
な
判
断
資
料
を
一般
学
生
に
提

供
す
る
た
め
、自
治会
と
協
力
し
て

政
治
問
題
に
つ
い
て研
究
、
ま
た
は

批
判
討
論
の
場
を
学
園内
に設
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
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ど
の
国
立
大
学
(旧

帝
大
)
の学
畏
を
認
証
冨
と
す
る
方
針

は
、
昨年
末
の閣
議
で
決
定
さ
れ
た
が

次
期
国
会
で法
制
化
す
る
へく
目
下
関

係
各省
に
お
い
て問
題
の
検
討
を
急
い

で
い
る
。
以下
は
一月
十
八
日
付
毎
日

新
聞
朝
刊
に
よる
案
の
内
容
で
あ
る
。

こ
の
検討
は
文
部
省
の
内
閣
官
房
長

官
、法
制
局
、
総
理
府
も
加
わ
り
、

現
行
徹
法
を
審
議
し
た
第
九
十
帝
国

会
議
当
時
から
の質
疑
貧
料
や
総
理

府
の公
式
制
度
連
絡
協
議
会
、
内
閣

の
憲法
調
査
会
で
の討
議
資
料
、
旧

憲
法
下
で
の親
任
冨
(現
在
の
認
証

官
に
相
当
す
る
)
制
度
な
ど
の
慎
重

な
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
紬

果
、

①
新
憲
法
下
の
認
翫
冒
制
度
は
占
領

下
と
い
う
特
異
な
状
態
の
時
に
急
速

に
整
備
さ
れ
た
た
め
、
多
く
の
不
備

が
あ
る
こ
と
。

②
認
証
官
制
度
そ
の
も
の
が
憲
法
や

公
式
制
度
と
の
関
係
で
と
く
に
問
題

と
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

③
旧
憲
法
下
の
親
任
官
と
現
行
憲
法

下
の
認
証
官
制
度
は
必
ず
し
も
一致

し
て
い
な
い
こ
と
。

④
戦
前
に
大
学
総
長
で
親
任
冒
で
あ
っ

た
人
は
な
い
が
親
任
待
遇
と
な
っ
て

い
た
例
(平
賀
譲
東
京
帝大
、
羽
田

亨
京
都
帝
大
総
長
)は
ある
。

⑤
認
証
冨制
度
は
、あ
る冨
職
の任
命

を
認
証
す
る
も
の
で
あ
る
が、
学
長

は
補
職
(そ
の
職
に
あ
て
る
こ
と)

Z

る
方
針
を
決
め
る
と
と
も
に
と
り
あ

え
ず
当
面
課
題
と
な
って
い
る
国
立

七
大
学
長
を
認
証
冒
と
す
る
こ
と
、

ま
た
こ
れ
と
の
つ
り
あ
い
か
ら
内
客

冒
房
、
総
埋
府
総
務
の
両
長
冨
も
認

で
あ
っ
て
、任
命
職
で
な
い
こと
。

な
ど
が
明
ら
か
と
な
った
.
2。(
一

部
省
略
)
…
政府
は
こ
れら
の結
果

か
ら
、
認
証
冨
制度
をむ
こう
一年

間
、
慎
貫
に
時
間
を
た
け
て検
討
す

大
学
は
侵
さ
乳
て
い

"民
主
圭
義
4
と
い
う
擬
制
の
下
で
圧
殺
さ
れ
てき
た
戦
後
大
学
の

歴
史

大

学

ま

で
延

び

11
四
11
11
◆
◆
11
U
11
樋

た
支

配

者

の
手

戦
後
の
「民
主
化教
育
」
と
いう
口藁

が
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
す

で
に
久
し
い
。
む
し
ろ
戦
後
の教
育史

は
、
敗
北
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
占
領
体

制
下
に
お
け
る
一定
の
民
主
化
と
、
そ

の
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
政
策
皿
反
共
体
制

碓
立
(
「日
本
は
反
共
の
ト
リ
デ
」
)

への
転
化
に
よ
る
教
育
労
働
者
の
弾
圧

(レ
ソ
ド
・パ
ー
ジ
)
な
ど
、
さ
ら
に

は
そ
の
反
共
政
策
お
よ
び
日
本
資
本
主

義
の
復
活
に
よ
る
日
本
の
支
配
聞
自
身

の
教
脅
反
動
化
と
い
う
複
雑
な
過
程
を

た
ど
った
。
し
か
し
、
昭
和
二
五
年
の

朝
鮮
戦
争
を
期
に
復
活
し
た
日
本
資

本
主
義
の要
請
が
、
「日
本
独
目
の
教

胃形
態
」
の名
の下
に
様
々
な
形
で
反

動的
な教
育
行
政
を
行
な
って
今
日
に

至
っ
て
いる
こと
は
、
一
つ
の大
き
な

流
れ
とし
て
一貫
し
た
も
ので
あ
る
。

い
わゆ
る講
和
粂
約
と
いわ
れ
る
「サ

ン
ソ
ラ
ン
シ
ス
コ条
約
」
に
よ
り
形
式

的
に
ア
メ
リカ
の支
配
か
ら
脱
し
た
日

本
政
府
は
、
こ
の
二
八年
に教
青
二法

(
「義
務
教育
学校
職
員
法
」
「教
胃

公
務
員
特
例法
改
悪
」)
に
よ
っ
て
、

三
一年
に
は
「地
方教
冑
行
政
の組
織

及
び
運
冨
に
関
す
る
法
律
」
を制
定
し

て
教
育
委
員
会
を
任
命
制
に改
憲
、さ

ら
に
三
十
二
年
に
は
あ
の
動
務
許集
が

断
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大

学
の
掌
握
に
関
し
て
は
何
度
か
に
わ
た

る
試
み
に
失
敗
し
て
は
き
た
が
、
教
育

界
一般
の
権
力
の
下
へ
屈伏
し
て
い
っ

た
情
勢
と
呼
応
し
て
大
学
側
が
徐
々
に

変
質
し
つ
つ
あ
る
時
、
憲
法
改
悪
を
一

応
の
到
達
点
11
飛
題
汽
と
す
る
支
配
層

は
、
再
び
大
学
へ手
を
延
ば
し
、
い
っ

き
ょ
に大
掌
を
権
力
の
統
轄
の
下
に
置

こう
と
し
て
いる
。

C

I

E

教

育

局

11
11
巨
1ー
◆
◆
11
11
11
"

が

積

極

介

入

お
年

さ
て
、太
平
洋
戦
争
の
敗
北
に
よ
っ

て明
治
憲
法
体
制
が
一
応
全
面的
に崩

壊し
た
結
果
、
大
学
の法
制
上
の地
位

は
激
笈す
る
に
至
った
。
日
本
国
憲
法

が制
疋さ
れ
、そ
の第
二
十
三条
に
「

学
同
の自
由
は
、
こ
れ
を保
障
す
る
」

と
し
て
、法
律
に
ょ
っ
て
も制
限
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
基
本的
人
権
の
一
つ

と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
の
であ
る
.
こ

れ
に
、
教
育基
本法
(二十
二年
)
、

学
校
教
育
法
(同
)
、公
選制
教
禽
委

員
会
(二
十
三
年
)
、教
青
公務
員
各

例
法
(二
十
四
隼
)
な
ど
が加
わ
り
、

そ
の
肉
づ
け
が
行
な
わ
れ
た
の
であ
っ

た
。
し
か
も
、
二
一年
に
組
織
され
た

教
肯
刷
新
委
画
会
は
、
一時
は
文
都
省

「を
脆
江
し
合
議
制
の
中
央
教
育委
員
会

一蕪

髪

齢

践

警

酷

騙

認

二
年
一二
月
二
六
日
の
第
五
〇
回
総
会

)
こ
の
よ
う
な
「民
主
化
」
の
波
が
教

育
界
を
お
お
って
い
な
が
ら
、
他
方
、

さ
ら
に
具
体
的
な
間
題
に
立
ち
入
ろ
う

と
す
る
と
占
領
軍
、
文
部
官
僚
の
激
し

い
抵
抗
に
熾
遇
す
る
。
教
甫
刷
新
委
員

会
が
二
三
年
に
第
八
三
回
総
会
で
議
決

濡

「竪
李
行
政
機
窪
関
す
る

法
律
」
は
いわ
ゆ
る
大
学
覚
埋制
度
に

{
対し
て戦
後
初
の
貝
体
策
を
提
示
し
た

も
の
であ
った
が
、こ
れ
に
対
し
て
は

C
IE
教
育
局
が
積
極
的
に
介
入
し
、

アメ
リ
カ
の産
掌
協
同
を
範
と
す
る
、

大学
に
地
域
社
会
の要
求
を
反
映
さ
せ

る
た
め
大
学外
の社
会
人
を
も
って
組

織
さ
れ
る
"理
畢
会
4構
想
を
打
ち
出

し
そ
の
坐
折
を
企
っ
た.
そし
て
、G

工
E
の
こ
の
構想
を反
映
させ
た
も
の

と
し
て
、
大
学
基
準協
会
大
学
行
政
研

究
要
貝
会
が
大
学
国
治法
案
を
提
出
し

く

認
官
と
す
る
と
と
も
に
、
学
長
楠
職

制
の
一部
を
修
正
す
る
バラ
を
同
め

た
わ
げ
で
あ
る
。

こ
のた
め
政
府
は
国
立
七
大
学
の
学

長
に
選
出
さ
れ
た
者
を
文
部
教
冒
か

ざ
と見
せ
つけ
ら
れ
て
非
鴇
に
興
妹
深

い.
特
に
教
授
会
の
構
成
に
つ
い
て
「

教
授
、助
教
授
、
再
任
講
帥
ま
で
は
是

非
入
れ
て
」
「な
お
必
要
に
応
じ
て
は

助
手
以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
を
参
加

さ
せ
る
」
、
ま
た
評
醸
員
会
と
の
関
係

ら
は
ず
し
て
「文
部
臥
」
に
任

、
こ
れ
を
こ
ん
ど
の
哩
鴇
国
会
に提

出
す
る
「七
国
立
大
穿
の
学
慢
の任

命
、
給
与
筋
例
依
茶
」
に
盛
り込
み

文
部
省
、
国
皿
争
校
な
ど
の
設
置法

や
教
冑
公
務
員
持
例
.払
を改
正す
る

と
共
に
栗
大
と
京
大
の
学
長
の俸
給

を
現
在
の
国
務大
臣
な
み
の
十六
万

円
以
下
、
他
の
五
大
字長
の俸
給
を

十
四
力
円
以
下
と
改
足し
た
い考
え

で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら大
学
畏
を
特

別
職
の
公
務蝋
にす
る
かど
う
かも

検
討
す
る
予
足
であ
る
。
(以
下
略
)

こ
の
制
度
は
咋
牡
八月
荒
木
文
相
が

教
官
の待
遇
改
茜
な
ど
と
と
も
に
明
ら

か
にさ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
一面
、
大
学
教
ざ
の
待
遇
改

善
と
い
う
意
昧
を
抽
ち
つ
つ
も
、
学
長

の高
級
官
僚
化
、
国
立
大
学
間
に
格
走

を
生
ず
る
、
な
ど
か
な
り
重
要
な
政
策

的
意
昧
を
も
は
ら
ん
で
い
る
。
大
管
伝

に
ょ
って
大
学
の
権
力
支
配
を
ね
ら
う

政
府
が
、
待
遇
改
曹
と
い
う
か
ら
め
手

か
ら
、
そ
の
意
図
を
逐
行
し
ょ
う
と
す

る
政
策
の
一環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
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大
巾
に介
入
し
て
前
述
の
よ
う
な
慧
兄

は取
り
入
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
法
梨
も
弟

一
一国
会
に
継
続
番
議
未
了
(
「バ
カ

ヤ
ロ
ワ
解
散
」
)
の
た
め
翫
産
し
π
の

で
あ
った
。
、

レ
・
バ

闘
争

、
反

"
11
11
11◆
◆
"
1111
1ー

イ

ー

ル
ズ

闘

争

さ
て
、

占
領
凱

が

開
だ
の

「
民
.⊥

}に
お
ち
出さ
れ
、
そ
の猛
威
は
大
学
の

進
歩
園
教授
11
「赤
」追
放
と
い
う
形

で
廻
っ
て
き
た
。
GI
E
教
育
局
の
顧

間
と
し
て
米日
し
たイ
ー
ル
ズ
が
各
地

に
「大学
から
赤
を
逼
放
せ
よ
/
」
と

叫
ん
だ
こ
と
から
これ
に
対
抗
し
て
行

な
われ
た
「反
イ
ー
ル
ズ
闘
争
(二
十

五
)
」稟
大
に
お
け
る
試
験
ボ
イ
コ
ソ

ト
を含
む
「レ
ソ
ド
・パ
ー
ジ
闘
争
」

(二十
五
耳
)
な
ど
、
学
生
の
先
闘
的

多
面

的

に
ズ

マ
ー
ト
4に

大
管
法
で
教
育
支
配
完
成

た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
大
学
教
授
連
合

評
麟
員
会
、
旧
帝
大
七
大
学
総
長
の
意

見
蕾
な
ど
大
学
側
の
強
力
な
反
対
運
動

によ
って
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
.
な

お
、
こ
の
時
、
結
成
さ
れ
て
間
も
な
い

全
学
連
が
、
全
学
中
執
案
を
対
置
し
て

反
対
運
勤
の
中
核
と
な
った
。

大

学

管

理
法

案

日
ー1
11
11
◆
◆

11
1-
11
1ー

は

審

議

末
了

響

そ
し
て
、大
学
蟹
理
に
関
し
て
最
も

正
圓
から
取
り
く
み
、
法
案
作
成
の
た

め
に臭
体的
に国
会
番
戯
に
ま
で
堀
り

下
げ
て
検剖
さ
れ
た
も
の
が
、
大
掌
管

理
起草
協
議会
(C
I
E
な
ど
が
中
心

に
な
っ
て組
織
さ
れ
た
も
の
)
が
二
十

六
年
三月
の第
十
回
国
会
に
捷
出
し
た

「大
学
管
理
法
案
」
で
あ
る
。
こ
の

「大
学
管
理
法案
」を
国
会
で
警
議
し

た
際
、
大
学
側
の意
見
とし
て述
べら

れ
た
〃大
学
管理
の
あ
り方
召
は
、

現
在
国
大
協
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
いる

も
の
と
比
へ
る
と
、
当
時
と
現
在
と
の

萎

側
の
釜
と
り
つ
こ
と
萎

ま
で
評
議
員
会
と
の分
離
を
佃定
し
た
こ

と
、
そ
し
て
「学生
を
含
め
た
と
こ
ろ

の
人
々
が
、
学校
の運
営
上
こ
れ
は
ぜ

ひ
と
も
必
要
」
と
いう
慧
見
ま
で
出
た

こ
と
な
ど
庄
目
に但
す
る
だ
ろ
う
.
し

か
し
、
こ
の
「大
学
営
塊
法
茶
」
も
、

草
築
か
ら
俵
案
へ
の過
程
で
文
部
旨
が

化
」
ム
ー
ド
を
作
り
出
し
な
が
ら
、占

領
政
策
の
転
換
11
冷
戦
政
策
を
反
共
路

練
で
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
し
、
二
五
ヰ
の

朝
鮮
戦
争
前
に
レ
ッ
ド
・パ
ージ
が目

本
全
土
を
震
え
あ
が
ら
せ
た
.
二
十
四

年
、
ま
ず
日
本
共
産
覚
幹
巡
の
廻
以
、

労
働
紺
合
わ
組
織
的
壊
滅
と
し
て
強
力

な反
4刈,理勤
に
よ
っ
て
こ
れ
を
排
除

す
る
こ
と
が
でき
た
.
(し
か
し
完
全

に
排除
し
た
も
の
では
な
く
、
新
制
大

学
へ
の改
変を
機
に
転
動
を
拒
否
す
る

と
戸
った
形
で弾
圧
が
加
え
ら
れ
て
い

る
)
こ
の
「レ
ソ
ド
・パ
ー
ジ
闘
争
」

「反イ
ー
ル
ズ
闘
争
」
で
特
に
庄
目
す

6醐 一 一一'一.一 一 一
塾
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教育基本法、学校教育法公布。
CIE「 国立大学地方移譲案」を発表
日教組「教育復興闘争」をよびかけ。
全国学生自治会連合、教育復興、学

授業料値上げ反対、木払運動に発雇
大学理事会法案提出さる.
教育復興闘争で全国ストライヰ。
「全日本学生自治会総連合」(全掌運)

第1回 教育委員選挙。
文鄙次冒通達 「学生の政治活勤につ

百

戦
ノ≧葡

 

後
教
育
反
動

へき
こ
と
は
、
実
力
打
動
で
起
ち
上
っ

た
学
生
や
大
学
拳
栃
職
員
の
額
牲
の
上

に
た
って
は
し
め
て
、
迫
放
を
脱
れ
得

た
の
で
あ
り
、
学
生
の
組
繊
的
抵
抗
が

占
領
軍
に
公
然
と
対
決
す
る
と
い
う
形

だ
か
ら
と
ら
れ
た
成
果
(?
)
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

高

校

過

程
ま

で

11旺
肋11
◆
◆
"
口
ほ
11

を

完

全

に
掌

握

さ
て
、
朝
鮮
戦
争
前
後
を
ピ
ー
ク
と

し
て
占領
軍
に
よ
る
労
働
巡
勘
、
民
主

団
体
、
教
胃界
への
弾
圧
が
ほ
ぱ
完

了
し
つ
つ
あ
る
時
、
こ
の
戦
争
に
ょ
る

特
窯
景
気
に
よ
って
復
活
・発
達
の
過

程
に
立
った
日
本
資
本
工
義
が
、
二
八

年
の
「サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
」
に

よ
って
形
式
的
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
独
立

す
る
ま
で
の
期
閻
を
転
換
様
々
な
反
助

立
法
を
打
ち
出
し
、
そ
の
波
の
一つ
は

教
冑
界
に
も
大
き
な
力
を
も
っ
て
遺
っ

た
.
前
血
の
「大
学
営
塊
法
案
」
が
大

学
に
対
す
る
も
の
の
一つ
で
あ
る
。

ま
た
、
文
部
省
の
省
令
制
冠
の
乱
用
に

よ
って
徐
々
に
教
育
囚
谷
を
も
規
制
し

警灘 糠 化
ついに 「大字法案」

て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
下
級
字

校
に
対
す
る
文
教
政
策
改
悪
の
一
定
の

成
果
を
蹟
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
文
教
政
策
の
反
動
化
の
勤き

で
重
幾
な
意
脈
を
も
っ
た
教
育
二法

(前
述
、
エ
九
年
)
は
、
以後
の
道徳

教
育
の
復
眉
、任
命制
教
育
会貝
会
法

(三
一年
)
、勤
務
欝
足実
地
(同
)

と
矢
っ
ぎ早
に出
さ
れる
反
動
文
教
政

策
の
端
初
と
な
った
。
こ
の過
裡
の
文

教
の
元
全
な権
力
統
制
は
、
憲
法
・教

育
嵐
本法
など
が保
障
し
た
「学
間
の

目
由
」
を
大脇
に侵
触
し
、
強
力
な
反

対
遡
鋤を
押
し
切
って
教
脅
界
の
質
的

転換
をも
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
し
が

も
、下
級
字校
を
土な
対
象
と
し
た
こ

れ
ら
一連
の政
策
の
反
映
と
し
て
前
述

の
よ
う
に大
学
の教
育
内
谷に
変
化
を

も
た
らし
、道
徳
教
育
復
沽
に
と
も
な

っ
て
「教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
」

(三
四
牛)
によ
り
、
小
中
学
校
教
諭

の
免
計状
を堂
け
よ
う
と
す
る
学
生
は

、
大学
にお
い
て
道
徳
敦脅
を
履
修
し

な
け
れ
ば
なら
な
い
とし
て、
大
学
が

道
徳
敦
角
に関
す
る
講
義
を
開
訓
せ
ざ

る
を得
な
いは
め
に
遺
い
こ
ん
だ
こ
と

な
ど
は
そ
の
典型
であ
る
.

財

政

面

か
ら

も

"
11
"
け
◆
◆
11
11
-1
11

"
自

治

"
を

侵

害

.
こ
の
♪,
り、は
厚に
ょ
る
文
教
政

策
の
反
動
化
貰徹
の
一方
、
大
学
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
の
方向
から
「自
治
」

の
慢
嵜
が行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
そ
の
形態
の多
様
性
によ
り、
戦

前
の
「自
治
」優
轡
と
は
異
質
の面
を

多
く
持
っ
て
い
る
.
そ
の
代衰
的
な
も

の
と
し
て
文
部
省
が
財
政
的
に
介
入

し
、
予算
編
成
の面
か
う
大学
を
掌搬

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
熊
本大
学
にお

の
歴
史

腿
難
灘
灘
韓
蛇

ら予
算
画
で
不
利
な
取
り
扱
い
を
堂
け

る
と
し
て
文
部
冒
僚
(黒
田
現
学
畏
)

を
迎
え
入
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
大
学
側

自
身
も
非
難
さ
れ
る
へ
き
も
の
だ
が
、

間
接
的
か
つ
大
学
側
の
崩
い
側
旧
を完

醗灘
瓢購
墜

　

割
強
の
予
算
編
成
の
実
椎
を
又
部冒
僚

一

が
握
って
い
る
と
い
わ
れ
て
い
るが
、

戦
前
に
な
い
(
「大
学
特
別
会
剖
法」

は
二
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
では
一一

、
旧
大
帝
偏
虫
で
は
あ
っ
た
が予
算
圓

で
大
学
側
の
力
は
か
な
り
存
仕
した
)

形
態
の
"ス
マ
ー
ト
σ
な
「自
治」
侵

嵜
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
法
案
の改
悪

な
ど
の
基
礎
的
な
圓
で
の
反
動
化
に
と

も
な
って
、
文
都
省
、
警
祭
、
ヒ
級
嶺

縫

離
蕪

縫醤が行
一

大盤
器
馨
蘇

駿
一

の
不
備
に
対
し
て
文
部
権
力
ま
た
は
旧

帝
大
な
ど
の
圧
力
に
よ
る
も
の
も
多
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

国
大
協
の
発
想
の
基
盤
と
も
な
っ
で
お

り
、
大
学
側
の
対
立
を
文
部
省
が
さ
ら

に
利
用
す
る
こ
と
に
も
な
って
い
る
。

教

育

反

動

化

の

"
け
11
11◆
◆
11"
11
11

総

仕

上

げ
期

へ

と
こ
6
で
、
二
六
年
に
「大
学
醤
躍

法
」
が
流
産
し
た
こ
と
に
対
す
る
文
部

省
の
反
省
は
、
以
後
省
令
と
い
う
形
で

個

に々
反
勘
化
を
実
現
さ
せ
て
い
く
と

い
って
も
そ
れ
に
は
一定
の
限
界
が
あ

り、
彼
ら
に
は
常
に
総
会
的
中
央
集
櫨

的
な
大
学
の
楢
力
支
配
を
も
く
ろ
ん
で

管
管
杭
築

鶴

腿

講

管
構

撹
道

管

水
水
鋼
鋼◇

翻酒#錐:【 断
申芳井酒取締役社長
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゜
窟
都大
学
は
創
立
以
来
、
学
問
の
自
由
、
大
学
の
目
治
擁護
のた
め
に
、
全
国
の
牽

の
先
頭
を
き
って
政
治
権
力
と
闘
っ
て
きた
輝
や
か
し
い
歴
史

駈

.
を持
って
い
る
.
し
か
し
、
大
学
自
治
の
原
則
に
基
い
て
学内
か
ら公
選
さ
れ
る
総
長
の
選
挙
橿
は
教
授
し
か
持
って
お
ら
ず、
こ
の点
で
は
全
大
学

"

で最
も運
れ
た
段
階
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
選
挙
裡
拡
大
の
逗
動が
行
なわ
れ
て
き
た
が
、
い
つ
れ
も
災
現
し
て
い
な
い
。
全
国的
にも
学
畏
選

.

●・
挙
権拡
大
を
含
む
学
園
民
主
化
の
運
動
は
行
な
わ
れ
て
い
る
が、
万
一、
大
管
法
が
通
れ
ぱ
、
こ
れ
ら
の
運
動
も
挫
折
す
る
こ
と
に
な
るだ
ろ
う
。
学

長
選
挙権
拡
大
運
勤
が
、
い
わ
ば
大
学
の
民
王
化
の
一つ
の大
き
な勤
き
と
し
て
庄
目
さ
れ
て
き
た
が
、
貝
体
的
に
大
管
法
が
、
成
立さ
れ
ばす
ぐ
に

粥

.,
我
々
に迫
って
る
問
題
と
し
て
こ
れ
を
見
る
時
、
大
冒
法
の持
つ反
勤
的
な
側
囲が
よ
り
露
わ
に
な
る
だ
ろ
う
。

凹
後
、
学
内
民
主
化
運

動
の
機運
に
の
って
、

多
く
の
大学
で
学
長
選

挙
橿
が
拡
大
さ
れ
た
。別
項
に示
す
と

お
り
、
教
授
だ
け
が
選
挙権
を持
って

い
る
の
は
泉
大
の
ほ
か
四
大掌
にす
き

ず
、
大
部
分
の
大学
では
助
教
授
、
あ

る
い
は
専
任
講
師
や
助手
以
上
ま
で
拡

大
さ
れ
て
い
る
。
学生
や
、
事
務
職
員

も
持
っ
て
い
る
大学
も
あ
る
。

各
大
学
学
長
選挙
権
有
権
者
の
範
囲

【教
授
だ
け
】
阪大
、
京
府
医
改

粟

美
大
、
山
ロ
大、
漿
大
(五
校
)

【教
授
、
助
教授
】寅
大
、
名
大
、
粟

北
大
、
高
知
大、
関
学
大
(五
校
)

【教
授
、
助
教
授
、
専任
講
師】
北
大

神
大
、
奈
良
学
大
、熊
本
大
、
佐
闘
大

香
川
大
、
愛
媛
大
、横
浜
市
大
、
横
浜

国
大
、
千
粟
大
、
山
形
大
、北
学
大
、

整
蘭
エ
大
、
阪
女
大
、
三璽
大
、
阪
学

大
、
島
根
大
、
岐
阜
大
、
静
岡
大
、胃

山
学
院
大
、
新
潟
大
、
讐
山
大、
農
工
'

大
、
九
工
大
、
冨
崎
大
、
小
樽
商
大

囚
上
の
表
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
大
部
分
の
大
学
で

は
講
帥
以
上
に
選
挙
権

国
北
大
の
場
台
は
、
昭
和

二十
一
年
二月
の総
長

選
挙
の
際
、
助教
授
が

図
た
も
っと
も
最
近
に
学

生
に
ま
で
選
挙
橿
を
拡

大
し
た
神
戸
大
は
昨
年

六
月
二
十
八
日
、
折
か
ら
問
題
と
な
り

は
し
め
た文
部
省
の大
学
智
埋
制
度
改

革
の方
向
と
ま
っこ
う
か
ら
対
立
し
て

同
大
学
学
長
選
話
規
程
検
討
委
員
会
が

①学
生
、
職
員
に
学
長
候
補
者
の
推
薦

権
を
与
える
②
助
手
に
も
選
挙
権
を
与

える
③
リ
コー
ル
制
を
実
施
す
る
ー
と

注
目
さ
れ
る
神
大

騨
諜

(二
八
校
)

【亭
務
冨
、
助
手
を
含
む
】
九
大
、
粟

農
大
、
阪
外
大
、
都
立
大
(八
校
)

【全
職
員
と
掌
生
】
岡
大
、
立
命
大
、

神
大
、
一檎
大
(拒
台
選
挙
権
)
(四

校
)【特

殊
な
制
度
】
慶
大
、
早
大
、
隅
修

大
(三
校
)

が与
え
り
れ
てお
り
一橘
大
で
は
バ
カ

月
以上
在
脱'し
た
字生
に
は
拒
舎
選
挙

樒
が与
えら
れ
て
いる
。
こ
れ
は
推
薦

委員
会
が
選
んだ
三人
の候
補
着に
対

す
る
適不
適
の投
票
で、
学
生
有
権
者

の
三
分
の
二
以上
の拒
臼投
票
に
よ
っ

て
候
補
首
は椎
利
を
はく
愈
さ
れ
る
。

加
わ
って
お
り
、
学
部
の
教
授
会
に
も

助
教
授
が
笑
績
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

北
大
で
は
二
十
四
仕
の
選
挙
の
時
、
助

教
授
も
疹
加
、
二
十
五
年
の
選
挙
で
講

師
ま
で
拡
が
っ
た
。
教
授
会
に
講
師
も

出
席
し
て
い
た
こ
と
が
、
主
要
な
縄
由

と
な
って
い
る
。

い
う答
申
を
ま
と
め
て同
大
掌
協
、誠会

に報
告
し
た
。
同
協
議
会
の結
論
が
出

る
のは
次
期
学
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
る

今
年
十
二
月
前
後
と
み
ら
れ
て
い
る
。

大
で
も
、
ず
っと
以
前

か
ら
、
選
挙
権
拡
大
の

運
勤
が
航
け
ら
れ
てき

た
。
古
く
は
簡
養
学
長
の頃
に
も運
動

は
あ
った
が
、
学
部
長会
議
で
三対
四

で
否
決
さ
れ
、見
送
りと
な
った
。
服

部
字
長
の任
期
終
了頃
も
、経
済
学
部

、
理
学
部
、人
文
科
研
の有
志
助
教
が

署
名
を
集
め
た
が
、
こ
れ
も実
現
し
な

か
った
。
そ
の
後
、
昭
和
三十
年
の第

二
期
の
滝
川
総
畏
の
時、
今
度
は
職
員

組
合
が
学
内
民
主
化
運
勤
の
一環
と
し

て
、
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
。職
組

内
部
に
、
助
手
、
專
任
謂
師
、
助教
授

代
表
に
よ
る
「学
長
選
挙
権拡
大委
員

会
」
が
設
け
ら
れ
全
京
大
職
員
を対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
った
。
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
約
二
割
の
回答
者
の
う

ち
、
八
割
が
助
手
以
上
の
全
教
冨
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
滝剛

総
長
自
身
が
担
大
に
は
反
対
で
結
局同

総
長
の
任
期
中
に
は
、
成
果
は
上
ら
な

か
った
。
三
十
三
年
頃
か
ら
理
、
経
、

法
な
ど
の
有
志
助
教
授
が
問
題
の研
究

を
進
め
、
三
十
四
年
四
月
に
は
「学良

選
挙
横
拡
大
発
起
人
会
」
が
結
成さ
れ

現
在
に
至
って
い
る
。
各
学
部
、
研
究

所
の
助
教
授
、
蓉
任
講
帥
か
ら
一人
ず

つ
委
員
が
選
ば
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

。
選
挙
権
拡
大
の
目
纒
は
助
教
授
、
尊

任
講
帥
ま
で
で
あ
る
.

い
た
。公
然
と
問
題
を
提
出
し
た
の
は

三
一隼
淘
瀬
文
部
大
臣
で
、
彼
は
八
月

四目
付
の
読
弛新
聞
で
「文
鄙
大
臣
の

大
学
に対
す
る
貞
任
と
血
曹
権
を
明
ら

か
にす
るた
め
大
掌
の
目
治
に
つ
い
て

再
検
討
し
た
い
」
と
酷
った
。
そ
し
て

、警
蹴
法問
題
、
安
保
条
約
反
対
運
動

に蜜
要
な役
割
を
果
し
た
宇
生
煙
勤
に

対す
る
弾
圧
を
表
雷
板
と
し
て
、
三
五

年
五月
二
五日
、
松
田
文
相
は
甲
央
教

育
審
議
会
に対
し
「大
学
教
宵
の
改
警

に
つ
い
て
」と
い
う
晒
間
を
発
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た。

こ
の
よ
う
な政
肘
の
な
み
な
み
な
ら

ぬ
野
望
が昨
年
五
月
二
五
日
の
池
田
発

=
眉と
な
っ
た
。
以
後
、
申
馨

の
原

案
、
国大
協
案、
申
教
響

申
案
と
矢

つ
ぎ
早
に
大
学
管
理
問
題
に
関
す
る

「案
」
が提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対

す
る
反
対
璽勤
が大
き
曳
展
開
さ
鴫

た
。
そ
し
τ現
在
、
第
四
三
通
常
国
会

を
削
に
し
て
い
よい
よ
大
き
な
転
機
を

む
か
え
よ
う
とし
て
い
る
。
ζ
れ
ま
で

簡
車
に
触
れ
てき
た
よ
う
に
、
朝
鮮
戦

争
を
戯
に反
動
化
の第
一回
目
の
手
術

が
成
功
し
て
、ほ
ぼ大
学
以
下
の
教
育

界
を
箪握
し
てき
た
権
力
が
、
今
、
残

る
大
学
を第
二
の手
術
と
し
て
、
し
か

も
、
憲
法改
愚
を当
面
の
集
約
点
と
す

る
よ
つ
な
戦後
史
の
一大
転
換
期
に
ζ

れ
を
行
な
お
う
とし
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
間
題
の
大き
さ
、
こ
れ
にょ
る
大

掌
の
変
質
(国
大
協
など
は
す
で
に
半

ば
椎
力
の下
にあ
る
と
い
って
よ
いが

⊥
辻
・認
乱
9問
題
、
国
大
協
案
の
内

答
)
を
最
も
強く
表
現
し
て
いる
と
い

って
よ
い
。

45・10私 立上野高女・水戸高校など全国的
に学園民王化、軍国主義的教授の罷免を要
求してストライキ闘争に突入.遍放教授の
復盾をかちとる。

47・12・1ゼ ネスト宣言.マ ツカーサー
に弾圧さる。

47・1「 全闘東連合学生大会」を皐后前人
民広場で開催、40校・29000人絡集.「学園
民主化」「教育復興」の二大スローガンでデ
モ.

47・3

47・12

48・148
・2

生生活の健全化を要求。
48・3

48・3

48・6
48・9

結成さる。
48・10
48・10
いて」

48・10畏 野、秋田師範に対する政治的弾圧
自治会活動の破壊が学校当局により行なわ
る。

48・10文 部省より「大学法猷案要網」が諮
問機関である教育刷新委員に提出され、ユ1
月17日文部省より公衰.

48・11国 立大学総長会議で「鼠大案」(南
原案)発 表。

48・11全 学連「大学法学生案」を発表。修
正案を激しく非難。

49・3

49・4

49・5

「大学法対策全国協議会」結成。
1日大学伍反対全国同盟豊校成功。
1日より全学雌

より24Eiにヨ三る3週聞
闘わる。24日、政府は
の国会上程とりやめる.

49・531日 より大学法闘争に対する学校当
局の弾圧開始、策大30人余の停学処分.経
済・文学部は即日、無期限ストに突入。

49・7C工E、 大学教脅顧閻W・G・ イー
ルズ博士、新潟大学において 「共産主義者
の教授とスト学生を直放せよ」と勧告.

50・1全 学運、教育防衛闘争から、全面謂
和と平和擁護闘箏に転換.

50・4九 州大。反イールズ闘争.
50。5菓 北大・反イールズ閻争.
50・625日 、朝鮮戦萌勃発.
50・99月 より10月にかけ、稟大駒場を中
心とするレノド・パージ反対訊験ボイコソ
ト闘争。さらに10・5レ ・パ反対全郡ゼネ
ス トで爆発。

50・10文 部省、大学教授の適格審査を行う
ことを決足.

51・2大 学管理法・教脅公務員特例法改正
・学校教育法 ・学徒援護本法の四法案を国
会上程。8日、都学運、雨中の国会構内集
会を敢行。

51・11駅 大天畠行幸畷件。
52.7石 皮防法成y二〇
52・12大 学法案(第3次案)発表。全学連反
対闘争をほとんど組めず。

53・3
55・2

立 。

55・2
56・1

バカヤロー解散で、大学法審膿未了
教爵二法、国会に上程.教脅二法成

策大σを中心に反対運動。
σ・教甫大・お染大など4000人の授菜料値上

56i1騨 姦 肴萎鍵 囎 郷 盤碓立する
56・11愛 媛県教委、動務評定実施。
57912「 動評反文寸●民ヨ三教育擁臨隻」闘争。
全国教育系学生五万決起。

57・12

58。4

58・5

文部雀「社会科」を改訂。
国猛大学投漿料値上げ公表。直ちに

2月2日 、聚大

日教組、勤評反対「非常事態宣邑」。
都教育、勤評を強行。
5・15核実験阻止、勤評反対企学連

統一行動に30万人参加
58・6

58。8

58・9

勤評和歌山・高知闘争
文部省、道徳教育を義務制とする。
勤評で全国統一行動(15日).遠 徳

講習会阻止闘争。
59・6安 保閾争。
61・4掌 生部次接制反対闘争.
62・5池 田首相「大学管理法を考慮」と発藷
62・6大 管法反対で各自治会、ストライキ
授業放棄闘争.
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第
二
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任
免
、
分
限
、
懲

戒
及
び
服
務

第
一
節

大
学
の
学
長
、
教

員
お
よ
び
部
局
長

(採
用
お
よ
び
方
法
)

第
四
条

①
学
長
お
よ
び
部
局
長
の
採

用
な
ら
び
に
教
員
の
採
用
お
よ
び
昇
任

は
選
考
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
選

考
は
大
学
管
瑠
機
関
が
行
う
.

②
前
項
の
選
考
は
、
学
長
に
つ
い
て

入
格
が
高
潔
で
、
学
識
が
す
ぐ
れ
、
か

つ、
教
育
行
政
に
関
し
識
見
を
有
す
る

も
の
に
つい
て
、
大
学
管
理
機
関
の
定

め
る
基
準
に
よ
り
、
学
部
長
に
つ
い
て

は
当
該
学
部
の
教
授
会
の
議
に
基
き
、

教
員
お
よ
び
学
部
長
以
外
の
部
局
畏
に

つい
ては
、
大
学
管
理
機
関
の
定
め
る

基
準
に
ょ
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。(転

任
)

第
五条

①
掌
長
、
教
員
お
よ
び
部
局

長、
大
学
管
理
機
関
の
審
査
の
結
果
に

よ
る
の
で
なけ
れ
は
、
そ
の
意
に
反
し

て転
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

②大
学冒
理
機
関
は
、
前
項
の
審
査

を行
な
う
に当
っ
ては
、
そ
の
者
に
対

し
蓄
の
嶺由
を記
載
し
た
説
明
轡
を
交

付
し
な
け
れ
は
なら
な
い

③
大
学
管
理機
関
は
、
審
査
を
受
け

る
者
が
、前
項
の説
明
醤
を
受
領
し
た

後
、
一四
日
以内
に請
求
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
省
に対
し
、
口頭
ま
た
は
欝

面
で
陳
述
す
る
機会
を
与
え
なけ
れ
ば

な
ら
な
い
。

④
大
学
管
埋機
関
は
、
第
一項
の審

査
を
行
う
場
合
に
お
い
て必
要
が
あ
る

と
認
め
る
時
は
、
参
考
人
の出
頭
を求

め
、
ま
た
は
そ
の
意見
を懲
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑤
前
三
項
に
規
足
す
る
も
の
の
ほ
か

第
一項
の
審
査
に
関し
、必
要
な學
項

は
大
学
冒
埋
磯
関
が
」仙め
ゐ
。

(降
任
お
よ
び
免
職
)

第
六
条

①
学
浸
、教
員
お
よ
び
鄙局

長
は
、
大
場
留
理
櫛
閲
の
審
貨
の紬
果

に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
意
に

反
し
て
免
職
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。教

員
の
瞬
任
に
つ
い
て
も
、
ま
た同
様
と

す
る
。

②
第
二
条
弟
二
現
か
ら
第
五
項
ま
で

規
冠
は
、
前
項
の
鴇
蛮
の
場合
に準
備

す
る
。(休

戯
の
期
間
)

第
七
条

学
長
、
教
員
お
よ
び
鄙
局
長

の休
職
の
期
間
は
、
心
身
の
改
陣
の
た

め
長
剃
の
休
養
を
曇
す
る
易
台
の
休
職

にお
い
て
は
個
々
の
勘
台
に
つ
い
て
大

学
管
〆
機
関
が
ズめ
る
。

(任
期
お
よ
び
停
年
)

第
八
条

学
畏
お
よ
び
那
局
畏
の任
期

に
つ
いて
は
大
苧
営
"
機
関
が
足
め
る

(懲
戒
)

第
九
条

①
牛
長、
教
員
お
よ
び
部
局

長
は
大
㌣
管
d
横
関
の
掛
査
の
結
果
に

よ
る
ので
な
け
れ
は
、
趣
戒
処
分
を
受

け
るこ
ζは
な
い
。

②
第
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で

の規
定
は
、
前
項
の
審
査
の
場
合
に
準

用
す
る
。(任

命
擢
者
)

第
十
条

大
学
の
学
長
、
教
員
お
よ
び

部
局
畏
の
任
用
、
免
隙
、
復
職
、
退
聰

お
よ
び
懲
戒
処
分
は
、
大
掌
醤
輝
櫛
関

の申
出
に
基
い
て
、
任
命
椎
壱が
行
う

(服
務
)

第
一
一条

①
国
立
大
学
の
学
長
、
教

員
お
よ
び
部
局
畏
の
服
務
に
つ
い
て
、

国
家
公
務
員
法
(昭
和
ニ
ニ
年
法
律
鍋

一
二〇
号
)
第
九
六
条
第
一項
の
根
本

基
準
の実
施
に
関
し
、
必
要
な
嶺
項

は
、同
法
第
九
七
条
か
ら
第
一〇
五
余

ま
で
に定
め
る
も
のを
除
い
て
は
、
大

学
管
理
機
関
が
尼
め
る
。

②公
立
大
学
の字
長
、
教
員
お
よ
び

部周
長
の服
務
に
つ
いて
、
地
力公
務

員
法
(昭
和
二
血年
法
律
第
ニ
ハ
一汚

)第
三
〇粂
の根
本基
準
の笑
施
に
闘

し
必
要
な
事項
は
、
第
二
一条
の三
、

第
一頂
、並
び
に地
力公
務
員
法
第
三

一条
か
ら
第
三五
宋
ま
で
、
第
三七

条
、第
三
八
条
お
よ
び第
五
二
沢に
疋

め
る
も
の
を
除
い
て
は
、
大
ウ管
理
機

関
が
足
め
る
。

(勤
務
成
績
の
評
定)

第
=
一条

①
学
長
、教
員
お
よ
び
都

局
長
の
動
務
成
績
の
評
定お
よ
び
計
足

の
紬
果
に
応
し
た
借趙
は
、
大
学
冨
理

機
関
が行
な
う
。

②
前
項
の
勤
務
成績
の評
足は
、
大

学
冨
理
機
関
が
定
め
る基
準
に
よ
り
、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。・

(大
学
管
理
機
閲
等
の読
誉)

第
二
五
条

こ
の法
律中
「大
掌
留
埋

機
関
」
と
あ
る
の
は
、
当分
の闘
、
次

の
各
号
の
区
別
に
従
っ
て
翫み
愁
る
も

の
と
す
る
。

①
弟
四
粂第
一項
に
つ
い
て
は
、学
艮

に
あ
って
は
「評
議
組
(
一個
の
争
部

を
置
く
大
学
に
あ
って
は
教授
会
の
構

成
員
、
以
下
同
)
お
よ
び
部局
長
で構

成
す
る
弦
議
(協
譲
会
と
い
う
。
以
下

同
)
」
、
部
局
畏
に
あ
っ
て
は
「
学

長
」
、
教
貞
に
あ
って
は
「教
授
宏
の

謡
に
基
き
与
畏
」
。

②
第
四
条
第
二
項
中
、
学
長
の
選
考
に

関
す
る
部
分
、
第
七
粂
、
第
八
粂
第
一

項
、
第
一
一条
お
よ
ど
第
一二
条
第
二

項
に
つ
い
て
は
、
「協
議
会
の
護
に
継

き
」
。

③
第
四
条
第
二
項
中
、
教
員
お
よ
び
学

部
長
以
外
の
部
局
長
の
選
考
に
関
す
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
教
員
に
あ
っ
て
は

「評
義
会
(
一個
の
学
部
を
置
く
大
学

に
あ
って
は
、
教
授
盆
、
以
下
同
)
の

議
に
基
き
字
長
」
。　

④
第
五
条
、
鯖
六
条
お
よ
び
第
九
桑
に

つ
い
て
は
、
学
長
に
あ
って
は
「協
議

会
」
、
教
員
に
あ
って
は
「評
桑
ム」

部
局
畏
に
あ
って
は
「学
畏
」
。

⑤
第
八
条
第
二
項
に
の
い
て
は
「学

長
」
。

⑥
第
一〇
粂
に
つい
て
は
「学
畏
」

⑦
第
一
二条
第
一項
に
つ
い
て
は
、
学

長
にあ
って
は
「協
誠
会
」
教
員
お
よ

び学
部
長
に
あ
って
は
「教
授
芸
の
.威

に基
き学
畏
」
学
部
長
以
外
の
部
局
長

に
あ
っ
て
は
「学
撹
」
。

庄
、第
一〇
傑
中
「任
命
極
者
」
と
あ

る
のは
、
公
y大
曙
の
学
長
、
教
員
お

よ
び
鄙局
長
に
つい
て
は
、
当
分
の

聞
、
「そ
の
大
学を
設
罎
す
る
地
力
公

共
団体
の長
」と
勘み
飴
る
も
の
と
す

る
。

学
校
教
育
法

第
一章

総
則

【学
校の
殴置
基
準
智

第
三
条
学
校
を
設
罎
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
学穣
の穏
類
に
応
し
、
監
留

庁
の
冠
め
.φ
設備
、
編
成
そ
の他
に

関
す
る
設
直墨
準
に
従
い、
こ
れ
を

設
置
し
な
け
れ
は
なら
な
い。

【校
長
及
び
教
員の
資
琳

第
八
条

校
畏及
び教
員
(教
肯
職
員

免
詐
法
の
憩頂
は
、別
に法
律
で足

め
る
も
の
の
は
か
、
監
醤庁
がこ
れ

を
定
め
る
。

【学
生
生
徒
等
の懲
戒
】

第
十
一条

枚
良
44
び教
・貝は
、教
再

上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

監
暫
庁
の
疋
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

学
狂
、
生
従
及
び
児
重
に
懲戒
を加

え
る
こ
と
が
で
砦
る
。
た
だ
し
、体

罰
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五
葉
「大
学
」抜
粋

突
字
の
目
毘

一第
五
十
二
粂

大
学
は
、
学
鮒
の
中
心

一と
し
て
、
広
く
知
識
を
授
け
る
と
と
も

に
、
深
く
野
門
の
学
芸
を
教
授
研
究

し
、
知
的
、
道
徳
的
及
び
応用
的
能
力

を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
目的
とす
,Q。

【大
学
の
職
員
】

第
五
十
八
条

③
学
長
は
、枚
務
を
箪

り
、
所
属
職
員
を
統
糧
す
る。

④
教
授
は
、
学
生
を
教
授
し
、
そ
の研

究
を
指
導
し
、
ま
た
は
研究
に従
事
す

る
。【教

授
会
】

第
五
十
九
粂

大
学
に
は
、
亟
要
な串

項
を
鴇
諏す
る
た
め
、
教
授
会
を
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
教
授
会
の
組
織
に
は
、
助
教
投
そ
の

他
の
職
員
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【公
私
立
大
学
の
監
督
庁
】

第
六
十
四
染
公
立
ま
た
は
私
V
の
大
学

一は
、
文
部
大
距
の
阿轄
と
す
る
。

第
九
章
罰
則

【監
暫
庁
の
経
過
遭
置
】

第
百
六
条

第
三
単
、
第
八
条
、
第
十

一粂
、…
(略
)
:の
駈
暫
庁
は
当

分
の間
、
こ
れ
を
文
鄙
大
臣
と
す

る
。た
た
し
、文
部
大
臣
は
.
政
令

の
足
める
と
こ
ろ
に
よ
り
、
せ
の
椎

限
を他
の
監暫
庁
に
委
仔
す
る
こ
と

が
で
き
る。

■

ヤ
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▽倉
敷
レ
ー
ヨン

井
上
和
之
、
前
田

一
彦、
松
本好
正
、
吉
田
隆
齢

▽
日本
板硝
子

福
田
靖
彦

▽大
和
銀
行

勝
田
島
宏
、
本
田
恭
一

▽
大
阪瓦
斯

大
塚
孝
士
、
小
松
孝
之

中
熊
靖

▽
武
田
薬品

斉
藤
幸
男
、
武
田
功
、

田
中
健

▽
住
友
商
學

南沢
昭
夫
、
宮
木
靖
雅

辰
己
佳
樹
、
安
川浩
、
高
野
荘
三
、
神

服
巌

▽
川
崎
製
鉄

杉村
置

▽
ダ
イ
ハ
ツ

松村
武
彦

▽
神
戸
銀
行

香
川高
昭、
亀
井
弘
明

松
村
孝
雄
、
谷
本
正懲

▽
三
井
銀
行

高橋
鋭

▽
朝
日
毒
潤

西
川菅
雄

▽
住
友
儒
駈
銀
行

二
谷明
紀

▽
住
友
生
命
保
険
辻
知
之

▽
住
友
窟
鷹

安
部正
一

▽
北
陸
銀
行

市
谷
幸
雄

▽
日
本
不
助
産
銀
行

福
由康
男
嘱
震

山
隆
治

▽
中
器
旧託
銀
行

衛
藤璽

▽
日
本
電
信
電
鯖
公
社
比
嘉
章
泰
、

藤
沢
正
徳
、
飯
塚
隆
一、
西墳
晃

▽
富
士
銀
行

尾
関
頁
一郎
、
吉
宮

啓
祐

▽
三
井
物
産

田
中
洋
、
深尾
紀
嘗
、

松
本
順

▽
帝
国
人
絹

山
本
和
生

▽
三
菱
化
成

田
中
康
敬
、
田畑
美
勝

▽
ト
ヨ
タ
自
動
軍
販
売

江野
畑
浩

司

丸
橋
紀
夫

▽
新
三
覆
重
工

新
井
竜
夫
、福
田
泰

明
、
三
巻
弘
忠
、
砥
木
紘
一

▽
富
士
製
鉄

川
戸
健
、
片山
剛
之
、

倉
八
敏
之
、
高
田
宏
文

▽
北
海
遵
拓
殖
銀
行
荻
田佳
二郎
、

堤
坂
高
次
、
高
野
橋
幸
三

▽
古
河
電
工

堤
健
英

▽
日
杢
夏酒

▽
第
姦
行

▽
八
幡
鐙
冨

▽
三
和
銀
行

岩
永
昂

磯
島
宏

松
本
陳
正

大
阪
茂樹
、
中
山孝
、

松
浦
功
、
田
賀
璽

▽
岩
井
産
巣

▽
徳
山
響
逮

▽
山
村
硝
子

▽
宇
部
興
産

▽
日
漕
紡
績

▽
日
立
製
作
所

和
田
栄

二▽
菓
洋
紡
績

福
島
稔

▽
神
戸
製
鋼

岩
石
巽

▽
旭
硝
子

松
永
久
数
、松
田健

▽
住
友
化
学

井
原
宏
、前
沢
勲

▽
三
菱
銀
行

安
井
耐
介
、康
成
達
器

▽
松
下
曜
器

申
村
宏
、
腰本
昌
志

▽
日
本
興
産
鎖
行

奥
山豊

▽
閑
洋
慣
託
銀
行

村瀬
賢
三

▽
住
友
金
属

財
津
圭
佑
、
萱
原功
也

中
51
晴
久
、
和
田
渉

▽
大
阪
商
船

竹
村
治
、
西矢
満

▽
日
本
開
発
銀
行

今
井
穣

▽
粟
海
銀
行

荒
木
康
允
、辰
巳晃

　
　
　
　
ぼ

　
バ
ほ
い

羅

ザ

▽
日
本
電
舞

杉
原
潮
司
、
吉原
稔

▽
日
本
鋼
管

杉
本
鰯
男
、
漂
昭鮭

　
お
　
　
　
フ
ィル
ム

　
ダ　
　
ジ

覇

高

▽
安
田
眉
託
銀
行

足
立
吉
久
、
大
畑

浩
志

▽
積
水
化
学

西
村
紀
明
、
藤
井
徹
志

三涌
啓
作
、
吉
木
茂
滲
、
吉
沢
義
則

▽
神
戸
市
役
所

大
前
栄
仁

▽
大
蔵
省

川
上
垂

北
条
栄
造

今
鶴

一

岡
本
文
夫

時枝
節生

丸
島護

本
霧
掲
載
分
は
、
一月
十
九
日
現

在
の
も
の
。
以
後
判
明
し
た
分

は
、
三月
上
旬
に
掲
載
致
し
ま

す
。
進
学
者
に
つ
い
て
は
省
陥
、

医
学
部
お
よ
び
農
林
生
物
学
科

は
、
全
員
進
学
で
掲
載
分
な
し
。

ま
た
工
業
化
学
科
、
電
子
工
学
科

は
不
明
、
燃
料
化
学
科
は
、
教
室

の
方
針
に
よ
り
氏
名
の
発
表
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

冶
金
学
科

▽
八
幡
製
鉄

八島
一瞬

▽
神
戸
市
役
所
垂
水
英
司

鉱
山
学
科

▽新
三
淺婁
↓
浅
野
籍
之

▽
三
井
三
池
製作
所

今
井
英
雄

▽
日
本
コ
ン
デ
ン
サ

吉
武
正
輝

▽
野
村
証
券

小
川
由
路
、
渡
辺
紘
一

▽
住
友
機
械

奥
野
由
治
、
川
臆
清
治

▽
い
す
＼
目
勤
遡

武
慶
知
野
、
望月

秀
男

▽
鍾
淵
紡
績

小
林
宏

▽
日
本
專
売
公
社

黒
沢
夫

▽
三
菱
躍
機

園
国
男

▽
東
芝
蟻
気

藤
沢
完
治
、
山
下
俊
一

吉
峯
敏
行

▽
菓
京
電
力

菊
池
孝
、
百
瀬
幸
也

▽
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

宋
谷
竜司

▽
日
広
石
油

森
下
和
弘
、
森
下
陽
一

▽
三
菱
商
事

麻
田
淳
彦
、
仲
田
道
彦

▽
北
陸
懸
力

富
田
邦
男

▽
皿罧
省

米
田
博
正

▽
大
阪
市
役
所

井
垣
康
弘

▽
労
働
省

伊
藤
欣
士

▽
日
本
国
有
鉄
道

高
橋
紀
夫

▽
目
本
躍
池

中
村
孝
宏

▽
閑
洋
レ
ー
ヨ
ン

西
田
元
紀
、
畢
野

不
二夫

▽
日
本
勧
糞
銀
行

小
川
弘
繭
、
矢
部

又
資

▽
産
経
新
聞

平
野
景
衡

▽
大
阪
中
央
放
送
局

前
田
隆
弘

▽
建
設
省

黒
川
弘
、
藤
田
健
次

▽
東
燃
油
化

河
田
正
孝

▽日
立
金
厨
、
茅
騨
勝
利

▽中
小
企
業
金
融
公
庫

広
常
弼
一

,

9

▽川
崎
璽
工

阿
二
真
三
郎

▽川
崎
航
空
機

井
川
漕
次
、
寺
沢
孝

夫▽安
田
生
命
保
険
相
皇

上
団
公
一

▽大
阪
府

藤
川
康
典

▽小
松
製
作
所

田
中
稔

▽大
和
証
券

前
田
洋
二

▽パ
イ
オ
ニア

鎌
田
正
敏

▽通
産
省

麻
生
岐

▽ト
ヨタ
軍
体

山
本
智
誉

▽日
本
生
印保
険
相
互

青
木
孝
弘

▽住
友
海
上
火
災

片
井
直
温
、
畏
谷

川
忠雄
、
山
ロ
恒
生

▽
キ
ャノ
ン
カ
メ
ラ

緒
林
康
孝

▽日
不通
運

牧
野
正
昭

▽大
日
一牟塗
科

樋
上
義
治

▽ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
工
亭

山
本
扶
宜

▽旦
小水
産

市木
濫
夫

▽
閑
京海
上
火
災

斎
腺
元
孝
、
島
み

智之
、高
梨
忠
久

▽博
報
堂

尾
乎弘
尚
、
堀
川
紀
年

▽大
日
蹴
線

御
薬
袋
笑

▽
大成
建
殴

篠
竹
正
夫

▽
石川
島
播
磨
璽
工

畏
村
雅
博

▽伊
藤思
商
堵

浅
野
洋
、
與
域
孔
、

森
英樹

▽敷
島
紡
績

飛
谷
画照

▽
近
畿日
本
鉄
遵

食
児
武
広即
、
鶴

見
俊
輔
、港
部
喜
弘

▽
蝶
埋
五
戸
雅
則

▽
江
口
証
券

北
村
正
宏

▽
関
西
亀
力

白
水
稔
郎
、
高
本
久

雄
、
長
洞
峰
彦
、
夏
秋隆
義

▽
朝
日
新
聞

新
井
淑
也
、
猪
谷
正

臣
、
岩
城
元
、
冨
永久
雄
、
村
野
担

▽
島
津
製作
所

植
田竜
二

▽
三
井
三
池
製作
所

佐
藤
小
一郎

▽
警
察
庁

谷
聡

▽
名
古
屋
鉄
道
麻
生
忠
、
加
賀
義
憲

▽
八
幡
製
鉄

曽
田
展生
、
阪
野
也

有
、
山
元
良
一

▽
石
原
産
業

松
本
冨男

▽
法
務
省

田
村
哲男
、黒
出
信
義

▽
寿
麗

松
岡
悦
雄

▽
協
和
醗
酵

岡
垣克
則

▽
粟
北
電
力

小
松富
士
男

▽
束
阪
電
鉄

谷
垣
純
徳

▽
住
友
銀
行

池
口
吾
彦
、
加
賀
谷
紀

男
、
黒
岩
浩
、
鈴
木
俊
郎
、
高
津光
雄

二
冨
正
利
、
平
野
巌
、
森
不
肇

▽
運
輸
省

榎
本
則
夫

▽
神
戸
工
薬

▽
八
幡
化
学

▽
山
一証
券

▽
日
本
電
子

▽
興
亜
石
油

▽
東
洋
工
業

▽
三
井
船
舶

▽
江
商

▽
旦
小航
空

▽
日
新
電
機

▽
鼠
京
銀
哲

山
田
祥
祐

木
村
隆
冨

瀬
川
洋
二
、
杉下
輝
芳

平
松
敦
実

山
下
健
二

河
村
充
、
浜
中達
也

尾
崎
義
則
、
濟水
純

佛
藤
欽
介

鎌
田
順
義
、
深
谷
建

三
浦
興

真
田
雅
行
、
村井
睦男

▽
大
林
組

青木
三郎

▽
日
立製
作

明
田
守
世
、
角
名
智
夫

▽
三
覆
電
機
明
田
鞘
夫
、
加
納
実
、

神
野正
二
、
万波
健
彦

▽
住
反
銀
行
県
勇
兵
、
大
越
忠
孝
、

梶
野
亮
一、賀
川
滑
、
辻
敏
男
、
友
行

久
昭

▽
三
井
石
油
化
学
有
太
勢
史
郎

一▽
住
友金
属
工業

井
上
章
、
阪
口
喬

二
、
松
村光
雌、
堀
口に

蟷繋驚襲、 、'、 、、

2'ウ 、 、、 亀κ
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▽
バ幡
製
鉄

石
崎
寿
夫
、
岡
不
遙
、

月
岡
義
悟

▽川
崎
製
鉄

▽
冨士
製
鉄

▽愛
知
製
鋼

▽
住
友
化
学

▽日
本
鋼
管

▽
目
新
製
鋼

▽
神
戸
製
鋼

▽
住
友
金
属

▽
住
友
職金
属

▽
川
崎
罵
工
業

▽
日
本
軽
金
属

▽
日
立
金
属

▽
古
河
ア
ル
ミ

▽
ト
ヨ
タ
同
動
軍

▽
住
友
雅
工

▽
古
河
電
工

建
築
学
科

▽
大
林
組

塩
谷
力
、鈴
江
俊
晴
、
千

華

成

▽
大
成
建
説

浅井
隙
康

▽
R
I
A
研
究
所
有
賀
正
晃

▽
電
々
公
社

上崎
孝

▽
消
水
建
設

大塚
穣
、
児
玉
大
遭

▽
川
崎
製
鉄
川
下
墨
止

▽
奥
村組

河野
允
宏

▽
藤
田
組

小林
弘
昌

▽
日
本
鋼
管

田中
旛
二
郎

▽
鹿
島
建
殴

田申
順
、
佐
藤
栄
男

▽
住
宅
公
団
名
和
洋
介

▽
日
姥工
務

本
郷
智
之

▽岡
太
建
築
嶺
務
所

三
牧
元
亮

浅
川
貞
夫
、
荻
膜
邦
夫

大
谷
幸
三
郎
、
岡
本
晃

岡
本
国
夫

阪
良
二

杉
閏光
弘

竹
内
紀
政

西
村
孝
、
宮
木
奨
光

浜
崎
敦

糖
井
利
安

前
田
貞也

松
田
寿之

吉
村
忠良

中
村俊
三

三涌
宏
久

村
田
厳
二

驚
内
紳之

▽
八幡
製
鉄

▽
隈洋
棉花

▽帝
国
石
油

▽
閑邦
亜
鉛

▽住
友
商
亭

▽大
岡
製
鋼

▽日
曹
製
鋼

▽不
動
廻
設

▽
住
友
金
腿

▽
日
本
鉱
業

▽
日
立
金
属

▽
羽
幌
媛
鉱
鉄
道

高
分
子
化
学
科

▽
三覆
モ
ン
サ
ン
ト

藤
井敬
二

▽
日
本
ゼ
オ
ン

橿
井
敏
郎

機
械
工
学
科

(大
学
院
)

▽
策
芝

浅
香
泰
三
、
西
村
光

▽
住
友
軽
金
属

安
藤
正
男

▽
ト
ヨ
タ

井
上
悪
太
、
毛戸
節
夫

▽
日
不
電
子

今
岡
憧
夫

▽
三
菱
造
船

岡
村
弘
志

▽
新
三
凝
璽
工

栗本
武
、
仲
鱒
浩
、

山
本
朔

▽
日
立
遣
船

古
池
陛
成

▽
日
M
興
作
鯉
淵
興
二
、
初
谷
健
次

郎▽
ヤ
ン
マ
i

四
方光
夫

▽
閑
洋
ゴ
ム
柴
山
俊
之

▽
住
友化
学

白
石
忠
司
、
大
岩
患
明

梅
津
薄
穂

河
村
肇

島
田
俊
夫

瀬
裏

噸

武
智
光
男

田
村
祥

箋醤
}覆
一

本
聞
道
治

森
脇
政
光

吉
谷
悟五

+
嵐
櫨

響
亀

灘

▽
環
邦
ガ
ス

鈴
木
聡

▽
冨
士
製
鉄

豊
田
佑
男
、
近
藤
正義

中
村
秀
夫

▽
三
菱
日
撫
璽
工

宮
下
直
也

▽
川
崎
重
工
、
有
本
思
弘
、
三木
好
信

▽
八
幡
製
鉱

池
田
忠
弘

▽
三
覆
化
成

小
野
孝
之

▽
石
川
島
播
磨
金
井
宏
二

▽
大
阪
ガ
ス

大
谷謙
一

▽
丸
蕎
石
油
北
川
恵
三

▽
磯
洋
工
業

佐
木々
昭

▽
神
戸
鎌
鈴
木
健
二郎

▽
千
代
田
化
工
高
倉
稔

▽
住
友
金
属
滝
口博
司

▽
日
不籔

日
高
光
章

▽
三
井造
船

琵
琶
忠
志

▽
腿
洋
レ
ー
ヨン

福
田
敦

▽
日産
曇

禰
明
成
男

▽臼
敷
レ
イ
ヨン

牧
博
三

▽
川
崎製
鉄

宮
松
願
態

▽
栂
本チ
エン

山
路
妻
夢

▽帝
人

山
宗
哲
威

▽光
洋
糟
工

湯
川
嚢
扁

▽安
川
鉄
機

和
田
孝
匹

衛
生
工
学
科

▽
建設
省

奥
井
英
夫

▽
久
保
田
鉄
工

推
上
郷
男

▽
三
共

申
野
弘
占

▽
震
市
腹

畿

 ▽
日
立
造
船

二
川
和
弘

▽
大
阪
ガ
ス

水
口裕
雄

▽
日
本
鋼
讐

吉
井
裕
二

▽
駁
大
工
宰
部
助
手
糸
園
八郎

航
空
工
学
科

▽
新
三
菱
置
工
伊
沢
宏
裕
、
竹
下
鍵

一、
福
留
睦人

▽
日
航
整備

石
川
隆

▽
日
立製
作
所

宇
根
山
禅
久
、
小
松

▽
日
立
罵
線

伊
藤
武
敏

▽
日
瓦
郵
船

顔
藤寿
男
、
鷲
見
婿
噌

▽
沖
電
気

伊
藤紀
寿

▽
自
治
省
居
相
光
臣

▽
大
和
銀
行

猪熊
和樹
、金
山
艮
典
、

藤
田
貞
夫

▽
粛
海
銀
鴛
池
田拓
夫
ぬ古
川
市
次
、

若
井
蓮

▽
日
本
放
送
協
会
池
野
忠
央

▽
臼
敷
レ
イ
ヨン

石
井
一三

▽
椿
本チ
ェ多

雄▽日
本
レ
ー
ヨ
ン

援▽
八幡
製
鉄

▽中
羅

力

石
黒
嘆

太
田
裕

石
本
邦
之
、
中
西

一幡
叔
伸

市
原
新
善
、
辻
巻
裕

▽日
本
長
期
儒
用
銀
行

稲
田
笑
也

▽北
陸
銀
行

犬
島
伸
一郎

▽策
洋
レ
ー
ヨ
ン

今
津
浩
一、
葛
馬

正
男
、
言
〔宅
佳
明
、
向
川
利
和

▽日
本
電
気

今
冨
輝
夫
、
本
田
普
男

▽川
崎
製
鉄

入
江
}男
、
黒
田
紘
周

宇
治
醇

、

▽
三
菱化
成

宇
都
宮
茂
、
奥
卓
三

▽
日
本開
発
銀
仁

鵜
飼
動

▽住
友
化
学

上
田
紀
雄
、
岸
田
孝
丸

▽通
産
省
【
小
野
栄
一、
川
原
壮
介

▽閑
京
演
上
火
災
保
険

大
久
保
保
幸

▽関
西
電
力

大
島
義
守

▽宇
部
興
産

大
住
辰
六
、
福
島
翼
木

▽
ト
ヨ
タ
自
動
卑
販
斑

大
塚
様
夫
、

正
躰
和
弘

▽
い
す
ず
目
助
軍

大
橋
和
男

▽
日
本
電
池

岡
武
祐
史
、
奥
田
一雅

山
下
広

▽
旭
化
成

岡
野
徹
、
川
崎
残
夫
、
中

治
征
夫

▽
三
和
銀
行

岡
本
紀
夫
、
長
谷
川洋

一、
橋
本
孝
隔
村
彪
紀
一、
前
田
昌
宏

山
旧
潭
三
、
力
之
口
吉
戴
、
力
本
君造

墨
ま
脅
澄
人
々

:

㌔レ
酬

'

健
彦
、
田
村
喬
(院
)

▽冨
士
璽
工

坂
口
雄
裕、
根
ム
秀
犬

▽
ト
ヨ
タ
目
勤
軍

鈴
木
康
郎

▽
川
崎
航
空
機

高
橋
秀
典

▽
眼
洋
棉
花

角
田
義
之

▽
三
菱
造
船

今
山
謎
之

▽
海
上
自
衛
隊

岡
崎
修
三

▽
住
友
金
属

平
川
賢
繭
(院
)

▽
豊
田
中
央
研
究所

騨
本
正
男
(院
)

▽
軌
空
扱
術
研
究
所

森
幹
渉
(院
)

▽
凍
大
工
学
部
助
手

竹
松
正樹
(院
)

土
木
工
学
科

(大
学
院
)

▽
建
設
省

会田
正
、
植村
忠
嗣、
佐

久
間
襲
、
定
導
脳奨
、
藤
田
簡
犬
、
矢

野
洋
一郎
、
山
不
第
四
郎

▽
西
松
建
設

今
村
正
孝

▽
御
戸
市

上
田
階司
、
林
国
翔久

▽
催
輸
省

梅
原
靖
又
、
南山
兼
寿
、

明
神
証

▽
日
建
遵討

小
沢
艮
大

▽
四
園
賊
力
枯
山
幾
夫

▽
川
崎雨
工
国
仏嵩
更

▽
間
組

下村
嘉
乎
働

▽
果
不鉱
工

越
鰯
穴轟

▽
大林
組

内
牌和
章

▽
肩水
毘
設
永
井
忠
雄

▽
名大
助
手

中
川
建
治

▽鹿
島
建
設

松
井
正
州

▽大
阪
郁
森
岡
瞥
介

▽
泉
大
工
学
部
助
手

八
木
則
男

▽
旦
小水
班コ
ン
ナ
ル
女
ン
ト

保
野

健
禰郎

▽
鴻
池
組

山
田
昌
治

▽
大
阪
吋

山
本
巌

▽
近
鉄

渡
辺
瓢

(学
部
)

▽
日
y
コ
ン
ナ
ル
々
ン
ト

飯
擁
成
太

郎

匪
ゴ

r

▽
大
阪
府
井
越
将
之

▽
熊
谷緯

石
原
祐
教

▽
阪神
道路
公
団

江
見
晋
、
柏
村
正

樹▽
大阪
市
岸
尾
俊
茂
、
阪
田
晃

▽鹿
島
建設

久
保
真
介

▽學
本舗
道

候
景
明

▽
園
西
鷺
力

後
藤
造

▽
国
鉄

酒
井
哲
夫
、
畢
野
鐘
雄

▽
大
林
組

中
楚
箪
〒勇

▽
銭
高
組

硲
竜
男

▽
横
河
橋
架

原
田
康
男

▽
運
輸
省

堀
井
修
身

▽
旦
《橋
架

松
田
正
弘

}▽
首
都
高
速
道
路
公
団

松
本
弘
輝

▽
鵬景
都

松
本
正
敏

▽
道
鍋
公
団

三
橋
吉
儲
、

▽
京
杢

学
部
助
手

宮
井
宏

▽
三
井
建
設

山
崎
一郎

▽
名
百
尾
市

三
木
常
義

▽
西
松
建
設

三
宅
哲
二

▽
愛
知
県

伊
佐
治
敏

▽
水
資
源
公
団

高
植
駆
冗
郎
、
真
崎

童
一郎

▽
閉
海

田
中
閉
一

▽
川
鉄

浜
田
敬
之
介

▽
奥
村
組

西
山
力
生

電
気
工
学
科

▽
日
立
製
作
所

朝
禽
和
序
、
鬼頭
霞

夫
、
松
本
恵
一、
山
沢
秘

▽
智
士
通
悟
機

馬
場
賢

▽
日
冗
電
気

吉
川
英
「

▽
松下
賊
器

田
淵
義
膨

▽
冨
士
㎏
機

▽
三洋
電
機

▽
三
菱㎎
機

近
藤
英
明、
田
中
械
、

真
弓
和
回、
申
晒
康
天

横
山常
昭

疋団
正

速
水
和
天、
松
尾
茂
、

吉
氷
淳
、
村
井
真
一

O

難懸

 

▽
菓
芝

阿
川
泰
、佐

木々
興
藍
、
田

里
誠
、
中
田
良知

▽
関
西
電
力

西村
脊
努
志
、
松
田
全

弘
、
森
詳
介

▽
寅
京
聡
力
平
沢
翼
一郎

▽
申
国
電
力
牧
征
滋

▽
九
州
耀
力

真栄
城
朝
章

▽
三
井物
産

武
囚克
彦

▽
住
友
原
子力

中
村
壮

▽
窟
士製
鉄

荒
川
海
造

▽
八
幡製
鉄

加
茂
川
喜
郎

▽
罐
公々
社

伊
吹
十
之
、
脇
阪
降
夫

▽
国鉄

岡
本
正
己

▽
N
H
K
相
沢
輝
昭

▽
住
友
共岡
電
力

近
隙敬
治

▽
名鉄

増
田
宗
敏

▽沖
電
気

鯉
芙

▽
住友
躍
気

平
岡
晋
(院
)

数
理
工
学
科

.

▽
三
簑造
船

伊
藤
泰
徳

▽
曝
芝
上
吉
協
三

▽宇
部興
厘
鈴
木
茂
太
郎

▽
島
津製
作
所

原
資

▽
住
友
精密
工
業

椋
田
睦
犬

▽
北
辰竃
機

村
上
伸
之

▽
汽翠
製
造

森
脇
紘

原
子
核
工
学
科

▽冨
士
嘱
機

扇
田
俊
明

▽日
本際
子
力
事
業

角
爾
義
男

鈴
木
璽

化
学
工
学
科

▽
糖
山
曹
還

柿
原
陽
助

▽
武
出
薬
贔

大
島
宣
雄

▽
三
義
レ
イ
ヨ
ン

村
上
文
樹

▽
神
戸
製
鋼

竹
出
充

▽
鋼
管
化
学

井
尼
博
三

▽
駄
の
素

岩
崎
伸
義

繋

, 載

r
'

搾

▽
冨
士
フ
イ
ル
ム

曽
我
俊
大

▽
冒
士
製
鉄

服
部
正
幸

▽
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

石
井
祖

▽
川
崎
重
工
業

牧
雄
輝

▽
鐘
淵
化
学

山
本
隆
嗣

▽
日
本
触
媒
化
学

永
井
勲
雄

▽
策
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
"
ン
グ

冒
木
正

明▽
三
井
化
学

池
野
帽
脚郎

▽
旭
化
成

田
中
資
俊

▽
旦
ム合
成
ゴ
ム

下
河
津
一

▽
日
立
製
作
所

幕

紀
行

▽
闘
洋
葎
一
橋
本
順
義

▽
帝
国
人
絹

種
田
俗
夫

▽
三
井
石
油
化
学

永
井
聡

▽
大
阪
ガ
ス

竹
内
正
明

▽
昭
和
電
工

玉
木
芳
雄

▽
殉
鼠

専
田
喬

7

▽
沖
電
気

伊
騨
健
三

▽
目
不
㎎
気

佐
谷
鉄
叉

西
出
克
彦

加
謙
英
鯵

▽
富
士
蹴
機

太
田
徳
二
、
北
条
艮
樹

▽
松
下
電
器

長
胤
鼎
、
江
崎
褻
弥
、

小
野
周
佑

▽
三
菱
電
機

国
万
敏行
、
宮
沢
生
行

▽
巣
芝

川
崎
虹介

今
仁
和武

▽
日
M
製
作
所
上
田靖
之

▽
古
河
蹴
工

藤
村驚
次
郎

▽
島
津
製
作
所

大
場古
渉

▽
毎
U
新
聞
,帳
金
沢
哲
郎

▽
安
田
信
託
銀行

松
島
姥剛

▽
大
阪
ガ
ス
宇
治
邦
明

▽
日
新
電
機
沖
野
一晃

▽
日
本
興
渠
銀
行
各
務
溝
、
広
沢
敏

明▽
大
日
本
スク
リ
ー
ン製
造

第
昌

▽
寿
崖

風
単
靖男
、
畏
沢
雅
男
、
三

角
勝
行
、
室
数
隆

▽
帝
人

梶
原
政虫
、
田
宮
誠

▽
第
一銀行

金
成
典
知

▽
松
下
電
器

川上
値
之
、
菅
英
郎
、

田
申
隆
夫
、
豊田
伸
也

▽
住
友
商
覇

▽
日
本
精
工

▽
積
水
化
学

紀
、野
沢
裕

▽
立
石
蹴
機

▽
三
菱
銀行

▽
日
産
化学

▽
山
一証
券

川部
哲
、
鳥
居
有
功

城
代
正則

祇
園
下
将
勇
、
国
安
克

▽
日
本
勧
業銀
行

▽臼
本不
勤
産
銀
行

▽
冨
士
製鉄

▽
キリ
ン麦
酒

俊▽
三
井化
学

小
林
茂
Z

北村
和
雄

北村
康
男
、
橋
一A睦
男

北
村
順
彦

草
場
英
夫

窪
田
墜

莱
原
節
雄

桑
原
庸
治
、
芳
野
健
二

小
出
敦
朗
、
森
川
邦

轟
゜
"99。
9

3

.

.

.

..

農

学

科

▽
武
田
薬品
工
莱

今
村
儀
佐
、
丹
羽

辰
男

▽
森
永乳
業

竹
囚
雅
単

▽
雪印
乳
業

舟
橋
章

▽
日清
製
粉

水
口
勝
弘

▽
エイ
ザ
イ

横
関
正
直

癖
誰

根耀

上杉興
施山

一

林

学

科

▽
永
大
藤業

副
騰
俊
道
、
高
谷
博
吏

▽伊
藤忠

浅
沼
普
次
郎

▽
住友
林
築

▽
聯合
紙
器

▽松
下
蹴
器

▽河
合
楽
器

》
大
和
紙
器

一
▽
朝
日
特妹
合
板

▽
建
設
省
天
田
高
白
、
井
出
頭
生
、

竹
内
正
成、
渡
辺正
帝

▽
丸
二
木
工
壱
岐
順
一

▽
大
阪合
板

元
木
英
生

▽
林
野
庁
兼
松
功
次
、
藤
森
陵
郎

▽
摩
生
省
今
井
紘
一

農
芸
化
学
科

▽武
田
薬
晶

石
田
暴
雄
、
簡
山
吉
夢

▽
森
氷製
菓

井
上
輝
行

▽
三
共
上
出
隆
之

▽
旭ル歳

江
口
泰
顕

▽宝
酒
道

川
北
貞
夫

▽
名古
屋
製
糖

近
藤
健
潜

▽
三井
物
産

酒
井
洋
介

▽江
崎グ
リ
コ
笹
井
英
雄

▽協
和醗
酵

佐
藤
高
明

▽
帝国
人
絹

島
淳
之

▽
藤沢
鄭品

高
野
興
邸

▽
キリ
ンビ
ー
ル

申
谷
寓
准

▽
明
治製
菓

申
辻
堅
煙

▽
宇
部興
産

中
村
歯人

▽
味
の
素
中
森
茂

▽
三
縦レ
ー
ヨン

西
平
契
貨

上
条
雄
吉

白
川
竺

仲
甲
三

前
川
古
弘

安
田
勲
二

山
本
五
郎

、

▽
安
田
生
命

山
本紀
循
、
原
出
邦
夫

▽
侮
友
生
命

宮
崎整

▽
笈

原
子
力
工菓

近
轡界
一

▽
住
友
金
属
中
川
勝

▽
日
本
I
B
M
榊
原
宏
明

▽
日
本原
子
力

鴻
坂
厚
夫

▽
東
洋
レー
ヨ
ン
伊
沢
道
緒

▽
日
立電
線

余
米
毘
則

▽
川
崎製
鉄

坂
本
弥

▽
冨
士製
鉄

遠
糠
肩
戸

▽
蹴波
研

粟
田
恒
人

▽愛
知
県
教
員

伊
藤
武
知(以

上
誠
学
)

▽
三
麦電
微
松
村
単チ(宇

園
物
理
字
)

▽魁

公々
"
後
瞼
喬
雄〔地

理
物
埋
字
)

▽
策洋
レ
ー
ヨ
ン

岩
本
鰐
男

▽
北
海
道
拓
殖
銀
行

今
田
尚男

▽
廉
洋
悟
託
銀
行

近
藻
一郎、
村
岡

英
二
、
贋
莉
郎

▽
安
田
信
配
銀
行

近
隙
敏
郎

▽
伊
藤
忠

坂
井
光
男
、
高
月晋
太
郎

▽
日
綿
実
業

坂
上
国
艮
、
高
山義
人

松
原
正
潰

大
久
保
淳

▽
新
三
菱
蛍
工

四
方
八州
男
、
藤
井

敏
治

▽
菓
京
銀
仁

志
波
朋
和
、
秦忠
夫

▽
日
本
鋼
醤

清
水
治
通

▽
富
士
銀
行

滴
水
光
俊
、
末木
敏
天

萩
原
正
博

▽
日
本
ダ
ン
ロ
ッ
プ
ゴ
ム

直原
紘
雄

▽
協
和
醗
酵

重
田
洋

▽
神
戸
銀
行

信
貴
宏
、
吉岡
弥
高

▽
旭
硝
チ

島
戸
伸
明

▽
丸
紅
飯
田

下
薗
忠
生

▽
東
芝

下
田
正
人

林
健
二
郎、
本

島
国
雄

▽
住
友
生
命

新
貝
安
邦

▽
日
本
輸
出
入
銀
行

新開
秋

▽
日
本
板
硝
子

鈴
木
康人

▽
住
友
軽
金
属

田
中
武
雄

,

・

O

▽
東
洋
レ
ー
ヨ
ン

西
村
正

▽
松
下
蹴
工

平
尾
素
一

▽
日
本
ビ
ー
ル

堀紀
夫

▽
朝
日
ビ
ー
ル

籔
内
精
三

▽
菓
洋
鋼
板

山
野
曹
正

▽
日
本
ブ
ラ
ッド
バ
ンク

松
本
剛

農
業
工
学
科

▽
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル

勝西
恒
成

▽
新
三
菱
重
工

竹
田
直
也
、西
村
落

哉▽
三
菱
日
一全
毘
工
物
邪宏
之

▽
西
松
建
殴

矢
部
尚
夢

▽
麗
島
建
設

吉
田
健

▽
大
阪
金
属

吉
村
康
夫

▽
京
都
市
土
木
局

鈴
木
正
治

▽
愛
知
用
水
公
団

塚
本浩
}、
渡
辺

光
史

▽
和
歌
山
県
耕
地
課

広
田修
久

▽
岐
阜
県
耕
地
課

国
井
隣

▽
農
林
省

福
桜
盛
一

農
林
経
済
学
科

▽
井
関
農
穣

井
戸
和
男

▽
神
奈
川
県
庁

石
井
豊

▽
專
亮
公
計P
今
岡
章
、
宮
入修
平

▽
宇
部
興
産

▽
岩
井
産
築

▽
大
阪
府
庁

▽
日
恥
生
命

▽
石
原
産
業

▽
兼
松

▽
農
林
省

今
旱

登
士

上
田
裕
悟

岡
本
茂
樹

小
椋
弘

蒲
田
剛
和

木
下
昇

祖
田
修

▽
塩
野
義
製
薬

谷
口
克
次

▽
全
購
運

玉
井
寿
夫

▽
帝
国
化
工

中
村
勇

▽
日
本
住
宅
公
団

土
帥
一郎

▽
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル

平
塚
紋彦

▽
東
洋
ベ
ア
リ
ン
グ

屡
野
輝
直

▽
日
本
不
勘
産
銀
行

水
野
英
二

▽
大
阪
府
個
用
農
業
協
同
組
臼
運
台会

向
井
幸
彦

▽
北
陸
銀
行

山
丞
正
臣

▽
旭
化
成

久
憐
守
男

▽
住
友
化
成

下
村
隆
敏

▽
三菱
化
成

林
安
民

▽
唱
硝
子

渡
部
勤
二

▽
伍
友
堪
工

▽
冨
士
製
鉄

▽
武
出
薬
品

▽
三毒

機

▽
璽
源開
発

▽
目
不
板
ガ
ラ
ス

▽
日
本
道
略
公
団

.

神
山
勝
智
、
堀
江
水
明

茅
野
道
生

小
林
栄

渡
部
弘
徳(以

L
化
包

井
上
次
郎

加
藤
墾

松
岡
国
太
郎

(以
上
地
質
鉱
物
学
)

▽
京
大
工
学
部

安
藤
ま
ゆ
み

▽
藤
沢
薬
晶

芦
田
和
雄
、
岡
団
和
臥

▽
智
葦

翼
フ
ィ
ル
ム

田
中
康
夫

▽
日
本
楽
器
製
痘

田
中
義
雄

▽
巣
洋
紡
績

高
田
幸
男

▽
三
共

高
楠
紀
夫

▽
川
崎
出
工

高
見
照
男

▽
江
蘭

高
村
恒
一、
山
岸
箆
犬

▽
川
崎
汽
船

土
橋
竜
彦

▽
中
小
企
葉
金
融
公
瞳

寺
沢
溜
二
、

村
上
構
、
山
頃
團
光

▽
京
阪
賊
気
鉄
道

+
臣眉健
一

▽
富
士
電
機

土
城
弘
一

▽
協
和
銀
智

堂
園
光
則
、
雨
宮
昌
男

▽
三
菱
商
嶺

穂
田
芳
弘
、
松
田
年

溜
、
溝
尻
守
、
闇
雲
正
治

▽
三
洋
竃
機

鳥
羽
捷
平

▽
三井
銀
行

内
藤
重
光

▽
菓
駅
都
庁

中
野
弘
威
、
依
田
祐
治

▽
大
日
本
イ
ン
キ
製
造

長
山
幸
央

▽
野
村
証
券

二
宮
吉
夫

▽
三井
物
産

丹
羽
邦
彦
、
安
岡
竜

繭
、
藤
田
敬
司

▽神
戸
製
鋼

野
村
克
政

▽
三茜
油
化

八
田
年
郎
、
片
山
了
介

▽
日
本
銀
行

樋
瓜
竜
太
郎

○

▽明
治
乳
菜

▽第
一製
楽

▽
住
友
商
串

横
山
竺

吉
田
覚

松
尾
禎
囎

水
産
学
科

▽
雪
印
乳
莱

赤
羽
要

▽
日
本
新
薬

赤
羽
義
章

▽
日
魯
漁
菜

鈴
木
弥
寿
夫

▽
穂
島
ハム

冨
島
正
義

▽
田
辺
製
楽

野
崎
紘
一、
山
本
正
男

▽
新
日
本
楽
品

橋
本
朝
栂

▽
大
日
本
製
薬

三
上
武

▽
殺
下
仁
丹

三
好
惟
雄

▽
江
商

牟
田
労
貴
(国
史
)
塩
見
吉

弘
(西
史
)
蜜
原
吉
郎
(仏
文
)

▽
ピ
ー
・
エス
・
コン
ク
リ
ー
ト

小

山
田
晃
(哲
字
)

▽松
下
賦
器

大
村
益
雄
(美
学
)

▽日
不父
通
公
杜

市
山
徹
(仏
文
)

渡
辺哲
雄
(英
文
)

▽京
阪
神
急
行

松
田
常
治
(人
地
)

▽高
野
精
,⊥
川
久
保
輝
興
(仏
文
)

▽西
川
伸
銅
工

野
上
繁
彦
(英
文
)

▽村
閏
繊
継
機
械

桧
垣
寿
明
(心理
)

▽儲
濃
毎
日
新
聞

小
谷
信
行
(心理
)

▽竃
通

前
田
忠
良

上
野
義
矩
(以

上
柱
会
)

▽大
広

大
橋
照
枝
(社
会
)

▽
近畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

羽
原
正
蘭

谷
口夏
明
(以
上
英
文
)

▽
聚洋
ゴ
ム
北
川
紀
子
(英
文
)

▽日
本
紡
績
協
会

中
谷
義
雄
(仏
文)

▽江
崎グ
リ
コ
保
田
端
穂
(東
史
)

▽
伊
腰
忠

早
水
洋
太
郎
(仏
文
)
、

米
良
章
生
(英
文
)

▽
オ
リ
ン
パ
ス

井
上
滑
(心
翅
)

▽
N
H
K

滝
村
仁
(美
学
)
、
竹
囚

験
(哲
掌
)
、
山
路
宏
(国
文
)
、
萩

野
隆
活
、
長
崎
冠雄
(以
上
西
史
)

▽日
本I
BM

三枝
協
売
(閑
史
)

▽帝
国
酸
素

松
沢
志
保
チ
(仏
文
)

▽産
経

八木
荘
司
、
森
三紀
、
塚
本

一
(以上
仏
文
)
、
長
野
利
典
(哲

子
▽
エ
ー
ザ
イ

井
上
敏
嬉

▽
科
研
榮
品

岩
角
和
子

▽
帝
国
人
絹

鵜
飼新
治

▽
日
本
カ
ー
バ
イ
ド

江
本勇
一

▽
日
不
新
榮

北
村
サチ
子
、
児
島
婿

▽
武
出
楽
贔

久
佐
紀
チ
、
鮫
風舅
次

樋
口
修
司

▽
田
辺
製
薬

斎
藤
一文
¥

▽
三
八

谷
水
淳
一
、
西
村
憲
治

▽
塩
野
義
製
榮

高
木
智
チ
、
張
因
耕

三
郎

▽
山
之
囚
製
榮

為
谷
弘
冠

▽
大
日
.傘製
楽

広
岡哲
人

▽
大
正
製
楽

籐
田
繁

▽
三
菱
曲
學

松
禽除

▽
日
本
ブ
一ノ
ノ
ド
・
バ
ン
ク

森
出
敏

子

醗
ヨ購

L

▽朝
目
麦
酒

藤
井
惇

▽
三菱
信
託
銀
行
増
井
孝
古

▽日
又
蓮船

松
本
紘
和

▽
八幡
鋼
管

三
宅
崇
剛

▽旦
傘セ
メ
ン
ト

宮
北
孝
一

▽
日伸
製
鋼

宮
本
艮
一

▽
建
設
着
保
団
悠
紀
雄

▽松
下
電
工
山
崎
瞥
一郎

▽寿
工栗

山
本
巻
犬

▽
八王
子
市役
所

北
条
紘
又

▽日
新
製
鋼

松
原
満

▽大
阪ガ
ス

森
茂

▽
近鉄

吉
出
武

▽
山
陽狩
殊
製
鋼

桂
孝
、
北
田
之
夢

▽
山村
硝
子

井
上
良
一

▽鈴
興
水
島
章
隆

▽臼
本航
窒

池
本
正
也

▽
住
友不
勤
座
辰
貝
公
男

,

学
)
、
阿
川
勝則
(策
史
)
、
大
山
利

郎
(西
史
)、
上
柴
公
二
(国
文
)
、

夏
井
法
久
(英文
)
、
大
塚
敏
彦
(心

理
)
、
彫
山勲
(中
文
)

▽
旭
化成
工業

長
田忍
(心
理
)

▽
読
売新
聞

芹
矢
勝
己
(西
史
)
、

丸
山
勝
(稟史
)
、
緒
方
勝
義
(仏
文
)

▽
国鉄

永
田
艮昭
(心
理
ーー
院
)

▽
文
英
堂
月
輪
頼
鳳
(国
史
)

ヤ
讐
新
聞

佐
薩

雄
(寅
史
)

▽
星
商
会
押
兼
亮
志
(宗
教
)

▽
有
斐
閣
平
川
幸
雄
(西
史
)

▽
日
経

鷺
谷艮
谷
(人
文
)
、
岩
田

誠
(社
会
)

▽
魁
通
P
R
胃
山森
三
(仏
文
)

▽
丸
万

湯
浅進
(英
文
)

▽
甲
央
公
論社

細
井
実
紀
代
密

C

▽
位
友
生
命
前
島
智
祉
(美
学
)

▽
広
島
テ
レビ

寺
本
宏身
(英
文
)

▽
京
都
叩
村田
啓
二
(国
文
)

▽
日
準
洋
轡
十
倉
健
郎
(哲
学
)

▽
福
井
漸聞

黒
田
利
明
(伊
文
)

▽
颪
都
新閲

熊
谷
栄
三郎
、中
野
武

志
(以
上
仏文
)、
堀
野
広
(暫
学
)

吉
村
紀
夫
(英文
)

▽
滋
蟹
県教
安
粟
原
基
(英
文
)

▽
大
阪
外
大

塚
本
勲
(言
謡
11院
)

▽
三
璽
県
高
校
教
員

長
崎
孝
(哲
学
)

▽
滋
賀
県
高
校教
員

山中
茂樹
(英

文
)

▽
大
阪
府
高
枚教
貝

高橋
寿
天
(英

文
)

▽
麗
児
島
県
高
校
教
員

竹
森
彪

(東
更
)
、
小
山
宏
恭
(英
文)

▽
初
芝
商
校

会
津
了
一
(東
更
)

▽
校
力
商
校

沢
井
淳
弘
(英
文
)

▽
池
田
尚
校

森
ロ
耕
三
(粟
史
)

▽
の
ム裡

田
崎
軍
典

▽
日
不
創楽

足
立
明
久

▽島
根
県
教
冒委
員
会

天
川
弘
獄

▽尾
々
公社

今
川
脅
丸

▽大
阪
屋証
券

大
島
孝
之

▽
N
H
K
川
団
武

▽
村
出
機械

河
村
正
、
曽
我
昭
夫

▽
大
阪
一甲
役
勘
會
橋
忠
.噸

▽
京大
事
拐
局

篠
原
剛

▽江
曲
首
藤
弘
載

▽
三菱
埠船

菅
野
泰
治

▽溢
野
義
製
楽

諏
訪
久
義
、
仲
武
広

▽
文
部
省

田
村
.畝

▽毎
〕口新
聞

高
津
鉄
雄

▽
又央
笙

武
村
功
一、
辻
裕
之

▽
34合
楽
器

二
乗
蜜
麿

▽
選敷
レ
イ
」
ン

花
岡
薫

▽
仏
島
繭教
輿

原
田
健

▽
尽溺
巾役
川
久
村
盗

▽
Vン
ゲイ
新
閲

福
島
靖
夫

▽
大
阪
巾
y大
図
西
館

元
木
丈
大
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常(第3種童便物議可)第1138号

難
霧
鑛
蕪
懇
霧
懸
徽

難
〃難
〃雛
織
難
灘
懇
雛
騒

お
お
渡
よ

ひ
と
た
び
汝
の
倦
怠
に

浴
し
て
は

綿
船
の
水
脈
ひ
く
跡
を
郭
ひ
も
な

ら
す

旙
慢
の
軍
旗
と
焔
老
よ
切
り
も
な

ら
ず

終
ひ
に
ま
た
船
橋
の
恐
ろ
し
き
眼
を

掻
潜
り
て
も
行
け
ず

絢燗
た
る
視
象
の
配
列
と
、
驚
く
程

厳格
なア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
ン
に
よ
って

構
築さ
れ
た、
アル
チ
ュ;
ル
・ラ
ン

ポ
オ
の
絶
嘱
「酔
いど
れ
柵
」は
、
こ

の
よ
う
な
深
い
逡巡
の
溜
忌を
以
って

終
る
.
「禽
わ
れ
た
心
」
に
見
ら
れ

る
、
詩
人
の
捕
ま
し
い
程
の
衰
弱
と軌

を
一に
す
る
、
4-七
才
の
こ
の
激
烈
な

反
遊
詩
人
の
瞠
喚
の
意
珠
す
る
と
こ
ろ

のも
の
は
、
一体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

も
と
よ
り
、
ラ
ン
ボ
オ
の
詩
作
品
か

革
命と
動
乱
の時
代
に
生
き
た
ラ
ン
ボ

オ
の歌
いあ
げ
る
そ
れ
と
が
、
偶
然
に

も
オ
ー
バー
・ラ
ソブ
す
る
か
ら
で
あ

ろ
う
か。
そ
れ
と
も呪
い
と力
に満
ち

満
ち
た
詩
人
の叫
びが
、
萎
し
て小
刻

み
に
震
え
る
一
塊
の
デ
モ隊
の末
尾
に

一、
自
ら
の
行
勤
の
阯
し
を
見
出す
よ
り

一術
の
な
い
、
呪
わ
れ
た
爵
年
た
ち
の
サ

}ン
ボ
リ
ィ
ク
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て

奮

粟

る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
・
と
も

コ一あ
れ
時
代
閉
璽
の
現
状
に
隔
ぎ
、
権
力

の
ス
ケ
ジ
ェー
ル
の
前
で
わ
き
場
を
失

永
遠
に
犠
牲
者
を
転
が
し
続
け
る
と

い
ふ

か
の
波
の
上
に
身
を
躍
ら
せ
て
コ
ル

ク
の
詮
よ
り
な
ほ
軽
く
夜
は
十
覆

陸
の灯
の
鈍
き
眼
を
顧
み
も
せ
ず

.バ
リ

・
コ
ン
ガ

決
定
的
な
転
機

疑
い
な
く
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュー
ン
は

ラ
ン
ボ
ォ
に
決
足
的
な
転
機
を
も
た
ら

し
た
。
一八
七
一年
五
月
、
パ
リ
の
城

い
て
い
る
間
に
も
、
無
数
の
労
働
者
た

ち
が
今
だ
に
ば
た
ば
た
騎
れ
て
ゆ
く
の

で
す
/
今
労
働
者
に
な
る
な
ん
て
絶
対

に
、
絶
対
に
御
免
で
す
.
云
々
」

脊
名
な
見
者
の
手
紙
が
欝
か
れ
た
の

は
、
丁
度
こ
の
時
で
あ
った
こ
と
に
注

目
し
よ
う
。
「詩
人
は
、
全
ゆ
る
感
覚

の長
い問
の、
無
限
な
、
し
か
も
熟
慮

さ
れ
た不
覇
奔
放
化
に
よ
って
、
見
者

に
な
る
の
です
。
恋
愛
の、
苫
悩
の、

狂
気
の
あ
り
と
あ
らゆ
る形
式
を経
回

り
、
自
ら
を
探
求
し
て
そ
の
糟髄
の
み

月
来
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
コ
ン
ミ

ュ
ー
ン
壊
滅後
三ケ
月
、見
者
の
手
紙

後
三
ケ
月
半
の
こ
と
に
な
る
.
ぼ
く
ら

は
こ
れ
ら
の
事
笑
の
う
ち
に
、
い
か
な

る
脈
絡
を
見
出
す
亭
が
出
釆
る
だ
ろ
う

か
。歴

史
の
証
人
と

し
て

の
自
己

多
テ
以
米
ど

の世
星
を
琶

た産

の詩
人
は
、
歴
史
の蟹
部
生

呪
わ
れ
た
詩
人
の
苦
悩

ら
一切
の
歴
史
性
を
捨
象
し
、
詩
人
の
}っ
て
逃
げ
惑
う
目己
の姿
を
、

一

腹
臓
な

神
格
化
と
ミ
ス
テ
ィ
フ
ィ
カ
シ
オ
ン
の
「く
認
め得
る
も
の
の
み
が
、
呪
わ
れた

みに
専
念
す
る
俗
説
は
論
外
で
あ
る
。

ポ
オ
ド
レ
エル
の
あ
の
絶
妙
な
コ
レ

スポ
ンダ
ン
ス
の
技
法
を
ての
極
に
ま

こ
の
天
才
詩
人
の
茜悩

を、

全的

}こ理

 

で
き
わめ
・
サン
ボ
リ
ス
ム
の
新
星

を
切
り開
いた
こ
の詩
篇
の
中
で
、
ラ
}

ン
ボ
オ
の
目己
表
出
す
る
も
の
が
、
=

舗
嚢
隔簾
翫

ユ

一体
何
な
の
だ
ろ
う
か
.
や
が
て暗
黒
}

の
時
代
に
突
入
し
よ
う
と
す
る
、
ぼく

ら
自
身
の
非
反
省
的
な
歴
史
意
識
と
、

解
す
る
資
格
を
付
与
さ
れ
る
寧だ
け
は

確
か
で
あ
ろ
う
。

醐
騒
の
た
け
り
狂
え
る
そ
の中
を
、

か
の
冬
な
り
き
幼
な
児
の
脳
髄
も
な

くわ
れ
は
た
だ
走
駆
し
た
り
/瀧
解
か

れ
し
ギ
ユ
も
か
く
も
お
ら
し
ガ
な
よム

難
雑
難
鑑

り

自
己
を
純
粋
に
客
体
化
す

壁
の甲
に
篭
った
数
万
の
国
民
軍
兵
士

}が
へ
残
虐
な
ヴ
ェル
サ

イ
ユ
軍
の
砲
火

の前
に
鮪
れ
、
パ
リ
の城
門
が
テ
ィ
ェ

ー
ル
の手
中
に
陥
ち
ん
と
す
る
形
勢
が

いよ
いよ
明
ら
か
に
な
って
ゆ
く
と
き

ラ
ン
ポ
オ
は
そ
の生
地
シ
ャル
ル
ヴ
ィ

ル
にあ
っ
て、
イ
ザ
ン
バ
ー
ル
に
宛
て

い
る
。
「ぼく
は
将
釆
労
働
者
に
な
る

の
です
。
狂
お
し
い怒
り
が
、
あ
のパ

【り
の
市
民戦
へ
と
ぼく
を
駆
り
立
てる

時
に
、
ぼ
く
を押
し止
め
る
のは
、疋

に
こ
の
考
え
な
の
で
す
。
1
そ
こ
では

ゑ

お
ど
う
し
て
努
に
手
紙
書

ム
・ド
ラ
マ
が
絵
空

の
「死
」
の
画
面
にあ
っ
た
であ
ろ

ご
と
に
な
る
と
す
れ

う
。
赤
ん
坊
の
「生
」
の
手
ぱ
な
し

ば
、
い
く
つも
の
亭

の
礼
賛
に
、
思
い
も
か
け
ず
「死
」

象
から
何
か
抽
象
的

が
し
っぺ
返
し
を
し
た
映
圃
で
あ
っ

観
念
を
ひき
出
そ
う

た
の
だ
。
「い
の
ち
」
の
つ
な
が
り

とす
る
帰
納
で
は
ど

を
た
た
え
た
け
れ
は
、
閥
題
は
た
ん

(市
川
蝿
)

に
未
形
成
な
赤
ん
坊
の
生
命
力
を
で

は
な
く
、
や
は
り
大
人
の
現
在
の

「生
活
」
を
い
か
に
し
て
礼
賛
し
て

み
せ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
映
圓
が
み

せ
た
畢
象
だ
け
か
ら

目

、

の
襲

で
は
・
大
き

な
何
か
が
欠
け
て
い

る
と
い
う
手
が
あ
る
と
「
ニ
ッポ
ン

無費
任
時
代
」は
い
った
.
無
意
味

な
社
会
も
つ
かず
誰
れず
和
解
せ
よ

と
い
う
教
え
。

し
か
も
こ
の
「つか
ず
誰
れず
」

に
成
功
レ
冷
酷
狂
暴
な
全体
を
も手

玉
に
と
る
現
代
の
怪
物
が
、
植木
等

と
い
う
一介
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ

る
と
は
。
た
だ
彼
の
一樫
独
狩
の
風

狼
だ
け
が
、
こ
の
喜
劇
が
え
が
い
た

現
代
の
ス
ー
パ
ー
。マ
ン
の
強
さ
と

才
能
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
.
こ
の
救
い
の
な
い
ド
ラ
イ
な

る
.

風
刺
。
「笑
」
を
か
な
ら
ず
「涙
と

エイ

笑
」
の
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
し
か
示
し

ゼ
ン

え
な
い
臆
病
な
凡
百
の
喜
劇
映
画
の

ス
テ

中
で
、
こ
の
映
画
は
涙
と
無
縁
な
ド

イ
ン

ラ
イ
な
笑
を
描
く
こ
と
に
は
じ
め
て

の
モ

成
功
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ン
タ

さ
て
、
こ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
方

可
ジ
ュ
理
論
以
釆

法
で
日
本
映
圃
は
「何
」
を
描
こ
う

「対
位
法
」を
ふ
く

と
し
て
き
た
の
か
.
す
べ
て
こ
れ
社

ま
ぬ
映
圃は
な
い。

会
と
個
人
と
の
「通
じ
の
悪
さ
」
で

し
か
し
こ
れ
を
映
画
あ
る
。
そ
し
て
いず
れ
の
映
國
も
、

の
テ
ー
マ
と
し
て、

個
人
の私
的
な
幸
福
1
そ
の
な
か
み

そ
の
全
体
を通
し
て
は
未
分
析
な
いし
陳
腐
な
ま
ま
に
1

押
し
と
お
す
こ
と
は

こそ
至
上
のも
のと
主
張
し
て
いた

む
つ
か
し
い
。
こ
の

の
であ
る
。
は
た
し
て
これ
で
日
本

手
法
を
か
り
に
弁
証

映画
は
「思
想
健
全
」
な
のか
.

法
と
呼
ぽ
う
。
た
ん

し
か
し
こ
の
一股的
な
テー
マそ
の

に
対
立
と
そ
の
解
消

も
の
は
、
人
生
そ
の
も
の
の姿
で
あ

と
い
う
だ
け
の
意
昧

る
ゆ
え
に
、
変
り
よ
う
があ
る
ま
い

に
で
あ
る
。
そ
の
解

.
し
か
し
も
し
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・

消
に
は
破
滅
と
妥
協

ア
ン
ト
ニ
オー
二
が
安
堵す
る
よ
う

が
あ
る
。
「地
獄
の

に
、
現
在
は
も
は
や
ア
ブ
レ
・ゲ
ー

刺
客
」
(池
広
一
夫)
ル
で
な
く
平
常
化
し
た
平
凡
な
社
会

は
前
の
型
、
「
ニ
ソ
つ
ま
り
個
人
を
中
心
と
し
た
社
会
で

ボ
ン
無
資
任
時
代
」

あ
る
と
す
る
な
ら
は
、
こ
の
安
定
ム

(古
沢
憲
台
)
は
後

ー
ド
の
中
で
日
本
映
圃
の
大
勢
も
ま

の
型
の
め
ず
ら
し
い

た
悲
劇
か
ら
喜
劇
へと
推
移
す
る
で

例
で
あ
った
。
前
者

あ
ろ
う
。
ま
と
も
な
も
の
は
必
然
的

で描
か
れ
た
、
社
会

に
悲
劇
た
ら
ざ
る
を
え
ぬ
時
代
映
画

的
出
世
と
私
的
自
由

は
衰
退
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る

と
い
う生
きが
い
の

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
今
年
の
正
月

上
で
の
交
わ
る
こ
と

映画
三十
幾
本
のう
ち
、
大
半
は
膚

劇
で
あ
り
時
代
映
画
は
数
本
に
す
ぎ

ぬ。
これ
は例
年
の比
率
か
ら
み
て

正月
だ
から
と
いう
こと
で
は
な
い

こ
れを
も
っ
てに
わ
か易
者
よ
う

を
保
存
せ
ん
と
、
自
己
の
裡
な
る
全
て

の
毒
を
く
み
尽
す
の
で
す
。
云
々
」

思
う
に
「酔
い
ど
れ
飛
」
こ
そ
は
、

ラ
ン
ボ
オ
の
「見
者
」
の
詩
法
が
、
最

も
壮
+、に
し
て
か
つ
完
壁
に
結
実
し
た

韻
文
詩
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
.
そ
の
制

作
期
を
奥
証
家
た
ち
の
説
に
従
って
八

た
.
ラ
ン
ボ
オ
は
、
近代
的
自
我
意
識

の悲
劇
と
し
て措
定さ
れ
た、
「自
我

11
自我
と
い
う
へ
ーゲ
ル
の不
毛
な図

式
」
(サ
ル
ト
ル
)
の悪
循
環
を
断
ち

切
っ
て
、
自
ら
を
}個
の
「他
者
」
と

し
て
純
粋
に
客
体
化
す
る
の
だ
。

幼
な
児
の
酸
き
林
檎
の
果
よ
り
な
ほ

甘
く

、
』

昨犀
の日
本
映
画
は

ど
ん
な方
法
で何
を

考
え
てき
た
の
か.

「切
腹
」
(小
林
正

樹
)
の
暫
頭
は井
伊

ノ

家
の
玄
関
に
ふ
ら
り

と
立
った
浪
人
の
切
腹
志願
で
あ
っ

た
.
こ
の
奇
怪
な
申
出
を
な
さ
し
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
回
想
シ
ー
ン

で分
析
し
て
ゆ
く
、
こ
の
映
画
は
謎

と
き
映
團
な
の
で
あ
った
。
ま
ず
判

明
な
ら
ざ
る
全
体
を
与
え
て
、
そ
れ

を
明
よ
なる
部
分
に
切
り
き
ざ
み
そ

れ
によ
って
全
体
を
判
明
な
ら
し
め

よ
う
と
する
分
析
的
手
法
。
そ
れ
が

み
ご
と
であ
った
.
し
か
し
各
部
分

は
判
明
にな
って
も
、
つ
いに
そ
の

集
積
た
る全
体
は
明
晰
に
な
り
が
た

い
の
が
こ
の手
法
であ
る
。
擢
力
体

制
と
体
制外
的
脱
落
者
と
の対
決
と

い
う
こ
の
映
画
の
テー
マも
、武
士

社
会
と
い
う閉
じ
た全
体
を
はじ
め

か
ら
明
晰
な
も
の
と
前提
す
る
時
代

映
圃
だ
か
ら
こ
そ
成
功
し
た
の
で
あ

ろ
う
.
「武
士
道
の
仮
面
を
は
が

す
」
こ
と
で
こ
の
映
画
が
何
を
い
い

た
か
う
た
の
か
明
晰
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
.

そ
れ
で
は
、
ま
ず
多

く
の
要
素
を
提
出
し

そ
れ
を
寄
せ
あ
つ
め

て
人
聞
の
生
き
力
を

導
出
す
る
綜
合
的
手

法
は
ど
う
か
。
こ
れ

は
「か
あ
さ
ん
長
生
き
し
て
ね
」

(川
頭
義
郎)
「キ
ユ
ー
ポ
ラ
の
あ
る

街
」
(浦
山
桐
郎
)
の
よ
う
な
ホ
ー

ム
・ド
ラ
マ
と
な
る
。
後
者
で
の
貧

し
い
一女
子
中
学
生
が
せ
お
う
諸
条

件
の
て
い
ね
い
な
描
写
と
、
そ
れ
を

続
一し
よ
う
と
す
る
彼
女
の
け
な
げ

な
心
情
。
し
か
し
い
く
ら
条
件
を
リ

ア
ル
に
提
示
し
て
も
、
そ
恥の
線
合

は
個
人
の
手
に
は
あ
ま
る
も
の
な
の

だ
.
た
だ
に
個
人
的
な
線
合
は
、
ど

ん
な
に
前
向
き
の
心
情
で
も
諦
め
の

'縄
と
な
る
。
き
れ
い
な
綜
合
を
見

せ
よ
う
と
思
え
ば
条
件
に
ワ
ソ
を
加

え
ね
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
種
の
映
画
の

成
功
は
も
っぱ
ら
ス
タ
ー
の
魅
力
に

ょ
る
ご
ま
か
し
な
の
で
あ
る
.
上
の

二
つの
映
画
の
倍
冨
干
恵
子
と
吉
永

小百
合
。

ま
た
昨

年
の
映

画
に
は

の
よ
う
な
作
品
も
あ
った
。
そ
れ
は.

一禰
の
運
命
劇
で
あ
る
.
限
界
状
況

の人
聞
は
こ
う
な
る
も
の
と
い
う
大

前
提
か
ら
一本
調
子
に
強
引
に
、
飢

え
のた
め
仲
間
を
殺
す
ま
で
の
画
面

の演
沢
は
単
純
な
ま
で
に
明
確
だ
.

し
かし
さ
て
そ
れ
で
何
の
帰
結
が
出

た
か
、
こ
の映
画
の
意
図
は
不
明
で

あ
る
。
つ
ま
り
大前
提
が
囚
容
に
乏

し
い
か
ら
であ
る
。醜
悪
な
画
面
を

う
か
。
「私
は
二歳
」

の
ね
ら
い
は
、赤
ん坊
を中
心
に
親

子
・夫
婦
・嫁
と姑
な
ど
家庭
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
か
ら
「い
の

裏
ず
ナ
な
し
の
思
彪

難

蟻

 

安
定
ム

魔
ね
た
か
ら
人
聞
の猷
性
が描
け
た

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。同
じ
テー

マ
を
喜
劇
と
し
て
描
い
たチ
ャ
ップ

リ
ン
の
「黄
金
狂
時
代
」
のわ
ず
か

数
カ
ッ
ト
の
感
銘
に
及ば
な
い
の
で

あ
る
。
演
級
す
る
た
め
の
豊
か
な前

提
を
は
じ
め
に
國
面
化す
る
こ
と
な

ど
は
た
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

ひ
と
つの
前
提
か
ら
そ
の
必
然
的
な
・

帰
締
を
た
ど
る
と
い
う
「
人
間
」

(新
謙
兼
人
)
綜
合
的
手
法
の
ボ
ー

1

託日本映画
窒 ∵'、"僑
,㌧ ヴ..,吃

 

ド
に
便
乗

ち
」
の
尊
さ
と
い
う
観
念
を
抽
出

し
て
み
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
こ

の映
画
の
す
な
お
な
印
象
は
家
庭
生

活
の携
意
昧
さ
と
い
う
こ
と
で
は
な

か
った
か
。
赤
ん
坊
の
生
命
力
と
親

の
みみ
っち
い暮
し
と
の
間
に
は
、

す
き
ま
風
の
よ
う
な
む
な
し
さ
が

吹
き
ぬけ
て
いた
の
では
な
か
った

か
。

こ
の
映画
が描
き
え
た
「い
のち
」

の尊
さ
は
、
わず
か
にお
ぱ
あ
さ
ん

、

の
な
い
対
立
。
そ
し
てラ
スト
に
お

け
る
そ
の
い
ず
れ
も
の
破
滅
。
い
わ

ゆ
る
弁
証
法
的
綜
合
と
は
、
こ
こ
で

は
全
体
に
よ
っ
て
そ
の
鄙
分
た
る
個

が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ

る
。
全
体
が
も
つ
こ
の
予
測
で
き
ぬ

暴
力
、
そ
れ
を
こ
の
映
画
は
時
代
映

画
と
し
て
ほ
ぼ
説
得
的
に
描
き
え

た
。
そ
れ
で
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
ず
、

し
か
も
出
世
も
自
由
も
手
に
い
れ
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
いか
。
妥
協
す

し
き
卦
を
終
る
.過
去を
案
じ
て
も

明
析
な
未
釆
の
卦
は
出
な
か
っ
た
.

象
を
な
ど
る
め
く
ら
の
ご
と
き
む
な

し
い
は
な
し
で
あ
っ
た
。
(神
戸
大

学
文
学
部
講
帥
・哲
学
)

P'

あなたの
くらしのなかに

6い つでもお画しλ醜できる

金

④鋤一
今
棚
一り

ペ
ス
与
ラ

,を
鋭
い
洞
察
の
眼
を
以
っ
て
生
き
て
釆

た
.
こ
の
足
ま
め
な
十
七
才
の
放
浪
詩

人
は
、
劾
乱
と
殺
裁
の
世
界
を
眼
の
あ

た
り
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
歴

一更
の
訟
入
と
し
て
、
そ
れ
の
流
れ
の
中

で
葛
糠
す
る
一艘
の
「酔
い
ど
れ
膚
」

と
し
て
、
対
象
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

歴
史

[

預

一詩
人
の
厳
し
い
瞬
間
の
生
が
存
在
す
る

甲の
だ
。
何
故
な
ら
、
詩
人
は
ぼ
く
ら
に

向
って
こ
う
告
白
し
て
い
る
で
は
な
い

一か
.

通普

緑
の
水
は
穫
の
木
の
わ
が船
体
に
泌

透
り

◇
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
書
店◇
①
末
川
博
編
著

「岩
波
基天
工ハ法
昭和
38
年
版
」
(岩
.

波
喬
店
)
②
「憶
界
思
想
教
養
全
集

(
一)
近
代
思
想
の
め
ざ
め
」
(河
出

畜
房
)
③
ス
タ
イ
ン
ベ
ック
蕾
・石
一

}郎
訳
「怒
り
の
葡
萄
」
(河出
霞
房
)

④
会
田
雄
次
蓄
「ア
ー
ロ
ン
収
容
所
」

(中
央
公
論
裡
)
⑤
桑
原
武
夫編
「ル

ソ
ー
」
(岩
波
新
書
)

一一

の
推
移
を
凝
視

色
青
き
葡
萄
の
酒
と
反
吐
の
汚
点

洗
ひ
浄
め
て
舵
も
な
く
碇
も
失
せ
ぬ

わ
れ
は
ま
た
人
間
の
見
し
と
信
ぜ
し

も
の串
を

時
と
し
て
ま
こ
と
に
見
つめ
た
り

こ
の
日
よ
り

星
の
光
を
身
に
浴
び

戴色晃
る馨

の只監

い嚢

・て
羅

」蓉

讐

磯

として韓

餉"纈
麟

聞
の
、
そ
し
て
数
限
り
な
い
亭
柄
に
ょ

吃
水
線
の
水
死
人
憂
ひ
に
満
ち
て
沈

み
て行
け
り

}る
雛

の
中
で
、
く
た
ば
。
た
き

ろ

蕎
人
の
旦

壽

人
の
心
一

美
に
よ
る
救
済
は
不
能

詩
人
に
と
っ
て歴
史
と
は
一体何
な

の
だ
ろ
う
か
。
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
が
そ
れ

の
脱
般
に
過
ぎ
な
い
時
の
流
れ
を、

「目
に
見
え
な
い
敵
」
と
し
て
極度
に

戦
き
恐
れ
た
の
に
対
し
、
ラ
ン
ボ
オ
は

む
し
ろ
歴
史
の
流
れ
の
輿
只
中
に自

ら
を
敢
然
と
し
て
投
げ
打
つ
。
「酔
い

ど
れ
舟
」
が
衰
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、

ヲ
ン
ボ
オ
の
短
い
文
掌
生
活
は
、
正
に

こ
の
歴
史
と
歴
史
意
識
と
の
死
闘
の
ド

ラ
マ
だ
った
の
だ
.
ポ
エ
ジ
ー
は
両
者

の
激
烈
な
葛
藤
の
嵐
が
小
康
を
保
っ
た

時
の
、
あ
の
美
し
い
星
空
の
シ
ン
メ
ト

リ
ー
な
の
だ
。
か
く
し
て
、
詩
人
が
自

ら
を
動
乱
の
世
界
の
透
視
者
と
し
て
位

置
づ
け
る
度
ご
と
に
、
詩
人
の
過
去
は

深
いも
の
思
いに
沈
み
つ
つ
、
色
蒼
ざ

め
て歴
史
の荒
波
の
彼
万に
消
え
去
っ

て行
く
のだ
.

残
され
たも
のは
何
だ
った
だ
ろ
う

か
。最
早
甜ゆ
え
の所
有
物
で
も
な
く

得
ら
れ
な
い
限
り
、
歴
史
の
翫
人
と
し

て
の
詩
人
は
、
激
し
い
内
的
葛
牒
に
自

ら
の
生
命
力
を
燃
焼
し
尽
し
て
、
っ
い

に
は
急
囲に
自
己
分
解
を
遂
げ
ざ
る
を

得
な
か
った
の
だ
。

そ
こ
では
錆
乱
が
リ
ア
リ
テ
ィに
移

行
し
、
現
実
がフ
ァン
タ
ジ
ー
と
自
し

く
も
戯
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
詩人
自

ら
が
告白
す
る棟
に
、
「筆
舌
に尽
し

得
ぬ貴
苫
」
と、

「自
ら
の精
髄
のみ

を
保存
せ
ん
と、
自
己
の裡
な
る
全
て

"の毒
を
く
み尽
す
」絶
大
な犠
牲
の所

産
だ
っ
た
の
であ
る
。
「あ
る
タ
ま
ぐ

・れ
、
俺
は
膝
の上
に美
を
の
っけ
た.

芒
々
し
い
と
思
っ
た
俺
は
そ
い
つ
を思

舵
も
なく
碇
も
失
せ
て
、
あ
て
ど
な
く

漂
流
す
る
一艘
の
老
いさ
ら
ぱ
え
た

「酔
いど
れ
舟
」
な
の
だ
.
一切
の
人

称
づ
け
を
拒
否
し
、
た
だ
、
た
だ
、
純

潔
な童
子
の眼
差
し
を
も
って
、
森
羅

万
象
、
歴
史
の
推
移
を
あ
く
こと
な
く

凝
視す
る
「見
者
」
の
視
線
の
み
な
の

だ
.成穆

、ラ
コス
ト
の突
証
的
研
究
の

示
す
翔く
、
「地
獄
の
一季
節
」が
、

パ
ル
ナ
ッシ
アン
と
の訣
別
を
意
昧
す

る
も
の
で
こ
そ
あ
れ
、文
学
一般
と
の

映
別
を表
示
す
る
も
の
では
な
い事
が

翼
笑
で
あ
っ
た
と
し
て
も、
二十
五才

に
し
て
文
掌
と
の
訣
別
を完
全
に
遂
げ

た
ラ
ン
ボ
オ
の
秘
密
は
、
已
に
こ
こ
に

瞳
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

.
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
ロ
シ
ア
芭命
に
つ
い

て
一穆
艶
惚
と
し
て
回
想
し
て
い
る
が

如
き
、
歴
史
と
歴
史
意
鰍
と
の
魑
妙
な

結
合
と
い
う
ア
ン
ス
ピ
ィ
ラ
シ
オ
ン
が

さ
れ
ど
わ
れ
は
ま
た
げ
に
余
り
に
泣

き
た
り
き

暁
は
胴
択
り

月
な
べ
て
非
情
に

日
は
な
べ
て

苫
が
し
厳
し
き
恋
に

酔
汎趾蜘れ
て
わ
れ
は
は
や
気
力
失
い

ぬお
お
竜
骨
よ
砕
け
散
れ
/
わ
れ
を
と

く
海
に葬
れ
!

美
に
よ
る救
済
は
最
早
不
司
能
な
事

だ
っ
た
の
だろ
う
か。

よ
レ
や
わ
れ
欧
州
の水
望
む
と
も

そ
は
冷
え
冷
え
と
黒き
沼吹
く
風
薫
る

タ
ま
ぐ
れ

悲
し
み
溢
る
幼
な
児
が
辞
ま
っ
て
はそ

馨

暴

らの婁

止

沼
か
な

ヴ
ニル
レ
ー
ま
た
は
「酔
い
ど
れ

舟
」
を
称
し
て
奇
蹟
と
呼
び
、
魔
法
使

い
に
よ
って
導
か
れ
る
光
彩
陸
阻
た
る

「力
の
王
国
」
と
名
づ
け
た
.
(呪
わ

れ
た
詩
人
達
)
ジ
ャ
ソ
ク
。リヴ
ィ
エ

ー
ル
は
そ
の
「ラ
ン
ボ
オ
諭
」
の
中

で
、
「酔
い
ど
れ
舟
」
の
視
象
の
孤
立

性
を
説
き
、
絢
燗
た
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の

配
列
の
申
に
、
一種
確
固
と
し
た
答
体

性
を
見
た
.

だ
が
注
意
し
よ
う
.
如
上
の
指
摘
こ

そ
ラ
ン
ボ
オ
の
こ
の
絶
唱
を
、
峻
厳
な

自
己
規
足
の
詩
と
し
て
味
わ
う
べ
く
、

最
大
の
論
的
根
拠
と
な
る
も
の
な
の

だ
。
現
災
と非
現
笑
、
イ
マジ
ネ
ー
ル

と実
在
界
、
そ
し
て意
識
と
存
在
と
の

奇
しく
も
幽
玄
な交
感
の中
に
こ
そ
、

が
何
だ
ろ
う
.
他
の
恐
る
べ
き
労
働
書

た
ち
が
や
って
釆
る
だ
ろ
う
.
他
力
が

倒
れ
た
地
平
線
か
ら
彼
ら
は
仕
●
を
始

め
る
だ
ろ
う
!
」

★

危
険
な
ラ
ン
ボ

ー
の
神
聖
化

★
ひ
と
は
ラ
ン
ボ
オ
の
存
在
を
奇
蹟
と

称
し
て
闇
の
祭
壇
に
祭
り
あ
げ
る
事
を

好
む
か
.
そ
こ
で
は
詩
人
の
作
品
は
ま

す
ま
す
ミ
ス
テ
ィ
ク
な
輝
き
を
加
え
、

醤
語
に絶
す
る
聖
性
を
加
え
る
こ
と
だ

ろ
う
。
だ
が
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
に
結
び

一つ
け
る
には
余
り
に早
す
ぎ
る
.
安
易

}な
ミ
ステ
ィフ
ィ
カ
シ
オ
ン
は
、
詩
人

の
峻
敵
な自
己
規
定
の意
味
と
、
そ
の

し
た
「美
」
の
世
界
に
止
ま
る
こ
と
も

で
き
ず
、
ま
た
挫
折
し
た
革
命
の
世
界

に
身
を
置
く
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
う
か

と
い
って
汚
濁
に
満
ち
た
ブ
ル
ジ
ョア

社
会
に
身
売
り
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

っ
い
に
は
行
き
場
を
失
って
あ
て
ど
な

く
漂
流
す
る
、
呪
わ
れ
た
詩
人
の
苦
悶

の吐
露
で
あ
る
と
見
る
な
ら
ば
、
「酔

い
ど
れ
舟
」
こ
そ
は
文
学
に
と
って
永

遠
に
し
て
壮
大
な
課
題
-
美
と
現
実
と

の相
皇
交
感
の
最
大
のド
ラ
マな
ので

は
なか
ろ
う
か
。
け
だ
し
ラ
ン
ボ
オ
ほ

ど
徹
底
的
に
自
ら
の存
在
を
客
体
化
し

、
冷
敵
な
自
己
規
足と
内
省
の
猷み
を

た
め
し
得
た
と
は
、
マ
ルク
ス
とレ
ー

ニン
を
描
い
て、
い
まだ
そ
の類
を見

な
い
の
であ
る
。
(京大
文学
部
二
回

生
)す

る
さ
い
に
純
粋
に
、
自
然
科
学
的
に

解
明
す
る
こ
と
は
出
釆
な
い
.
人
間
を

人
類
と
し
て
他
の
嶽
人
類
か
ら
区
別
す

る
も
の
は
、
自
然
を
変
革
し
、
自
ら
に

適
応
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
.
こ
の
本

に
お
い
て
は
、
人
類
と
な
し
た
も
の
を

化
石
に
よ
る
人
類
の
歴
史
的
発
展
の

藤

・
現
生
の
笑

類
の
生
態
か
・
の

}}背
後
に
根
ざす
碓
固
た
る
歴史
意
識
の

葦

垂

し
、
つ
い
に
は
・
萎

そ
の
も
の
の
実
在
性
を
も
宙
に浮
かし

て
し
ま
う
だ
ろ
う
.

「地
獄
の
一
季
節
」
か
ら
「イ
リ
ュ

ミ
ナ
シ
オ
ン
」
を
経
て
、
つ
い
に
は
文

蓑

の
嚢

訣
別
へ
と
い
毒

辿

る
、
ラ
ン
ポ
オ
の
秘
密
の
鍵
を
握
る
も

棚の
は
、
「見
者
」
の
手
紙
と
「酔
い
ど

一れ
舟
」
の
晴
示
で
あ
り
、
持
に
後
者
に

一秘
め
ら
れ
た
予
言
で
あ
る
こ
と
に
注
意

し
よ
う
。
動
乱
の
波
に
も
ま
れ
、
ひ
と

'

一た
び
歴
史
の
何
た
る
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
こ
の
働
大
な
反
逆
詩
人
の
健
嘆

籏

輩

バ
ル
ナ
・
シ
・ン
の
護

化

　
柔
道
部

一
京
大
の
他
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

も共
通
し
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、
部
員

層
が
非
常
に
薄
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ

の部
の
も
う
一歩
の
飛
躍
を
逃
が
し
て

いる
と
いえ
よ
う
。
と
く
に
、
}回
生

など
は
、
新
入
学
早
々
は
威
勢
よ
く
入

部
す
る
も
の
の、
あ
ま
り
の練
習
の
蝕

し
さ
に
耐
え
か
ね
退
部
し
て
い
く
と
い

う現
象
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
い
った
圭

体
的
な悪
条
件
、
ま
た
練
習
場
不
完
全

な
が
ら
も、
関
西学
生
柔
道
選
手
権
で

は
、
出場
三十
五
校
に混
り
、
準

決々

勝
に
ま
で
進
出、
関西
大
学
に
横
敗
す

る
な
ど
の
健
闘
が
みら
れ
た。

【戦
績
】
京
都
学生
柔
道大
会
出
場
校

八
校
の
う
ち
同
大、
立
命大
に
つづ
き

三
位
▽
七
月
一日
の
対
東大
戦
では
負

け
▽
国
立
七
大
戦
は
東
大
が
優
勝
。
束

大
は
三
位
。

菱

ケ
ット
部
種

倣

●

の
奮
わ
な
い
理
由
の
一つ
と
し
て
最
も

よ
く
閲
か
れ
る
こ
と
は
、
体
育
館
の
ス

いこ
と
。
と
く
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
T
ル

部
な
ど
に
は
気
の
毒
な
く
ら
い
で
あ

る
。
レ
ベ
ル
と
し
て
も
あ
ま
り
高
い
と

は
い
えぬ
が
、
国
立
七
大
戦
で
優
勝
し

O

た
こ
と
は
持筆
に価
いす
る
。

【戦
績
】
▽
国
立
七
大
戦

①京
大
五

勝
一敗
▽
関
西
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ール
ニ

部
リ了
グ
戦

④
京
大
三
勝
七
敗
▽
九

月
の
近
畿
地
区
大
会
で
は
準
々
決
勝
で

大
阪
市
大
に
敗
る
。

噸
ス
キ
ー
部

叩
ス
キ
ー
部
の
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
の

練
習
ほ
ど
厳
し
い
も
の
は
一寸
な
い
で

で
の、
制
限
さ
れ
た
練
習
な
が
ら
国
立

大学
、
関
西
大
学
の中
で
も
ト
ッ
プ
グ

ル
ー
ブ
にラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
の
は
立

派
。
今
後
シ
ョー
ト
や
シ
ョー
ト
カ
ソ

ト
に
力
を
入
れ
てや
る
と
い
うて
い

る
。【戦

績
U
▽
京
都
十
大学
り
τ
グ
ニ
部

①
京
大
②
竜
大
▽
京阪
神
三大
学
定
期

戦
男
子
①
京
大
②
神
大
③阪
大
▽
対
案

話
題
で
あ
った
。

【戦
績
】
▽
対
廉
大
戦
九
対
六
で敗
け

▽
秋
季
り
ー
グ
戦
、
対
京
都
学
芸
大
に

は
八
対
一で
勝
ち
、
対
滋
賀
大
に
は
六

対
三
で
勝
ち
、
対
京
府
立
大
に
七
対
二

で
勝
ち
、
対
姫
工
大
に
八
対
一
で
勝

ち
.
こ
の結
果
京
大
は
三
部
で
二
位
で

あ
った
。

コ

榊馬
術
部

　

練
習
,血が
不
足

が
ち
な
が
ら
お
う

盛
な
研
究
心
と
フ
ァイ
ト
で
オ
リ
ン
ピ

練

習
場
不
足
が
悩
み

期
待
さ
れ
る
卓
球
の
活
躍

▽
七月
二十
一、
二十
二日
第
十
回大

津自
馬競
技
大会

サ
ン
ジ
ョ
ルジ
ュ
馬
協

②
山
田
④
矢
島

中
間
馬
場

②
関

▽
七
月
二
十
九
日
七
大
戦

①
北
大
②
京
大

▽
九
月
二
十
三
日
国
体
全
日
本
馬
術
部

地
16予
選

出
場
馬
五
頭
、
選
手
六
人

ま
た
、
馬
場
が
狭
い
の
も
同
部
の
悩

み
の
櫨
と
な
って
い
る
が
、
そ
の
よ
う

な
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
立
大
の

水
準
以
上
の
笑
力
を
荷
し
て
い
る
こ
と

は
、
局
く
評
髄
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。京
大
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
た
め
に

も
今後
と
も活
躍
を
期
待
し
ょ
う
。

人
類
の
発
祥
の
類
推
、
人
類
の
生
物
学

的
観
点
か
ら
の
他
と
の
比
軟
に
よ
る
特

徴
の
描
出
な
ど
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
「

人
間
と
は
何
か
」を
追
求
し
て
いる
。

進
化
の途
上
で
人
類
を
他
と
碓
然
と区

別
さ
せ
た
も
の
と
し
て
「人
間
の成
長

型は
、
ほ
か
の霊
長
類
と根
本
的
に異

な
り
高度
の成
長
型
」
を有
す
る
こ
と

な
の
で
あ
る
.
人類
の特
徴
を、
生
物

学
的
分
類
に
た
よ
る
仕
方は
行
きづ

ま
り
が
見
え
て
い
る
.
人
類
と
他
の
高

等
霊
長
類
と
は
「個
女
の
形
態
特
長
を

比
載
す
る
か
ぎ
り
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

点
で
移
打
的連
続
性
を示
し
な
が
ら
ひ

と
た
び
目
を
転
じ
て
生
態
機
能
生
理
の

う
え
か
ら
み
る
と
」
は
っき
り
こ
と
な

り
、
そ
こ
に
こ
そ
、
人
間
を
、
後
者
の

立
場
か
ら
解
明
す
る
の
が
有
力
な
方
法

と
な
る
.
し
か
し
な
が
ら
古
い
人
類
に

対
し
て
は
、
骨
だ
け
し
か
残
って
い
な

いの
で
、
そ
の
方
法
を
適
用
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
現
生
猿
類

の観
祭
と
いう
こ
と
が
、
あ
る
程
度
の

類
推
を
与
え
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
二

足
歩
行
と人
聞
の大
脳化
の問
題
、
脳

の
解剖
学
的
検
討
に
よ
る
人
間
の
解明

も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
人
類
学
の

歴
史
は
、
ト
ピ
ソ
ク
め
い
た
も
の
も
混

って
た
や
す
く
よ
め
る
。
全
体
的
に
、

「人
間
と
は
何
か
」
の
厳
密
な
解
答
は

用
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
反
面
誰
に
も

と
っつ
き
や
す
く
て
現
在
の
「何
か
」

を
つ
か
み
う
る
利
点
が
あ
る
.
最
後
の

章
の
シ
ン
ポ
ジ
ュワ
ム
は
、
サ
ル
の
「

文
化
」
学
の
現
状
を
わ
か
る
に
は
い
い

と
思
う
が
、
本
文
に
つ
い
て
の
つ
っこ

ん
だ
遣
求
が
ほ
し
か
った
。
(河
出
書

一房
馳
社
刊
・B
六
判
・二
八
六
頁
・
二

八
〇
円
)

(知
)

あ
ろう
。
シ
ー
ズ
ン
に
そ
な
えて
ど
の

季
節
で
も
ラ
ン
一ング
な
ど
のト
レ
ー

ニ
ング
を
お
こた
ら
な
い。
し
か
し
戦

績
が
あ
まり
奮
わ
な
い
のは
や
は
り
、

練
習
の不
足、
あ
る
いは
キ
ャ
リ
ァー

の
不
足
が
も
の
を
い
っ
て
い
る
の
た
ろ

う
。【戦

績
】
▽
関
西
学
生
ス
キ
ー
選手
糧

一部
六
校
婁
ね
京
大
六
位
▽
国
立
五
大

学
戦
で
京
大
二
位
▽
全
日
本
学
生
ス
キ

ー
三
部
二
十
校
中
七
位

慰
部
墓
羅
鰐

大
戦
、
教
養
科
京
大
7
-
0
東
大
、
女

子
団
体
京
大
2
1
4
東
大
、
全
学
京
大

8
⊥
7東
大
。
ペス
ト
四
の
う
ち
三
人

が京
大
勢
で
あ
った
。
▽
国
立
七
大
学

戦
、
去
年
の
一位
か
ら
敗
れ
て
二
位
に

と
ど
ま
っ
た
。
①
九
大②
京
大
③
東
大

州
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

榊

こ
の
部
の
一番
の
悩
み
も
や
は
り
体
育

館
問
題
。
こ
れ
を
考
慮
に
い
れ
てダ
ブ

ル
ス
の
強
化
に
璽
点
を
お
き
、
二
回
生

を
主
力
と
し
た
陣
審
で
、
関
西
り
ー
グ

ニ
部
昇
格
を
実
現
し
た
こ
と
が
明
る
い

ッ
ク
出
場
候
補
者
二
人
、
馬
一頭
を有

す
る
ま
で
に
い
た
った
こ
と
は
立
派
。

関
西
で
は
文
旬
な
く
群
を
抜
い
た
形
で

あ
る
が
、
北
海
道
で
の
七
大
戦
で
も
わ

か
る
よ
う
に
貸
馬
に
弱
い
の
が
気
に
な

る
.【戦

績
】▽
五
月
二
十
一日
第
五
回
関

西
馬
術
大会
団
体
戦

一位
京
大

二位
、
関
大

同
個
人
戦

①
関
②
字
都
宮
③
山田
と京
都
大
勢
が

独
占

」
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オニヤゲーギ式油ガス発

1900年(明 冶33年)
10億円
有水、無水式ガス溜、浮屋根式油櫓、各種ガス
発隻裟置、L・P・G貯 蔵供給設備、高田昧型容
器 、各種プランレ、石油積込積卸装置

禦
金
品姦 

創
資
主

躍進つづける石井鉄工!
■窟粟の舞民に寄与する
石井鉄工所は石油のブラントメーカーとして重化学
工業化する日本経済の一翼を担っています.
■文化生活を支える
石井鉄工所はガスのプランレメーカーとして家庭の
台所で活躍†るガスの発生装置やタンクを作り文化

生活を支えています.
■世界と手を績ぷ
アメリ⇒のダレ噛♂阜一タン・ダ軟嶋4ギ 噂スの♂㌧ンフ
レ噸.ア ンド・ダラスゴ鴫 及び吻ワ「ツぞ一ル

ドロワチスクー牡と技衛提携し国際的仁も活躍して
います。

命 難石井鉄工所
^.P.、醜 工嶋 取締役社蚤 石 弁 寛

寧 載 寮京都 由央区 銀庫西4の8
数寄鹿摺富士ピル
(5るめ9341{代 幻
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